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　幕間　離れても育はぐくまれるもの














　後宮を出た俺が新たに住むことになった場所は――ディルワムの屋敷だった。

　甚はなはだ不本意だったが、形だけでも囲ったように見せたいことに加え、心置きなく込み入った話ができると聞かされ、俺は素直に受け入れることにした。

　俺の新たな立場は、将軍ディルワムを補佐する副官。

　主な役目は、若い兵士たちの教育。それからディルワムが懇意にしている有力者たちへの連絡係や、衝突の危険性が高い国境周辺の視察――陛下との日々を失った虚無感に浸る暇などなかった。

　異邦人の俺が入り込み過ぎた役目ではないか？　と気になってディルワムに尋ねると、

「この国の出じゃなくても、陛下へ絶対の忠誠を誓うお前ならいい。下手に寝返られたら困るし、何より城から離れた所で襲われても返り討てるからな」

　笑いながら即答されてしまった。

　確かに俺は宰相からどれだけ甘い誘いを受けても乗る気はないし、不意の襲撃者に負ける気はない。毒にも耐性がある。

　何か重要な書簡を渡しに行く際、襲われて奪われる心配も、そのまま暗殺されてしまう恐れも、俺なら少なくて済む。

　陛下側についてしまったディルワムにとって、絶対裏切ることがない俺という存在は重要だということがよく分かった。







　俺にとって一番心配だったのは、兵士の育成。

　真実はどうであれ、俺が陛下に望まれて後宮へ入ったということは知れ渡っている。

　敵国で猛火の獅子と謳われた俺が、幼い陛下の側室となった――当時は、まさか本当に側室として寵愛を受けるようになるとは思いもしなかったが――という内容は、あまりに衝撃が大きく、人の記憶からなかなか消えなかった。

　俺が城内を歩き、人の目に触れる時、遠巻きに奇異の目で見られる気配は後を絶たない。

　裏で好きに言われるのはどうでもいい。

　それよりも、そんな俺に鍛えられることになった兵士たちが、変に反発したり素直に言うことを聞かない可能性が心配だった。

「イメルドだ。すでに話は聞いていると思うが、これからお前たちを鍛錬をすることになった。よろしく頼む」

　実際に彼らの前へ立った時、意外にも動揺は感じられなかった。

　むしろ神妙な顔で俺を真っすぐに見ながら、瞳を輝かせていた。

　先頭にいた代表の兵士が、胸を張りながら応えてくれた。

「以前からイメルド様がいかに強く、素晴らしい将だったかをディルワム様から聞いております。そんなお方に直接手ほどきして頂けること、大変光栄に思います！」

　ディルワム……どれだけ俺の話をしてきたんだ？

　念入りな根回し、ではないだろう。いかに敵将の俺が手強てごわいかを語り、捕らえた時の自慢話へ色を添えていたのだと思う。

　それがたまたま副官になるという流れになり、良い方向へ出てくれたといったところだろう。

　ともあれ、やりやすい状況で助かった。それでも俺の力量が果たしてディルワムの話通りなのか、疑問に思う者も多いだろう。

　だから取り合えず、集まった百人ほどの兵士たちに提案した。

「今から全員の力量を見る。時間が惜しい、一斉に俺を攻撃しろ」

　さすがにこの提案にはざわついた。

　が、どの兵士の気配も高揚し、対戦を喜んでいた。どうやらディルワムの気質に近い者ばかりな、将来有望な兵士たちが集められたようだった。

　いざ一対百の肉弾戦が始まると、威勢の良い者ばかりで感心する。

　しかし見た所、年若い者ばかり。隙が多く、場数が圧倒的に足りないことがすぐ分かる。

　後宮生活で肉体の維持はしていたが、実戦からは遠ざかっていた。久しぶりの多人数相手で少しは苦戦するかと思ったが――問題なかった。

　確実に一人ずつ拳で腹を抉り、時には払い飛ばし、次々と地面へ寝かせていく。

　最後まで残ったのは二人だけ。

　前々から俺の手ほどきを受けていたシュウノとザワトだった。

「イメルド様、お覚悟を！」

　シュウノは気迫が凄まじかった。

　……ディルワムの副官となった俺に妬いている。間違いない。俺を見る目が嫉妬一色だ。いつになく険しい表情から、『私の気持ちを知っていて！』という恨みの声が聞こえてくる気がした。

「今までの成果、ぶつけますね！」

　ザワトは相変わらず強い者と戦うのが楽しそうだ。

　健全――とは言いがたい。もう少し強者を恐れろ。無謀と勇猛を一緒にするな。

　俺と手合わせしたくてたまりませんでした、と気持ちを弾ませるように、体の動きも軽やかに弾んでいる。隙だらけではあるが、その分素早さで対抗してきた。

　俺の動きを読んで、二人がそれぞれに攻めてくる。

　――今までの動きが当たり前だと思うな。

　わざと最初は普段通りな間の取り方や足さばき、動きの緩急を意識して二人を引き付ける。

　そして食いつき気味になった所で、動きを変える。

　体術の型を無視した、野を駆ける獣のごとく。

　荒々しく先の読めない動きに、シュウノもザワトも戸惑い、調子を崩す。

　ああ、隙だらけだ。俺は二人の腕を同時に掴み、どちらも地面へと押さえつける。

　ディルワム並の強者がいなければ、この程度の人数なら俺一人で事が済む。

　やっぱり話は本当だった――という声が脱落した兵士たちから聞こえてくる。

　彼らの期待を裏切らなくて良かった、と俺は内心安堵した。






　　　◇　◇　◇





　後宮からほとんど出ない生活から一変、城の外へ出かける機会が激増した。

　街の声や城内の噂を耳にすることが増えたおかげで、この国の実情が異邦人の俺にも見えてくる。

　城の人間には畏怖いふされている宰相エケミルは、民衆には慕われていた。

　聞けば先王の時代から宰相をしていたらしい。先王とは幼少期から関わっており、ともに国を豊かにしようと力を合わせ、善政に努めていた――今も権力を握りながら、民衆を手厚く保護する政策を取っている。

　国をより良くするために手腕を振るうエケミル。長年の功績が、本来あるべき王政に歪みがあっても見過ごされている要因を作っていた。

　何も成していない非力な子供だったマクウス王と宰相エケミル。

　周囲にとってはエケミルがすべてを取り仕切り、王は飾りとして存在することこそ都合が良かったのだろう。

　王侯貴族の中には、宰相に目をつけられ、辺境へ飛ばされた者でもエケミルを認める声が聞かれるほどだった。

「あの御仁ごじんは、この国を娶ったようなお方だ。国のためにすべてを捧げている……私的な時間も、手にできるはずの膨大な財も、心も、情も、何もかも……」

　ディルワムに頼まれた書簡を渡しに行った時、それを受け取った初老の王族が雑談の最中に呟く。

　彼はマクウス王の親類。先王のいとこにあたる。

　先王が存命だった頃に王位継承権で話がもめた際、エケミルがうまくやり込め、先王一家から離そうと追放させたらしい。

『静かに過ごすだけならば、一切の手出しはせぬと約束しましょう。しかし我が君の王道を阻み、あろうことか傷つける事態を招くというならば容赦はしませんので、そのおつもりで』

　そうエケミルに直接言われ、この王族は隠居を決意し、家族と穏やかに過ごす時間を手に入れた。

　未だに彼は宰相を敵に回したくはないらしい。

　しかしディルワムの書簡に目を通しながら、彼は重い息をついていた。

「陛下が成人を迎えた今、本来は王にあるべき権力を宰相殿がお返しすることが道理。私もそう思う。しかし……彼を出し抜き、道理を押し通すは至難の業だ」

　書簡の中身は読んでいなかったが、ディルワムの真意を知っている俺には察しがついていた。

　陛下が真に力を取り戻すための根回し。

　少しでも多くの賛同者を集め、陛下が権力を取り戻すための土台を作ろうとしているのだろう。

　宰相が築き上げたものが大きすぎて、反応が軒並み芳しくない。それでも時間をかけて地道に説得を繰り返さなければ、陛下の王道は獣道のままだ。

　陛下が王として堂々と前へ進めるよう、道を切り開く――その使命が、陛下と離れて虚無を覚えそうな心を支えてくれた。







　書簡を届けるために遠出をした際は、国境付近に置かれた拠点へと足を運び、様子を見るようにしていた。

　陛下が成人する以前から、エケミルは周辺の国へ積極的に戦いを仕掛け、領土をジワジワと広げていた。

　最近は陛下の目を気にしてか、こちら側から戦いくさを始めようとはしない。現状維持に努めている。

　しかし領土を奪い返したい相手国から戦いを仕掛けられ、多方で小競り合いが発生していた。

　俺は戦いの前線となる場所の様子や地形を知り――たまに訪れている最中に戦闘が発生し、俺も参戦した――戻った時にディルワムへ報告していた。

「使いついでにご苦労だったな。やはり急な拡大は負担が大きいな」

「一応、南側の小競り合いは鎮めてきたが、こういくつも発生していると怖いな……いつ大きな戦に発展してもおかしくない」

　俺の心配に、屋敷の書斎で地図を広げて睨み合っていたディルワムが苦笑する。

「戦いは好きだが、負けが見える戦いは勘弁だ。もし一斉に攻められたらひとたまりもない」

　地図に記されたこの国を囲む国々を、ディルワムは指差していく。

「この国と隣接する国は三つ。全方面にケンカを売ってどうするんだとエケミルに言ったことはあるが、それぞれが国の事情を抱えて大きく動けない。だから今が攻め時だと言われて押し切られた……アイツの情報網は幅広いからな。確かに相手の動きは乱れていたし、攻めやすかった」

　国の事情――俺がいた頃、祖国は王弟殿下と第一王子トゥザス殿下が後継者争いを繰り広げ、不安定な状態ではあった。

　風の便りに今はトゥザス殿下が正式な後継者となられ、間もなく戴冠たいかんすると聞いている。

　俺と年が近い、快活で力強いお方だった。今もお変わりないだろうかと考えていると、

「北方の国はイメルドの祖国……いざとなったらやり辛いだろ？　有事ゆうじの際は俺が前線に出る。その時は後方で陛下に刃が届かぬよう守ってくれ」

　力づくなようでいて、意外とディルワムは細かいことに配慮してくれる。

　この男への反発は未だ消えないが、この件に関しては素直にその気遣いを受け入れ、感謝を覚える。口には出さないが。

　俺の心を見通しているとばかりに、ディルワムがニヤリと笑う。

「ありがとうの言葉くらい言ってもいいんじゃないのか？」

「……」

「明日は陛下と遊戯盤を興じる日。多忙を理由にして、お前に俺の代理を頼もうと思っていたんだが――」

「……色々と感謝する、ディルワム」

　陛下の件が絡むなら、俺の意地など取るに足らないことだ。

　早急に手の平を返した俺に、ディルワムの頬が軽く引きつる。

　そして小さく「良い性格してるじゃねーか」とぼやくが、前言を撤回することはなかった。






　　　◇　◇　◇





「入らせてもらうぞ、ディルワム――あ……」

　兵舎の執務室へ入ろうとした陛下が、俺に気づいて一瞬止まる。

「本日は私めがお相手致します……陛下」

　遊戯盤の準備をして待機していた俺は、椅子から立ち上がりひざまずく。

　パッと陛下の表情が晴れやかになり、駆け出しかける。

　しかし今の状況をすぐに思い出し、陛下は小さく息をついて興奮を逃してからゆっくりと入ってきた。

「そうか……よろしく頼む、イメルド」

　俺の向かい側にマクウス王が座ったことを確かめてから、俺は立ち上がって椅子に座り直す。

　そして「では始めましょう」と、駒をひとつ摘まみ、盤へ置いた。

　しばらく無言で駒を置き合い、各々に陣形を展開させていく。それを相手陣地に進め、ぶつかり、混ざり合う頃、陛下が腕を組んで長考を始めた。

　その姿を俺は改めて見つめる。

　こうして間近に会えるのは、月に一度あるかどうか。

　連日姿を見られなくなったせいか、会うごとに成長を実感できた。

　明らかに身長が伸び始め、顔立ちもあどけなさより凛々しさが上回るようになった。

　何より公務をしっかりとこなせるようになり、王として振る舞うことが増えたためか、若くても威厳が身に着き始めている。

　真剣に考えるその顔から、もう薄弱の面影はない。頼もしく成長なされたと見惚れてしまう。

　俺の視線に気づき、少しだけ陛下がはにかむ。

　姿は変わりつつあるが、中身は俺が知る陛下のままだ――盤の上は容赦ない布陣だが。

　ディルワムに教えられてきたことで、陛下は手強い指し手に成長した。だが、ここで満足されないために、負ける訳にはいかない。

　俺が本腰を入れて遊戯盤へ臨もうと、長考へ入ろうとした時、

「変わりはないか、イメルド？」

　以前よりも低く柔らかになった声で、陛下が尋ねてくる。

　優しさが滲んだ声。余裕が持てているようにも感じ、魅力を覚えてしまう。

　わずかに俺の鼓動が速まった。

「……はい、変わりありません。最近は威勢のいい若者たちをしごいておりますから、元気を分けてもらっています」

「シュウノとザワトから話は聞いている。稽古をつけ始めの頃より、人数をこなすほどに動きにキレが出て、圧倒されてしまうと」

「体が温まりますから、その分動きやすくなるので」

「相変わらず底知れぬ体力だな。ザワトが、動くほどに獅子が野生を思い出していると言っていたぞ」

「そうですか……では後ほどザワトには、野生の獅子をたっぷりと堪能してもらいましょうか」

　他愛のない談笑を交わしながら、俺は陛下と穏やかな時間を紡ぎ合う。

　気を抜けば、昂る心身のままに求めてしまいそうだが、こうして緩やかな時間に身を委ね、燻くすぶる火が猛たけらないようにしていく。

　恐らく陛下も同じような心境だろう。

　なんとももどかしいことだが、嬉しくもある。

　この辛さも、言葉を交わせる喜びも、分かち合えるのだから。

　俺は駒を動かし、顔を上げる。

　目と目が合い、視線が絡む。

　決して満たされぬ対面でも、俺も陛下も笑みが零れていた。


















　五章　望まぬ帰郷














　表向きは大きな動きもなく、もどかしくも安定した日々が三年続いた。

　あくまで表向きの話。

　国の外れに目を向ければ、絶え間なく他国との小競り合いが続き、緊張は増していた。

　それでも陛下の周辺に限って言えば、不穏な気配は薄くなっていた。

　宰相エケミルは政治を疎かにしない。

　マクウス王の提案が理に適い、国のためになると判断すれば、エケミルはむしろ陛下の意見を歓迎し、忠実に遂行した。

　時には国のことを話し合い、より良い政策を模索し合った。

　傍から見れば正常な国の在り方。

　しかし、あの宰相のことだ。何か裏があるに違いない。俺の中で疑念は続いた。







　新年を迎え、大広間で宴が開かれた。

　玉座に堂々と座る陛下の姿を、俺は後方から遠目で眺めていた。

　凛々しくも、優しい人柄を残した顔。

　完全に大人の体へと変わり、筋肉もそこそこについている――大柄な俺に比べればまだ細いほうだ。身長も、俺の肩から少し頭が飛び出る程度。

　しかしこの姿を見て、誰にも薄弱という二文字は絶対に浮かばないだろう。

　純粋な戦士を相手にはできずとも、凶刃きょうじんから己の身を守り、戦えるだけの強さは身に着いている。

　頼もしい王になってくれたものだ。

　目を細めて眺めていると、陛下がこちらへ視線を合わせてくる。

　後宮にいた頃よりも、あまりに遠くなってしまった距離。それでも陛下は大勢の中でも俺の姿を見つけると、目に留めてくれた。

　今も気持ちは変わっていない――視線に乗せて、陛下が心を届けてくる。

　もう体を繋げなくなって日は経ったというのに、未だに体と心の奥が疼く。

　成長して姿が変わっても、距離が遠くなっても、お互いに相変わらず。

　それが分かって、俺の顔が思わず緩む。自分の中で忠義を超えたものが育っていることを、認めざるを得なかった。

　だから宰相が皆に告げた言葉に、俺の思考が止まってしまった。

「もう陛下も成人を迎えてから三年……今年は陛下の后となるお方をこの国に招きたいと考えております」

　エケミルの声に、周囲から「おお」「いよいよか」と驚きと歓迎の声が漏れてくる。

　王である以上、后を迎えることは避けて通れぬ道。

　ずっと分かっていたことなのに、その事実が俺の胸を抉る。

　思わず顔をしかめ、すぐに首を振って表情を平静に戻す。

　俺と体の関係があり、女性に興味がないのでは？　と訝しむ人間はもういない。事実だとしても一時の迷い。健全に成長された姿を見て、そう考えて安堵した者もいただろう。

　しかし今この瞬間、陛下は周囲へ親しい笑みを口元で浮かべながら、ひどく真剣な眼差しを俺へ向けている。

『私はお前を諦めてはいない』

　陛下の目がそう物語っている。

　后を娶らなければいけないというのに、それを拒絶している陛下を諫めなければ――そう思うのに、喜んでしまう自分がいる。

　これではいけない。

　もっと距離を取らなければ陛下のためにならない。

　新年の儀に、そのことを強く痛感した。







　だから屋敷へ帰宅した後、ディルワムから言われた事が非常にありがたかった。

「イメルド……西側にある国境警備の拠点に、しばらく赴任してもらうぞ」

「期間は？」

「一年ほど。報告のために定期的に戻ってもらう。こちらからの伝令は、アグイロスに任せる予定だ」

　アグイロスは陛下の勉学を教育する役目を終え、ディルワムの事務的な補佐を務めている。

　俺と違い、足を運ぶ回数は減ったものの、アグイロスは未だ後宮へ出入りしている。ネフや侍女たちの要望を聞き、街へ買い出しに行く役目を買って出ていた。

　俺と陛下の事情をよく知る者。陛下の話を聞きやすい。

　それはありがたいと思っていると、

「引き受けてくれるか？」

　俺の顔色をうかがうように、ディルワムが顔を近づけて尋ねてくる。もう見慣れてしまった顔だが、間近になると未だに腹が立つ。

　一歩後退して距離を取ってから俺は頷いた。

「異論はない。今の俺にはちょうどいい」

　俺が離れたことに苦笑しつつ、ディルワムは腕を組む。

「本当は他の者でもいいんだがな……また疑惑の再燃は困る」

「分かっていたのか」

「事情を知っているヤツから見れば、お前を諦めていないことがバレバレだ。あれは宰相殿も気づいたと思う。何かされる前に離れたほうがいい」

　ディルワムも俺と同様、表向きは上手く陛下と折り合いをつけている宰相エケミルを、未だに警戒している。

　エケミルに少しでも落ち度を見せれば、いいように利用され、今の状況をひっくり返してくる――そんな得体の知れなさと危うさを、未だに感じてしまう。

　上官が俺と同じ考えで助かる。そう思っていると、

「さすがに后は見つけてもらわんとな。あと世継ぎ……それが済めば、後は誰を寵愛しようが陛下の自由。その時が来るまでに覚悟を決めておくことだな」

　冗談とも本気とも取れないことをディルワムが言い出す。

　そう。必要なことが済めば後は自由だ。

　陛下が後宮へ俺を呼び戻し、公務を疎かにしないよう心がけながら、密な関係を結ぶことが許される。

　后と世継ぎの問題さえ乗り越えることができれば――それが俺の胸をひどく焼き焦がしてくる。

「……そうだな。俺が覚悟しなければ……」

　思わずため息をついてしまう。

　――陛下が誰かと交わるのが嫌だ、など今さらだ。

　きっと陛下と距離を取る必要があるのは俺のほうだ。必要な公務だというのに、公私を混同して……。

　ディルワムは俺のため息の理由を聞かなかった。

　ただ、ポンと肩を叩いて「頼んだぞ」と言うだけだった。
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　赴任する前に、俺はシュウノとザワトへ会うために後宮へ足を向けた。

　マクウス王が公務中で、この時間は後宮にいないという昼前を狙って行ってみれば、入り口には誰もおらず、俺は困惑してしまった。

「アイツら、いったいどこに……」

　まさか何かあったのかと不安を覚えた矢先、庭園から人の声が聞こえてきた。

　談笑している声。シュウノとザワトの他に混ざる女性の声――意外な組み合わせだと思いながら、俺は庭園へと足を向ける。

　後宮にいた頃、俺が鍛錬していた庭園。

　そこで件の三人が体術の稽古をしていた。

　男二人は分かるが、なぜネフが？

　意外な光景に目を丸くしていると、俺に気づいた三人が驚きで肩を跳ねさせた後、笑みを浮かべた。

「イメルド様、お久しぶりです！」

　真っ先にネフが俺へ駆け寄り、笑顔で見上げてくる。

　陛下と同じく彼女も成長した。背が少し伸び、顔立ちが以前より引き締まった。

　陛下が成人の儀を迎えて間もなく、役目は終わったとばかりに後宮から人がいなくなった。

　俺が離れた後、すぐに宰相エケミルが送り込んだ姫君たちは自分の家へと戻され、それに付き添っていた侍女たちも去った――一部、ネフを慕って残った侍女が何人かおり、昔に比べれば賑やかだ。

「せっかくですから、今お茶を淹れて参りますわ。少しお待ちになって――」

「いや、気持ちは嬉しいが遠慮する。今日はシュウノとザワトに用がある。近々ここを離れるから、陛下を頼むと伝えたくてな」

「え？　イメルド様、どこか遠くへ行かれるのですか？」

「ああ。しばらく西の国境警備の役に就く」

　ついさっきまで再会を喜んでいたネフの顔が、一気に曇ってしまう。

「そのこと、陛下はまだ……」

「話していない。伝えずに行こうと思っている」

　赴任の話をすれば、陛下は引き止めるだろう。

　まだ姿が見えるから耐えられたのに、それすら叶わなくなるなんてと嘆く姿を見たら、俺の決意が揺らぐ。

　まだ俺は陛下の弱点のまま。俺が足を引っ張ってしまい、引き返せないような事態になる前に離れたほうがいい。

　きっと陛下のことだ。しばらく嘆いても、すぐに立ち直って前へ進んでくれる。俺に愛想が尽きたとしても、止まらずに王の道を行かれるならそれでいい。

　何か言いたげなネフより先に、俺は口を開いた。

「ところで、シュウノたちと何をしていたんだ？」

「は、はい、実はイメルド様がここを離れられた時から、お二人に護衛術を教えてもらっているんです。いざという時に陛下をお守りできるように」

　ネフは胸元で拳をグッと握り、苦笑を浮かべる。

「私ではイメルド様の代わりにはなりませんが、非力な私でも陛下の盾に一瞬でもなれるなら……」

　果たして俺の影響なのか、それとも元々持っていた資質なのか、ネフは前にも増して心が強くなった。彼女がいるから、俺は後ろ髪を引かれる思いをしながらも遠方へ赴ける。

　陛下の隣に並ぶ相手がネフならば、と思う時がある。

　本人たちにその気がないことが悔やまれる。他に想う相手が別々にいるのだから。

「イメルド様、わざわざここまで足を運ばれるとは……何かありましたか？」

「俺たち、役目を放棄していた訳じゃありませんから！　守りの強化に勤いそしんでいたんです！」

　遅れて近づいてきたシュウノとザワトが、それぞれ話しかけてくる。

　彼らも出会った頃よりもたくましく成長した。

　シュウノは身長こそ兵士の中では低めだが、必死に鍛錬を積み、しなやかで瞬発力のある筋肉をつけた。そして鋭く物憂げな目が艶めかしく、男女問わずに心を騒がせるらしい。

　相変わらずディルワムへの重い愛は健在だ。信じられないことに。どうやらすでに関係を結んでいるようだが、シュウノは満足していないらしい。もっとディルワムの心を掴みたいという熱意が、いつ見ても滲み出ている。

　ザワトは随分と大柄に成長した。背丈は俺とほぼ同じだ。

　剣術に関しては雑さがあるが、筋肉がしっかりとついた体格の割に俊敏で、兵士の中で体術だけならザワトが一番だ。成長しても落ち着きがないのが心配なところだが。

「怒りに来た訳じゃない。近々ここを離れるから、二人に陛下を頼むと伝えたくてな」

　聞いた途端、シュウノが顔をしかめた。

「陛下から離れてしまわれるのですか？」

「一時的だ。定期的に報告に戻るし、一年後ぐらいに赴任は終わる。永久に離れはしない」

「何が狙いかは分かりますよ……逃げる以外の道はないのですか？」

「これは陛下の負担を軽くするための処置だ。逃げではない」

　陛下の事情を知り、共感を覚えているシュウノに、言葉で挑むのはどうも苦手だ。なまじ事情を知っているだけに、俺の晒したくない弱さを、思わず覗かせてしまいそうになる。

　その反面ザワトは、

「えー……イメルド様と一年も手合わせできないんですか？　ちょっと俺も一緒に赴任しようかなあ」

　俺と手合わせしたい一心だ。単純で分かりやすい。

「たまに伝令をこちらへ向かわせる時があるから、護衛でついて行きたいと申し出てみるといい。俺からディルワムへ伝えておく」

「やった！　ありがとうございます、イメルド様」

　喜ぶザワトを呆れ半分に横目で見てから、シュウノが俺に訴えてくる。

「それでしたら私も志願したいです」

「交代に……と言いたいところだが、シュウノ、できればお前は陛下から離れないで欲しい。俺からの頼みだ」

　シュウノは陛下が心を開いている、数少ない人間。

　何せ俺への想いを包み隠さず吐き出せる相手だ。それに頭も良く、機転も利く。いざという時に頼れる存在だ。

　俺の願いにシュウノは押し黙った後、渋々だが「分かりました」と呟いた。

「副官の座が空くことになるから、シュウノにいくつかの業務を回すよう、ディルワムに言っておく。もし機会があれば口説けばいい」

　軽い冗談を言うと、シュウノの目が一瞬ギラリと光った。

「ありがとうございますイメルド様！　この好機、大切に致します！」

　……すごい喜びようだ。あのディルワム相手にどう仕掛けていくのか、とても気になるところだ。

　俺ほどではないにしても、シュウノは強くなった。

　強い人間が好きなディルワムにとって、決して悪い相手ではないと思うが。

　一度それとなくシュウノのことをどう思っているのかを聞いたことがある。

　その時ディルワムは複雑そうな顔をしながら、若すぎるのはちょっとな……とぼやいていた。

　俺と陛下よりも二人の年の差は離れているが、ディルワムはそれを理由に相手を拒むような奴ではない。他に何か理由がありそうな気がする。

　二人が関係を持つようになったあたりから、ディルワムが俺へ手を出そうとする素振りが消えて助かっている。一貫して想いを貫き続ける姿を見てきたこともあり、シュウノに頑張れと心の中で応援してしまう。

　ともあれ、この様子なら俺がここを離れても後宮は大丈夫そうだ。

　陛下が肩の力を抜き、素の顔を出すことが許される場所がある。

　もう俺だけが陛下の拠り所だった時は終わったのだ。

　そう確信して、俺は「邪魔をした」と踵を返そうとした。

「あの、イメルド様……」

　ネフに呼び止められ、俺は腰をひねって振り向く。

「どうした、ネフ？」

「えっと、実は……」

　何か言いたげに口をまごつかせ、思い留まるを繰り返す。

　そして首を横に振って「なんでもありません」と答えた。

「イメルド様の息災を願っております。どうかお気をつけて」

「あ、ああ。ありがとう」

　いったいネフが何を言いたかったのか引っかかったが、無理に聞く訳にもいかない。

　俺は素直に引き下がり、後宮を離れた。

　明らかにいない時間を狙ったとはいえ、陛下と会わず安堵する気持ちと、残念がる心を抱えながら。
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　西にある国境警備の拠点へ俺が行くと、しばらく小競り合いは続いたが、俺が何度も蹴散らすことで相手の動きは止まってくれた。

　そうなるとやることは周辺の見張りか、己や常駐している兵の鍛錬か、食べて寝るかぐらいになってくる。

　自分の鍛錬に勤しみたいところだが、俺もずっとここにいる訳ではない。個々の力を育成して、俺が離れても迂闊に手を出せない状況を作りたかった。

　だから俺は彼らを徹底的にしごいた。

　最初は異邦人の俺へ良い印象を持てず、反発もあったが、全員と手合わせした日以降、素直に従ってくれた。やはり戦う者同士、拳で語れば分かり合える。

　そんな話を伝令で訪れたアグイロスと、その護衛でついて来たザワトに言うと、各々に顔を引きつらせていた。

「イメルド殿……それは拳で黙らせた、と言うほうが正しいのでは？」

　いや、一方的に力は振るっていない。互いに対等な条件で拳を交えたのだから。

　アグイロスの意見に異を唱えようとしたら、ザワトが激しく何度も首を縦に振った。

「あの強さを見せつけられたら、黙るしかないですって！　イメルド様と対等に戦えるなんて、ディルワム様ぐらいしかいないのに」

　二対一。少数派になってしまった俺は、得心とくしんがいかず腕を組んで声を唸らせる。納得できない。

　そんな俺の様子を見て、アグイロスが小さく吹き出した。

「お元気そうで何よりです。陛下が喜んで下さる報告がひとつできて良かったですよ……頭を悩ませてしまう報告だけ背負って帰還しそうでしたから」

「何か分かったのか？」

「実はここへ来る前に、陛下の指示を受けてエケミル様が懇意にしている商人の動向を探っていたのですよ」

「陛下の指示？」

「ええ。宰相閣下が他国の情勢をよく知っておられると感心しておりますが……嫌な予感がするから、閣下と繋がりのある商人を調べて欲しい、と」

　現地へ赴かずに他国の動向を知るために、複数の国を行き来する貿易商の力を借りることは珍しくない。それに対して陛下が危惧するということは――。

　軽く緊張を覚えていると、アグイロスが声を落とした。

「足跡を辿るのに苦労しましたが、その商人、我が国を囲む三国の城内にも出入りしておりました」

「……こちら側の手の内が、他国に筒抜けかもしれぬと？」

「それは面白くないことですが、お互い様。それよりも陛下が危惧していたのは、エケミル様が他国と通じているのではないか、ということです」

　ぞくり、と俺の背筋に寒気が走る。

　成人前の陛下を追い詰め、力を削り続けたエケミル。

　その理由がこの国で権力を握るためではなく、他国に明け渡すためだとしたら？

　何年もかけて民衆を信用させながら、王を弱らせ、国の弱体化を緩やかに計っていたとしたら――。

　陛下が気づかれた可能性に、自然と俺の体に脂汗が滲んでくる。息をするだけで胸が重苦しい。

　重くなった空気に耐え切れなくなったか、ザワトが大仰おおぎょうに「ええー？」とわざとらしく明るめの声で言い出した。

「エケミル様、みんなのためにずっと頑張り続けてくれていますよ？　先王様の頃から寝る間も惜しんで政策に取り組んでくれたって、じっちゃんもばっちゃんも言ってましたし」

「そうなんですよね。それは事実……宰相閣下のおかげで国は豊かになりました。私的な時間をほぼ作らず、国のために尽力し続けたお人」

　ザワトの意見を見下さず、自らも頷いてアグイロスは共感を見せつつ唸る。

「しかし陛下への仕打ちも事実。閣下の狙いはなんなのか、見えるようで見えません」

　あまり自分の心情を見せないアグイロスが、どこか苦しげに睫毛を伏せた。

「陛下は宰相閣下に奪われた力を、性急に己の手へ戻そうとしておいでです。真実を暴くより、疑わしき者から力を取り上げようというお考え……仕掛けられた小石につまずかなければいいのですが」

　陛下が強くなろうと必死に足掻いている様が、容易に目に浮かんでしまう。最後に体を繋げたあの日、俺が強くなって欲しいと願ったから。

　喜ばしいことなのに、前のめりな姿勢に不安を覚えてしまう。

「どうか陛下が陥おとしいれられぬよう、注意を怠らないでくれ」

「ええ、もちろんです」

　俺の頼みに快く頷いてから、アグイロスは普段の微笑を浮かべる。

「しばらくこの近辺の町や村で、情報を集めてから城へ帰還します。どうか数日、ここへ滞在させて下さい」

　言い終わらない内に、ザワトの表情がパッと明るくなった。

「ここに居られるんですか？　やった！　イメルド様、手合わせ――」

「よし、ザワト。この拠点にいる五十人全員と戦って来い。それが終わったら相手をしてやる」

「はいぃ？　そんなことしたら、イメルド様と戦う体力が……」

「お前なら苦労はしないはずだ。今までどれだけ俺と手合わせしてきたと思っている？　ザワトも他の兵たちに稽古をつけていけ」

　その場の流れと感覚で考えず、俊敏な動きで戦えるザワト。俺とは違う戦い方をしながら、己の強さを身に着けている。

　俺以外の強者と戦うことで、ここの兵士たちの経験も増えるし、ザワトも多人数との戦いを学習していく。俺なりに狙いがあってのこと。決して意地悪ではない。

　ただ、ザワトは「ええー……」とあからさまに肩を落とし、面倒そうに頭を掻く。

　場の空気を読まず我が道を行くザワトに、部屋の重くなった空気が軽さを増す。

　俺とアグイロスは目を合わせた後、この怖いもの知らずの青年に思わず笑ってしまった。

　やはり馴染んだ顔があると嬉しいものだ。

　この数日は、いつもより気分良く穏やかに過ごすことができるだろう。

　――そんな気の緩みを突くかのように、事態は前触れもなく起きてしまった。
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「イメルド様、敵襲です！　真西の方角に敵兵およそ百。すでに先行した部隊と交戦中です！」

　拠点の砦でアグイロスやザワトたちと昼食を取っている最中、切羽詰まった声が食堂に響き渡った。

「分かった、すぐに向かう！　俺とともに十人ほど来てくれ。蹴散らしに行くぞ！」

　俺は立ち上がり、周りを見渡しながら声をかける。

　すると向かい側に座っていたザワトが嬉々として立ち上がった。

「俺、行きます！　生でイメルド様の戦う姿、見てみたいです！」

「別に構わないが、あまり期待はするな。最近は俺の姿を見ただけで退散される」

「え……じゃあ何もなかったら、その場で手合わせして下さい！」

　不謹慎に戦闘を望むな。空気を読め、まったく。だが強くなりたいがために貪欲な姿勢になるのは感心する。

　息をついてから「いいだろう」と答えれば、ザワトは拳をグッと握って歓喜する。それを隣で見ていたアグイロスが苦笑した。

「お二人とも平常のままで頼もしいですね。私は何もできませんので、ここで無事を願っております。どうかお気をつけて」

「ああ。万が一もあり得るから、いつでも逃げられる準備はしておいてくれ」

「ご安心を。普段からその準備はしておりますから」

「そいつは頼もしい。では失礼する」

　俺が踵を返して歩き出すと、ザワトも慌ただしく席を立ってついて来る。

　食堂にいた他の兵士たちも、すぐに出立する者と砦を守る者に分かれ、動き始めた。

　こんなことは最近珍しくない。いつもの小競り合い――俺はそう高をくくっていた。

　馬を駆かって森の中を行けば、戦いのざわめきが聞こえてきた。

「よし、今から俺が中央へ切り込む。お前たちは左右に分かれ、奇襲を仕掛けろ」

　返事を待たずして俺は馬をさらに速め、戦いの渦中へと飛び込む。

　敵味方とも、すぐに俺の乱入に気づく。

　いつものように敵は退散するものだと思った。

　だが――兜を被っていた敵兵が数人、俺の前へ立ち塞がったかと思えば、一斉に兜を外して俺に顔を見せてきた。

「……まさか……っ！」

　すぐに俺は馬を御ぎょして、進行を止める。

　身に着けている防具は別の国のもの。しかし並んだ顔は、見覚えのあるものばかりだった。

　忘れもしない。

　彼らは俺が祖国にいた頃の部下だ。

「お前たち……なぜ、ここに……」

「イメルド様、お久しぶりです……再び生きてお会いできる日を心待ちにしておりました」

　一人の中年兵士が、俺を見上げながら応えてくれる。

　ディルワムに負けて捕らわれる前まで、ともに戦場を駆けていた者たち。今すぐ馬を降り、駆け寄って再会の喜びを分かち合いたい。

　しかし今は戦いの最中。そして俺は今――。

　俺の葛藤を知らずに、昔の部下が嬉々とした声を出す。

「どれだけの辱めを受けようとも、イメルド様ならば耐え切り、生き抜かれるだろうと信じておりました！　遅くなりましたが、お迎えに上がりました。さあ、我らとともに祖国へ戻りましょう」

　差し出された手に、喜びを覚える自分がいる。

　だが、もう俺はその手を取ることはできない。

　静かに首を横に振り、俺は自分の意志を伝える。

「すまない……俺はもう祖国へは帰れない」

「な、なぜですか！」

「俺は陛下に、マクウス王に忠誠を誓った。陛下のためなら、俺はお前たちが相手でも戦う」

　並んだ瞳が一様に動揺と悲しみに揺れる。

　しかし出てきた言葉は、俺への恨みではなかった。

「やはり噂は真実でしたか。貴方様が王の後宮に囲われ、恥辱の限りを尽くされて堕ちたなど、下品であり得ない噂だと思っておりましたが……」

　俺が陛下の恩情で後宮入りしたこと、祖国まで届いていたのか。

　しかも内容が悪いように改ざんされて――傍から見れば、捕らわれた敵将が後宮に入るなど、辱める目的としか思えないだろうが。

　誤解だと言いたいところだが、聞く耳を持たないだろう。

　今は早急に戦いを終わらせることが先決だ。

　馬を駆けさせようと足で合図しかけた時、前の部下が胸を張って笑った。

「そうなるように仕向けられた偽りの忠誠など、祖国へお戻りになって過ごされたなら、自然と元に戻りましょう」

「違う、陛下は仕向けてなどいない。俺が自ら――」

「例え辱めを受けても、イメルド様は我らが誇る猛火の獅子。皆、貴方様を祖国へ取り戻すためなら、命を惜しみませぬ」

　皆、だと？　まさか他国の部隊に紛れてここへ来た訳ではなく、ここにいる全員が祖国の兵なのか？

　報告では百人ほどと聞いている。

　そんな人数が他国の領土内に侵入して、小競り合いを起こしていては――。

　事態が思った以上に厄介なことになっている。

　焦りを覚える俺の元へザワトが駆け付けた。

「イメルド様、大変です！」

「どうした、ザワト！」

「あっちの森が開けた所に、敵兵がいっぱい――」

「な……っ！　数は？」

「ちゃんと数えてませんけど、千人ほどです！」

　ザワトの報告に俺の血の気が引いた。

　千人規模の部隊が他国の領土に――そんな大人数、相手に気づかれずに済む訳がない。

　つまり俺の祖国の部隊が領土へ入り、ここまで進行することを他国が認めているということ。

　それだけの関係性を作り上げ、マクウス王の国と対峙している。いつでも大きな戦を起こし、領土を奪い取れるという可能性があからさまに覗く。

「我らが目的はイメルド様の奪還。それが叶えば全軍撤収致します」

　元部下が自信に満ちた声で伝えてくる。

　およそ千人の部隊……数では負けているが、俺が本気を出せば食い止めることはできるだろう。その間に援軍は到着し、打ち勝つ流れになる。

　戦えば敗北はしない。だが、この人数は小競り合いでは済まない。大きな戦の始まりを起こす火となってしまう。

　三方の国と敵対関係にある中、一気に戦の火は広がり、この国を焼き滅ぼしてしまいかねない。下手すれば宰相の内紛で、内側からも――。

　まさか……これがエケミルの狙いなのか？

　頭の中を怒りと焦りが渦巻き、俺から冷静さを奪おうとしてくる。

　……思い通りになどなってたまるか。

　優先すべきは陛下のこと。そう思えば、戦の火を点けぬことが俺の選ぶ道。

　――二度と陛下に会えなくなるとしても。

　俺は馬を降りてザワトに寄っていく。

「ザワト、早くアグイロスに合流して城へ向かってくれ」

「えっ、これから戦うんですよね？　俺、逃げませんよ？　みんなと一緒に――」

「彼らは戦いに来た訳じゃない。俺を迎えに来ただけだ……大きな争いを生まぬよう、俺は彼らの目的を受け入れる」

「そんな……イメルド様が行ってしまわれたら、陛下が……」

「どうか陛下に伝えて欲しい。心は最期まで貴方とともにある、と」

　俺はザワトの肩に手を乗せ、「頼んだぞ」と念を押す。

　そして元部下たちへと歩いていく。

　覚えのある顔たちが喜びに晴れる。一歩近づくごとにその顔が鮮明に分かり、俺の胸を重くする。

　俺がお前たちの要求を受け入れたのは、祖国のためじゃない。陛下のためだ。だからそんなに喜ばないでくれ。

　顔をしかめたくなるのを堪えながら、俺は足を動かした。
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　久しぶりの祖国は肌寒く、薄っすらと雪が積もっていた。

　この時期でも息が白くならない所で過ごしてきたせいか、鼻の奥がやけに痛い。

　指や鼻先、耳など、体の末端が冷え切りながら城内へ入れば、それだけでもじんわりと温もりを覚えた。







　身を清め、祖国の服へ袖を通した後。

　俺はすぐに王の間へと呼ばれ、ひざまずいていた。

　つい数年ほど前に玉座へ就いた新王、トゥザス陛下。

　堀が深く鋭い目鼻立ちに、いつも引き上がった口端。この国の王に相応しい立派でたくましい体を持ち、快活な性格で王子だった頃から民に慕われている。

　報告を受けているはずだが、今の俺相手に温かな目を向けてくれた。

「まずは、生きていて何よりだイメルド。猛火の獅子を取り戻すことができて、俺は嬉しく思うぞ」

「トゥザス殿……いえ、陛下。生き恥を晒し、おめおめと生き長らえてきた私めに温情をかけていただき、真に感謝致します」

「ここまで生き抜いたことを恥じなくとも良い。むしろ誇れ。お前はどんな屈辱を受けても心を折ることなく、我らが元へ戻ってきたのだ。獅子の誇りは汚されてなどおらぬ」

　トゥザス王の情けが心に染みる。

　そして受け入れ切れないことに胸が痛む。もう俺の中にあるのは――。

「しばらくはお前の一族の元へ戻り、心身を休めるが良い。それから猛火の獅子として、その力を我が国のために振るってもらうぞ」

「……トゥザス陛下……心苦しいのですが、私はもう、以前のようにこの国へ心身を捧げ、力を尽くすことはできません」

　俺の言葉にトゥザス王の眉がピクリと動く。

「なぜだ？　理由を聞かせてくれ」

「私は彼かの国の王に……マクウス陛下に忠誠を誓いました。今この瞬間も、体はこの地にあれど、心はあのお方の元に――」

「いったい捕らわれていた間に何があった？　後宮に囲われ、王の慰なぐさみ者になっていたと聞いておったが、そうではないのか？」

　俺は即座に首を振り、頭を垂れながら「順を追ってお伝え致します」と経緯を話していく。

　国の内情をすべて暴露する訳にもいかず、あくまで俺はマクウス王の恩情で救われ、まだ成人に至らなかった若王を支えていく内に関係を深め、忠を尽くすようになった――と、言える範囲のみを伝える。しかし、

「……話によれば、王の子種を確かめ、夜の作法を教えたのはお前だと聞いておる。捕らえた将を相手に、なんたる屈辱を与えるのかと思っていたが……まさか情を交わしたのか？」

　そんな話まで他国へ伝わっていたのか、と一瞬めまいを覚える。

　ここまで知られているなら、取り繕う必要はない。

　俺は顔を上げ、トゥザス王の目を見ながら告げる。

「私はあの国で、陛下に救われ、お支えしていく内に王の寵愛を受けました。このような見み栄ばえの私が……私だけを必死に求める陛下に応え、一番間近でその成長を見ていく内に、私の心も惹かれていきました」

　一度言葉を止めて俺は息をつく。

　そして、ずっとマクウス王には言うまいと堪えていた言葉を口にした。

「私は陛下を、マクウス陛下を愛しております。あのお方のために、すべてを捧げようと誓いました。ですから……もうこの国に仕えることはできません」

「イメルド……まさかお前が……」

　驚き目を丸くするトゥザス王に俺は頷く。

「言葉を偽り、隙を作ってこの地から逃げることも考えましたが……今までのご恩と忠義を忘れることもできず、見苦しくも私の本心を晒しております」

「我が国に尽くせぬならば、いくらお前でも生かすことはできぬかもしれんぞ？」

「覚悟の上です。この首が胴と離れようとも、心は変わりませぬ」

　俺の本心を聞き、トゥザス王は口元に手を置いて小さく唸る。

「ううむ、マクウス王か。あの国は宰相ばかりが前に出て、王の動向が見えにくい。試してみるのも一興か？」

　独り言を呟いた後、トゥザス王は身を乗り出して俺を覗き込んだ。

「イメルドよ、しばらく捕虜として城にいてもらうぞ」

「分かりました。トゥザス陛下の命に従います」

「これより俺はマクウス王に、お前と引き換えに何をくれるかを問おうと思う。その返答を聞いて、本当に忠を尽くすべき王なのかを見極めるがいい」

　意外な提案をされ、今度は俺が目を見開く。

　驚きを隠さぬ俺にトゥザス王は苦笑を見せた。

「我らの事情を少し言うが、このままいけば近隣の国々を巻き込んで、戦乱の世となる可能性が強まっている。だから猛火の獅子と謳われるお前を失いたくはない。命を奪うなどもっての外だ。しかし、敵国に放つこともできぬ」

「……戦の火が点いてしまうのですか？」

「詳しくは言えんが、近い内にな」

　やはり宰相が裏で各国の主と繋がり、戦いを生み出し、国を乗っ取るために動いていたのかと、俺は奥歯を噛み締める。

　救いはマクウス王がその動きに気づき、警戒していること。

　国の大事が迫る中、俺のことなど泡沫ほうまつ。

　どうか少しでも国の不利を選ぶ愚王にならぬように――そう心で願うばかりだった。
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　しばらくぶりの祖国では、捕虜として城に軟禁されて過ごすことになった。

　寝返った者として牢へ入れられてもおかしくないのだが、来賓用の部屋で平穏に過ごすことが許されている。トゥザス王の恩情に感謝するしかない。

　部屋から出られぬものの、退屈はしなかった。

　出世した元部下たちや、同期の将たちが再会を喜んで顔を出してくれたし、トゥザス王や祖国の宰相閣下までも、俺の元へ足を運んでくれた。

　俺からマクウス王や国の情勢を聞き出す目的もあるのだろう。ただ、純粋に無事で良かったという安堵も伝わってきて、なんとも申し訳ない気分だった。どれだけ優しさを向けてくれても、俺は応えることができないのだから――。

　そんな日々が十日ほど続いたある日、マクウス王からの使者が到着した。

「イメルド、謁見の間へ同行してもらうぞ。お前の無事を確認したいとの申し出だ」

　トゥザス王自ら要請を受け、俺は短く頷いた。

「分かりました」

「使者は年若い兵士だ。シュウノと名乗っていたが、聞き覚えはあるか？」

　謁見の間へ続く廊下を歩きながらトゥザス王に尋ねられ、俺は思わず苦笑を浮かべる。

「マクウス陛下の護衛をしている者です。私が鍛え、育てました」

「ほう。それはさぞ強く成長したであろうな」

「はい、彼は優秀です。麗しい外見とは違い、雄々しく果敢に戦います」

　シュウノのことだ。戦うことなく投降した俺に、きっと怒りを覚えているだろう。顔を見せた瞬間に睨まれそうな気がする。

　そんなことを思っていると、なぜかトゥザス王は小首を傾げた。

「麗しい外見？　まあ見目は悪くないが……そうか、優しそうな顔をしていたが、中身は立派な戦士なのだな」

　優しそうな顔？　シュウノが？

　今度は俺が首を傾げてしまう。普段からキツそうに見えるシュウノの顔を、優しそうだと感じる者はなかなかいないと思う。

　何か妙なズレを覚えながら、俺はトゥザス王とともに謁見の間へ足を踏み入れる。

　そこには玉座の前でひざまずき、頭を垂れた青年がいた。

　顔は見えないが、彼の髪は短めの金髪――シュウノは銀の長髪だ。

　まさか、わざわざ髪を切り、毛を染め、ここへ来たのか？

　……いや、体の大きさはシュウノと同じぐらいだが、胸の厚さが少しだけ薄い気がする。そして漂う気配が彼にしては穏やかだ。

　これは誰だ？　なぜシュウノの名を騙ってここにいる？

　今から王の謁見が始まる中、問いただすことはできない。

　俺は部屋の脇に控え、謁見の様子を見守る。

「はるばる遠方からよく来てくれた。後でもてなすゆえ、疲れた体を癒すが良い」

「トゥザス陛下のご厚意、真に感謝致します」

　凛と通る声で青年が応える。やはりシュウノではない。声がまったく違う。

　だが、俺はこの声に聞き覚えがある。

　こんな所へ来るはずのない、あのお方の声。

　しばらく離れていたせいで、会いたい気持ちが募って幻聴を聞いてしまったのかと本気で思ってしまう。しかし、

「お主の希望通り、ここへイメルドを連れて来た。顔を上げ、しっかりと無事を確かめよ」

「お許し頂き、ありがとうございます」

　トゥザス王へ応える声が、やはり一番耳に入れたい声。

　ゆっくりと上げられたその顔が、俺へ真っすぐに向けられる。

　その顔に、思わず俺は息を詰まらせてしまった。

「イメルド……無事で何よりだ。迎えに来たぞ」

　柔和に微笑みながら、優しく俺に声をかけてくれる――その言動や滲み出る高貴さに、トゥザス王や謁見の前にいる重臣たちも、彼の正体に気づき、動揺でざわついた。

「まさかとは思うが……マクウス王であられるか？」

　マクウス陛下は正面へ向き直ると、トゥザス王へ大きく頷いた。

「いかにも。このような形での対面で、大変申し訳ありません」

「なぜ貴殿自らこの地へ参られた？　イメルドを取り返す交渉をしに、わざわざ来られたというのか？」

「概ねその通りです。イメルドは我が半身。他の誰かに任せることなどできませぬ」

　落ち着いたマクウス王の口調。しかし声は熱い。

　軽く目を閉じ、その熱を逃がすように息をついてからマクウス陛下が深々と頭を下げる。

「トゥザス王……まずは貴殿に、そしてこの国に謝罪致します。混乱の最中、戦いを仕掛け、領土を奪い取ったこと……私の力が及ばず戦を止められなかったこと、ずっと悔悟の念を抱いておりました」

「確かマクウス王が即位して間もなくのことでしたな。まだ成人しておらぬ時……宰相殿の判断とお見受けするが？」

「はい。私が非力で不甲斐ないばかりに、貴殿に迷惑をかけ、この国を苦しめることになりました。本当に……申し訳ありません」

　非公式とはいえ王が非を認め、頭を下げるなど……。

　未だに現実が受け入れられず、夢心地なまま俺は成り行きを見守る。口を挟もうにも、対面する二人の王の間に割り込むことなどできない。

　一瞬驚きを見せたトゥザス王だが、口元を手で覆い、表情を隠す。

「貴殿の考えは分かったが、ではどう償つぐなって頂けるのかな？　まさか言葉だけで済むとお思いか？」

「もちろん、そうは考えておりません。一方的に奪った土地は返還すべきですし、償いもしたいと考えております。しかし情けない話、今すぐにはお応えできないのが実情です」

「……宰相殿の力が大きすぎるため、ですな？」

「はい。私の声を通すことは、まだできません。すべては宰相の都合通り――」

　重々しい声の後、マクウス陛下は力強く顔を上げる。その瞳には、毒に苦しんでいた頃に見せた強さが、激しく燃えていた。

「しかし間もなく、その力を取り戻すことが叶います。そうなれば戦の火をすべて消し、領土を元へ戻し、ともに繁栄の道を築き上げることができると思っております」

「随分と理想を語りますな。だが、あの宰相殿を相手に、どのようにして力を取り戻すおつもりか？」

「そのためにはイメルドと、そして貴殿の国の力を借りなくてはなりません。本日はそのために私が直接足を運び、こうしてお願いに上がった次第です」

　今の陛下にとって弱点でしかない俺の力を？

　いったいどのような考えがあるのだと困惑していると、マクウス陛下は俺を一瞥いちべつしてから、トゥザス王に尋ねた。

「少々イメルドと話をしてもよろしいですか？　隠し事はありませぬゆえ、今ここで言葉を交わすことをお許し頂きたい」

「構わぬ。あまり長くならぬように話してもらえると助かる」

「ご温情、感謝します。では、しばし失礼を……」

　そう言ってマクウス王は立ち上がり、俺の元へと近づいてくる。

　堂々とした歩き方に見入っていると――。

「イメルド……っ」

　陛下は俺の顔を両手で挟み、勢いのままに口づけてきた。

　ザワッ、と。トゥザス王を含め、室内にいる者たちがざわめいた。

　熱烈な唇を与えられて、俺の顔が瞬時に熱くなる。

　人前で、しかもトゥザス王の御前で、こんな――。

　焦りと困惑で頭の中が混沌となる。しかし久しぶりの触れ合いに全身が悦び騒いでどうしようもできない。

　硬直してされるがままな俺から唇を離すと、マクウス王は俺の顔を見て小さく吹き出した。

「顔がいつになく赤くなってるな……フフ、こんなに動揺しているイメルドは初めてだ」

「へ、陛下っ、このような場でお戯れは――」

「ひとつ確かめさせて欲しい。私は今でもイメルドを愛しているが、イメルドの気持ちは変わっておらぬか？」

　そんな話ができる場ではないのに、陛下は俺へ真剣に問う。

　人前で言うものではないと思いながらも、それが陛下の望みならばと俺は短く頷く。

「何も変わりなく……触れ合えずとも、この身も心もすべて陛下に捧げておりました」

「その声が聞けて嬉しい――もう二度と離しはせぬ。私が選ぶのはイメルドだけだ」

　そう言って陛下がもう一度、短い口づけを贈る。

　ギュッ、と。いつの間にか取られた手を強く握られた途端、俺の目から熱い雫が一粒だけ落ちた。

　陛下がそれを指で拭うと、トゥザス王へ向いた。

「トゥザス王、私はイメルドを愛しております。彼の強さに惹かれ、強さを学び、支えられ……イメルドがいなければ、とうの昔に我が命の火は消えておりました」

　マクウス王の静かで重い声に、ざわついていた部屋が静まる。

　敵地に乗り込んだ、たったひとりの王。

　命がけの言葉は中にいる者たちの心へ届いている気がした。

「恩人でもあり、最愛の人……私はイメルドを幸せにしたい。そのために彼の祖国――この国とも良き関係を築きたいのです」

　俺たちの様子をジッと伺っていたトゥザス王が、小さく唸る。

「なるほど……貴殿の狙いはそれか。イメルドと深い関係が出来上がっていなければ、まず成り立たぬ話だな」

「ええ。だからこそ自分が弱点だとイメルドは考えていたようですが、この縁は私の切り札。弱点になどさせません」

　いまいち二人の話が見えず、俺は内心首を傾げる。

　他の者も困惑を覗かせており、当の二人だけが理解し合い、どちらも不敵な笑みを浮かべていた。

「分かった、マクウス王。貴殿の話を詳しく聞かせてくれ！」

「ありがとうございます。では、どうかお人払いを……二人だけで話を詰めさせて下さい」

「良かろう。今、用意させるゆえ、しばし時間を頂こう……皆の者、ここでの話は他言するな。使者の正体も明かすでない」

　トゥザス王が声を張り上げ、周りへ言い聞かせる。

　動揺しながらも重臣たちは各々に頷き、慌ただしく動き出す。

　そして俺に目を向けると、トゥザス王は悪戯めいた顔をした。

「イメルドよ、そなたの王をしばし借りるぞ。元の部屋で待機しておれ」

「は、はい、分かりました」

　戸惑いつつ俺が受け応えした後、トゥザス王は玉座から立ち上がり、マクウス陛下の元へ歩み寄った。

「マクウス王よ、私について来てくれ。酒は飲める口か？　ならば良い酒があるんだが――」

「お気持ち、嬉しく思います。軽く嗜む程度には飲めますので――」

　トゥザス王と並んで談笑しながら、マクウス陛下が歩いていく。

　ふと俺を横目で見やる瞬間、案ずるな、と眼差しで訴えてくる。

　頼もしく成長したその姿が部屋から消えるまで、俺は目で追い続けた。
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　トゥザス王とマクウス王――二人の間でどんなやり取りをされているのか、気になって仕方がなかった。

　俺は部屋でソワソワしながら、室内を歩き回ったり、窓の外を見たり、謁見の間でのことを思い出して頭を抱えたりを繰り返す。

　陛下に狙いがあっての口づけなのは分かっている。しかし人前であのような……せめて二人だけの時に――。

　収まらない羞恥と歓喜に振り回される中、扉の向こうから声がした。

「イメルド、入るぞ」

　トゥザス王の声。俺はすぐに気持ちを切り替え、「はい」と答えて待ち構える。

　現れたトゥザス王の顔は機嫌よく、普段より勇ましさが滲んでいた。

　近づいてきたトゥザス王へひざまずこうとしたが、「よい、このままで」と制される。

　そして王は俺を正面から見据えた。

「話はまとまった。イメルドよ、今すぐ出立の準備をし、マクウス王とともに行くがよい」

「今すぐ、ですか？」

「国を空けた状態が続くだけ危ういからな。一刻も早く帰国せよ」

　確かに、王の不在など本来あり得ない話。城内がどうなっているのかと不安が膨らむばかり。

　俺が「分かりました」と短く頷けば、トゥザス王は戦場で将に声をかけるような真剣な表情を見せた。

「これよりイメルドには、二国の命運を背負ってもらう。お前の強さと強固な意志を信じておるぞ」

「はっ。トゥザス陛下のご期待に、必ずお応えしてみせます」

「うむ……そう難しく考えずとも良い。誠心誠意マクウス王を助け、その力を思う存分に振るえばいい。若き王へ、あるべき力を取り戻すのだ」

　言われずともそうすることしか考えていないが、祖国からそれを望まれてとあれば胸を張れる。

「ありがとうございます。この国を離れ、マクウス陛下とともにあることをお許し頂き――」

「表向きはシュウノという使者が、秘密裏にお前へ接触し、ここから逃亡した……という形を取ってもらう。今、あちらの宰相殿に我らの繋がりを知られてはならぬからな。まだ公おおやけにできず、すまないな」

　シュウノ……お前の名を利用してすまない。

　心の中で謝っていると、トゥザス王はニッと歯を見せて笑った。

「今は表に出せぬが、マクウス王が力を取り戻した後からは、遠慮なく友好を示させてもらう。その時が来たら、お前にも協力してもらうからな」

「もちろんです。二国の友好のためなら喜んで」

「その言葉、忘れるでないぞ……さあ準備を始めてくれ。悪いが見送りはできん。密ひそやかにここを出て行ってもらう。すでにマクウス王の準備は整っている」

「はい、今すぐに」

「では失礼する。マクウス王のこと、頼んだぞ……全力を尽くせ」

　完全な許しを得て、思わず「はっ！」と声に力が入る。

　そんな俺を見て安心したように頷くと、トゥザス王は部屋を出て行った。

　祖国とマクウス王、どちらも手にすることができる。

　思わぬ選択を与えられて、俺の口端が引き上がっていく。

　決して楽な道ではないと分かっていても、これからマクウス陛下とともに駆けられる喜びが膨れ上がるばかりだった。
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　俺とマクウス王が城を出たのは、日が沈みかける頃だった。

　一刻も早くということもあったが、なるべく目立たないよう発てるようにという考えの元だった。

　借りた馬を走らせ、俺たちは必死に先を行く。

　そして夜になり、街へ到着してすぐに小ぎれいな宿を取った。

　食堂で食事――といきたいところだったが、まだ俺の祖国。この顔はよく知れ渡っている。

　外套を頭から被ったまま部屋に入った後、陛下に食堂で料理を調達してもらい、戻られてからともに夕食を口にした。

　妙な気分だった。本来ならこのような場にいることのない陛下と、食事をして過ごす。

　王と臣下という立場が、この部屋の中だとやけにあやふやで、いつになく距離が近く感じられた。

　何年も距離を取っていたせいで、余計にそう感じてしまうのかもしれない。そんなことを思っていると、陛下がフッと笑った。

「適当に選んでみたが、口に合うか？　とても嬉しそうな顔をしている」

　マクウス王に言われて、俺は自分の顔が緩んでいることに気づく。

　情けない顔をしてしまった。思わず目を逸らし、照れを見せてしまう。

「その、美味しいですが……陛下と一緒にいられることが、嬉しくて」

「私も嬉しい。やっとイメルドの手を掴むことができたのだから」

　ふんわりと微笑むその顔に、幼き日の面影が薄っすらと浮かぶ。

　まごうことなく俺が鍛え、支えてきた若王だ。

　どうしても照れてしまう自分を抑えながら、俺は再び陛下と目を合わせる。

　しばらく見つめ合った後、「あ……」と陛下が声を上げた。

「そういえばトゥザス王から聞いたのだが……」

「なんでしょうか？」

「私のことを愛していると言ってくれたそうだな」

「は、はい……そうですが……」

「私はイメルドから直接聞いていないぞ？」

　陛下の口元は笑いながらも、目は笑っていない。

　なぜ先に言ってくれなかったのだ？　という不満が伝わってくる。

　今すぐ言わなくては駄目なのか？　あの時はトゥザス王に知ってもらいたくて、必死だったというのに。

　急な求めに胸が騒ぐ。

　少しは落ち着け、と深呼吸してから俺は口を開いた。

「……愛しています、陛下」

　今この場だからこそ口にできる、対等な想い。

　陛下が身を乗り出し、俺に首を伸ばした。

「イメルド……私も、愛している」

　互いの心を確かめる言葉を交わした後、陛下が俺に唇を重ねる。

　ずっと抑えていた想いを、陛下に捧げてもいい――それが未だに夢のようで、俺は贈られたキスを感じ入ることしかできなかった。







　夜、部屋に備えられた簡易の浴場で身を清めた後。

「こっちへ……早く」

　湯上り用の布を腰に巻いて浴場を出ると、俺は寝台に座っていた陛下に手招かれた。引き寄せられるように近づいていくと――腕を引っ張られ、唇を奪われた。

「……ン……っ」

　ずっとこうしたかったと言わんばかりに、陛下の舌が俺の口内を激しく弄る。

　それは俺も同じ。

　触れたくてたまらなかったその体へ腕を回し、ここに愛しい存在がいることを確かめる。

　マクウス王の腕もそれに応えるように俺の体へ絡み、互いに熱を移し、身も心もより昂らせていく。

　舌の動きも、かすかに鼻へ届く体の匂いも、身に覚えのある陛下のもの。

　しかし腕の中の体は、俺が覚えているものより大きく、がっしりとしている。

　俺よりも細身だが、締まった体。

　多少力を込めても潰れることはない、硬くて頼もしい骨格に筋肉。

　体の関係を終わらせる前まで、何度も繰り返し体を重ねてきたはずなのに、初めてを過ごすように胸の動悸がひどくなる。

　口づけながら、どちらともなく体を横たえれば、すぐに陛下が俺の上へと被さる。

　そしてわずかに唇を離し、俺の頬へ手を添えつつ顔を覗き込む。

「顔をよく見せてくれ……辛い思いをさせたな。玉座からその顔をいつも見ていたが、どこか悲しそうで……抱き締められるものならそうしたかった」

　距離を空けていても、俺の心は見通されていたのかと羞恥が込み上げてくる。

　顔を熱くしながら陛下を見上げるしかない俺は、苦笑を滲ませてしまう。

「動揺を隠せないようでは、私もまだまだ……陛下に触れとうございました」

　この夢のような時が現実なのだと確かめるように、俺も陛下の頬へ触れる。

　少しこそばゆそうに陛下が笑う。それから俺の手首をそっと掴み、無骨な手の指ひとつひとつに口づけを繰り返す。

　指の節や爪の先まで唇が落とされ、マクウス王の愛を思い知る。早く繋がりたいと望んでいるだろうに、体の隅々まで愛を配ってくれる。

　以前も同じように愛してくれていたはず。

　それなのに今のほうが、確かに俺へ愛を抱いていることが鮮明に伝わってくる。

　きっと陛下の中でも俺への葛藤があっただろう。

　真に愛しく思っているのか、尊敬や恩人の延長なのか――考えた末の想いがこれなのだ。

「陛下……本当に私を選び続けるおつもりですか？」

「ああ。私にはイメルドだけだ」

　言いながら陛下は俺の顔へ無数の口づけを贈る。

　前から口づけを好んでいたが、幼さが抜け、俺を包み込もうとする余裕がある。

　関係を断つ前は俺が身を捧げ、経験の乏しい陛下がうかがうようにしていたのに――今は確かな意思で俺の身を奪い、抱こうとしている。

　もう俺しか抱けない体なのだろうか。

　本来なら后や側室と交わり、子を成すことが王の役目。それが俺のせいで叶わぬことになったのだという罪悪感が胸に突き刺さる。

　だがそれ以上に嬉しくて、俺からも陛下の顔や髪に口づけ、愛情を示していく。

　距離を取らねばと、以前はなるべく自分から求めぬようにしていた。が、もう我慢しない。

「陛下……どうかこの身と心をもって、陛下を愛させて下さ――」

「そう望んでくれるなら、私の名を呼んでくれ。今この時に立場の違いなど不要……頼む、イメルド」

　マクウス王が切実な声で俺の耳元で囁く。

　熱い吐息と声が耳をくすぐり、思わず肩をすくめてしまう。

「……っ……はい……マクウス、様」

　容易に言えなかった尊い名を呼べば、感極まったように陛下が俺の肩へ顔を埋めながら抱き締めてくる。

「ああ、嬉しいな……やっと私を受け入れてくれた……」

　王ではなく、マクウスという一人の男を愛した。

　そのことを陛下はすぐに察してくれた。

　俺も――心から貴方を受け入れられて幸せです。

　そっと俺は陛下の背に手を回し、抱き締め返す。

　触れ合う肌から伝わる熱とともに、マクウス様の鼓動が響いてくる。これから真にひとつになれることを思うと、頭が喜び以外の感情を追い払ってしまう。

　顔を上げたマクウス様と再び口を合わせれば、今までになく唇が溶け、口づけが甘くなった。

「ん……ッ……ぅ……っ」

　吐息ごと舌を絡められながら、俺の胸がマクウス様の指で愛される。

　すでに硬く勃った突起を指の腹で転がされ、一瞬で以前に覚えてしまった快感を思い出す。念入りに弄られていたそれは、久しぶりの甘い刺激に飢え、歓喜に痺れる。

　懐かしむかのようにマクウス様の手が俺の胸を揉み、突起を摘まみ扱き、時折戯れに爪の先で軽く弾いて俺を楽しむ。

　その刺激すべてに俺の体はあられもなく跳ね、身をよじり、素直に快感を享受していく。

　おもむろにマクウス様の唇が、熱く疼き出した胸の突起を吸えば、甘い疼きとともに愛おしさが込み上げて、思わずその頭を抱いてしまう。

「はっ……マクウス様、ぁ……ふぅ……ッ……ぁ」

「相変わらずここが好きなのだな……では、これも好きなままか？」

　小さく笑ったかと思えば、マクウス様が俺の突起へ歯を立てる。

　刹那、俺の全身に痺れが走り、ギュッと腕の中の愛しい頭部へ力を込めてしまう。

「あァ……ッ……っ……ン……ッ」

　うっかり力を入れ過ぎないよう気を付けはするが、待ち望んだ刺激に体がビク、ビクと勝手に反応し、マクウス様の頭を締め付けてしまう。

　何度も俺の胸へ顔を押し付け、埋める形になってしまい、さぞ息苦しい思いをされているだろう。しかしマクウス様は胸から顔を離すどころか、突起以外にも吸いつき、歯を立て、胸を丹念に愛でてくる。

　それだけでも頭の奥が火照り、何度も訪れる快感に俺の視界が白く弾けてしまう。さらにその上、マクウス様の手が俺の下半身へと伸ばされ、愛撫を施していく。

　手つきが前よりも複雑だ。ただ撫で回すだけでなく、敢えて指先を立ててこそばゆさを与えてきたり、かと思えば手を密着させ、肌を味わうように滑らせたり――熱く昂ったものへは指をかすらせるぐらいで、まだしっかりとは触ってくれない。

　焦らして、より俺を夢中にさせようとしている。

　まだ己を抑えている理性を崩し、心のままに俺へ求めてもらいたがっているのだろう。

「マクウス様……っ……」

　どこまでも快楽をともにして乱れたいと切望する本能が、俺の意思を無視してマクウス様へより肌を密着させ、腰を揺らさせる。互いに体を絡める内に、どちらも湯上りの布は腰からはだけ、硬くなったものを体へ押し付け合う。

　俺を欲して痛みすら覚えているであろうマクウス様の昂りへ、俺は指を絡め、軽く弄り出す。腕の中から「……っ」と息を詰める気配がした。

「少し待ってくれ、イメルド……これを……」

　上体を起こしたマクウス様が、おもむろに俺の枕元へ手を伸ばす。

　その指が摘まんでいたものは小さな茶色の軟膏入れ。

　いつの間に用意されたんだと目を丸くする俺の前で、マクウス様は蓋を開け、指でたっぷりと白濁の軟膏をすくい取る。

　そして俺の中へ入ろうと軟膏を塗りたくり、揉み込みながら指を沈めてきた。

「……ッ……うぅー……ッ……ぁ……」

　すぐに訪れる圧迫感に頭が浮かされて、思わず首を横に振ってしまう。

　軽い息苦しさを覚えるが、今はそれすら愛おしい。全身の肌がざわめき、悦びを露にする。

　遠慮なく俺の中へと指を埋め、肉壁を解していくマクウス様が、俺を覗き込みながらわずかに微笑む。

「前よりも柔らかくなるのが早いな？　もしかして、また私と繋がる日を迎えるまで、ずっとここを自分で準備していたのか？」

「……っ」

　思わず俺は顔をより熱くし、マクウス様の視線から瞳を逃がしてしまう。

　いつかまたこうなる日を期待して、体がマクウス様を忘れないよう、定期的にここを自分で解していた。

　時には熱く交わっていた時のことを思い出し、一人で快楽を集め、果ててしまうことも――。

　もう関係を持つべきではないと思っていたのに、日が経てば経つほど、身も心もマクウス様を欲していた。

　教育係として覚えてしまった感覚に振り回されているだけだと己に言い聞かせても、胸の奥で恋情は育ち、体の芯で欲情を溜め込み――それらをマクウス様のためにならないと必死に抑えながら、今日まで過ごしてきた。

　変わり果ててしまった俺に引いてはいないのかと、マクウス様の顔を素早く見やれば、目と口元を嬉しそうに緩ませていた。

「離れている間も、ずっと私に心身を捧げてくれていたのだな……ありがとう」

「マクウス様……ぁ……っ」

「この身をどれだけ欲していたことか……繋ぎ止めたいのに、未熟で非力な私は手を伸ばすことすら叶わず、想いを募らせるほどにイメルドは私から離れて――」

　以前よりも大きくなった指が、より俺の奥を暴き、これからの刺激を期待させるように煽ってくる。体の奥から沸き上がってくる鈍い快感は、俺の思考をぼんやりとさせ、ただマクウス様を招き入れたいという思いだけを残していく。

　快感の悦びと、今は求め合えるという歓喜で、俺の目が熱く潤み出す。

　そうしてマクウス様を見つめれば、間を置かずに俺から指を抜き、俺の脚を持ち上げて自分の昂りをぬかるみへと押し当てた。

「――もう、いかなる理由があろうとも私から離れないでくれ。そのためなら私は……っ」

　待ち望んだマクウス様の想いの塊が、俺の中へと埋まっていく。

「……っ……ぅぅ……は、ァ……ッ」

　俺を押し広げていく圧迫感に息が乱れる。

　久しぶりに奥まで暴かれていく感覚に、背筋がゾクゾクと疼いて体が悦びを覚えていく。

　奥へ、奥へと熱が沈み、行き止まりをグッと押されて息が詰まる。

　そしてすべてを呑み込んだ後でも、以前より中を強く押し広げられていく感触が収まらない。覚えのある感覚と違い、軽く戸惑ってしまう。

　……ああ、そうか。成長して大きさが変わってしまったのか。

　新たに今のマクウス様を体が覚えていくのかと思うと、俺の鼓動が大きく弾けた。

　ゆっくりと、俺の奥を押し込みながらマクウス様が体を揺らしていく。

　手順は前と変わっていない――俺が教えた通りの交わり方。それなのに大きさが違うだけで、別の誰かを迎えているような気になってしまう。

　薄く目を開けてマクウス様であることを確かめていれば、俺の体で快感を覚え、俺を抱くことを喜び笑う顔が視界に入り、胸まで甘く疼いてたまらない。

「はっ……ぁぁ……ぐ、ぅ……あッ……」

「イメルド……っ、中が、熱い……私のすべてが、溶けそうだ……っ」

　隙間なく埋められた中が何度も揺らされ、マクウス様を包む肉壁は軟膏でわずかに滑りながらも絡み続ける。

　もう二度と離さないと、俺の体が駄々をこねているような気にすらなってしまう。

「ぁ……っ……あァ、ンむ……っ」

　ゆらゆらと、中で膨らんでいくばかりの快感が、俺の中で大きく波立っていく。

　一度こうなってしまえば、後は溺れるしかない。

　淫らではしたない声を出すまいと、俺は咄嗟に口元を押さえる。

　しかし、その手をマクウス様は取り上げ、自身の肩へとかけてしまう。

「唇は隠さないでくれ……味わえなくなるではないか」

　吐息混じりの声で艶やかに囁くと、マクウス様は身を前に倒して俺の唇ともまぐわう。

　くちゃ、くちゃ、と口内も後孔もより深く繋がりながら、どこまでも睦み合っていく。

　全身の高揚が止まらない。

　込み上げてくる快感はどこまでも甘く、俺という器を満たし、揺れ零れたものが声として出かかる。だがマクウス様の唇と舌でそれはさらなる甘露となり、飲まされ、俺の中へと還っていく。

「ん……ぅ……ッ……ぁあ……っ……む、ぅ……ン」

　くぐもった嬌声を漏らしながら、俺はマクウス様にしがみつき、より俺を愛し抱く体を受け入れる。

　ずっと望むまいと思っていたものを、俺はここぞとばかりに織り込む。

　このままマクウス様を俺だけのものに――。

　俺の一番深い所まで、熱い快楽と渇望が届いた瞬間、

「ンン……ッッ！　ぅ……ンー……」

　今まで溜めてきたものがすべて弾け、俺が大きく脈動した。

　マクウス様も「……ッ」と息を詰めて動きを止める。俺の深い所を押し込んだまま。

　わずかに異質な熱が、下腹の底で広がっていくのを感じた。

　しばらく互いに抱き合ったまま、腕の中の熱を感じ入っていく。二人して乱れた息で胸が上下し、筋肉が小さく押し合ってこそばゆい。そんな他愛のない感覚すら愛おしくなる。

　ゆっくりとマクウス様が唇を離し、未だ体内の脈動が収まらずにぼうっとなる俺を覗き込む。

「イメルド、大丈夫か……？」

　声がすぐに出せず、俺はわずかに頷いてみせる。それを見てマクウス様はニコリと微笑み、俺の頬を撫でてきた。

「やっと、この手に掴めた……私の、イメルド……」

　また行為の始まりの時のように、小さな口づけを俺の顔へ落としていく。

　敏感になったままの体が、マクウス様の唇で愛でられる度にビクッと跳ね、浅い脈動を中で生む。

　猛火の獅子と謳われ、強くあらねばと力を誇り続けた俺はここにはいない。

　今は快楽に力を奪われ、貪欲にマクウス様だけを求める、ただの男だ。

「まだ繋がり足りない……もっとイメルドを味わいたい。許してくれるか？」

　耳元で熱く囁かれ、それだけで体中が疼く。

　俺はマクウス様を抱えたまま鈍い動きで体を起こし、一度繋がりを外す。

　そして自ら四つん這いとなり、乱れた半身を晒しながらマクウス様を振り返った。

「……どうか、マクウス様を私に……貴方が欲しくて、体が――あァ……っ」

　俺の訴えが終わらぬ内に、マクウス様が俺の腰を掴み、再び昂ったものをねじ込んでくる。

　そして深く繋がってすぐ、背後から俺を離すまいと抱えながら腰を振り、この身を愛し始めた。

　新たに与えられる快感は初めから濃厚で、けれど逃すことは許されなくて。

　身悶えて喘ぐばかりの俺の胸を、揺れる昂りをマクウス様は弄り、中も外もくまなく愛でる。

「マクウスさま……ぁ……っ……マクウス、さ……はぁァ……ッ――」

　俺が名を呼ぶ度にマクウス様は俺の背やうなじに口づけ、愛を伝えてくれる。

　それが欲しくて、俺はうわ言のようにマクウス様を呼び、恥ずかしげもなく乱れていった。

　呼べば呼ぶほど、俺を預けられる気がすると同時に、マクウス様を俺がすべて手にできているような気がした――。
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　祖国を駆け抜け、マクウス王の国へと戻るには五日を要した。

　城の者に気づかれぬよう、夜の闇に紛れて後宮へと続く隠し通路を使い、中へと入れば――陛下の寝室から明かりが零れていた。

　足を忍ばせながらそっと部屋の様子を覗けば、陛下の寝台に何者かが横になっていた。

　枕元ではネフが椅子に腰かけ、足元に置いた木桶の水で布を濡らし、寝ている誰かの額へと載せる。

　看病をしているのか？　いったい誰を？

　首を傾げる俺をよそに、マクウス陛下はなんの警戒もせずに中へ足を踏み入れた。

「長い間留守にして済まない。今戻った」

　陛下の声にネフが振り向く。

　そして寝台の誰かも勢いよく飛び起きる――金髪のかつらがはずれ、艶やかな銀の髪がはみ出した。

「お待ちしておりました、マクウス陛下、イメルド様っ！」

　体を起こしたのはシュウノだった。陛下の寝間着をまとい、どうやら陛下のフリをしているらしかった。

　小さく笑いながら陛下が教えてくれる。

「私がここを離れている間、シュウノに身代わりを頼んだのだ。イメルドを奪われ、失意により体調を崩したフリをすれば、しばらくはごまかせると思って――」

　そんな大胆な入れ替えをしていたとは思わず、俺はその場に固まってしまう。

　確かに寝込んだフリをし、ネフに協力を求めれば多少はごまかせる。

　だが、それは俺という存在がやはり陛下にとって特別で、執政に影響を及ぼすほどの存在だと暴露したようなもの。

　体の関係を断ち、後宮を出て、敢えて距離を取って、王の道になんら影響はないと証明してきたことが、この件で無駄になってしまった。

「俺のために、なんということを……」

　思わず顔をしかめて呟いた俺へ、陛下は首を横に振る。

「違う。私は敢えてそう思わせるように振る舞ったのだ。あの男が私をこの程度の王なのだと侮り、仕掛けさせるために」

　フッとマクウス王の口端が引き上がる。

　どこか不敵で、堂々とした微笑。確信を持ったその笑みに、俺の目は奪われた。

「ここを離れていたイメルドは知らなかったと思うが、少し前から私は動き出していた……ネフには悪いが、彼女を利用して」

　陛下がネフへ視線を送る。

　俺も促されてネフに目を向ければ、心なしか下腹部がふっくらとしているように見えた。

「実は今あの服の下に、綿を詰めた腹巻をしてもらっている」

　自分のことを話していると分かってか、ネフが少し恥ずかしそうに苦笑する。

　彼女と見合わせてから、陛下は声を潜めて教えてくれた。

「ネフには妊娠したフリをしてもらっているんだ」

「な……っ！　どうしてそのようなことを？」

「私はイメルドしか抱けない――そう思っているだろう宰相を揺さ振り、焦らせるためだ。子供ができたとなれば、私は安泰だと考える者たちが出始め、私の肩を持つようになる。そうなれば宰相の力は間違いなく弱まっていく」

　一旦言葉を止めた陛下の顔が、いつになく険しくなる。

「宰相エケミルの目的は、この国を壊すこと……反旗を翻し、国を乗っ取るのではない。三方の国に攻めさせ、内側からもこの国を攻め、分断し、吸収させること――アグイロスに調べさせて、やっと狙いを掴んだところだ」

　乗っ取りではなく、国の崩壊。

　そんなことを権力の中枢にいる宰相が……。

　にわかに信じられない話に、俺は思わず戸惑いを呟いてしまう。

「民への政策には力を入れている宰相が、国の崩壊を望むとは……」

「私もその伝書の存在をアグイロスから聞かされても、すぐには信じられなかった。だが、トゥザス王に実物を見せて頂いた……三国へ領地の取り分を通達していた」

　マクウス王の国を奪うどころか、消滅させる気でいたとは。

　怒りが込み上げ、思わず俺は拳を握り、肩を震わせてしまう。

　そんな俺の心を汲むように、陛下が俺の肩へ手を載せた。

「これから私は敢えて隙を作り、宰相が動かざるを得ない状況を作っていく。そのためにイメルド、私に力を貸して欲しい」

「もちろんです、陛下。私にできることであれば、どのようなことでも致します」

「ありがとう。では今日からさっそく動いてもらう」

　いったいどのような命を俺に……？

　国の大事。息を呑んで覚悟を決めていると、マクウス陛下は少し申し訳なさそうに笑った。

「このまま後宮へ戻り、側室として私の寵愛を受けて欲しい」

「……え……？」

「子を成すという役目を果たし、想い人であるイメルドへ溺れる……そんな俗王を私に演じさせてくれ」

　宰相エケミルを出し抜くための手段。それは重々に理解できる。

　理解はできるが――俺は顔を熱くするばかりで、すぐには頷けなかった。

　俺たちの様子を見ていたネフとシュウノが、生温かな目を向けながら苦笑している。

　異論はないが、居たたまれない。

　俺はしばらく目を閉じ、唸ってからようやく「……分かりました」と声を絞り出した。
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「まさか、ここで再びイメルド殿と話せる日が来るとは思いませんでしたよ」

　元々俺が過ごしていた後宮の部屋で私物を片付けている最中、訪れたアグイロスが笑いながら話しかけてきた。

「同感だ。陛下の弱みになるなら、戻るべきではないと思っていたんだがな」

「弱みどころか切り札ですからね、貴方は……これから負担を多大に背負うことになりますが、イメルド様を信じてお願いさせて頂きますから」

　アグイロスはチラリと窓の外を見やる。

　庭ではネフが日を浴びながら、侍女たちと談笑している姿があった。

「……早く彼女を危険から遠ざけなければ」

　宰相エケミルの想定を外すため、偽りの懐妊を演じるネフ。

　西の国境へ赴任する直前、ネフと話をしていた際に俺へ何か言おうとしかけていたことを思い出す。

　もしかするとあの時、ネフはこの件のことを話したかったのかもしれない。

　もうその頃から陛下は事態に気づき、動き始めていたということ。

　マクウス王の成長と頼もしさを実感しながら、俺はアグイロスに尋ねてみる。

「陛下から俺が取るべき行動は教えて頂いたが、詳細はどうすればいい？」

「そうですね……今は陛下に身を任せて頂ければ大丈夫です。以降の指示は私ではなく、陛下からお伝えして頂きます。寝所の睦言で」

　普通に睦み事の話をされて、思わず俺は小さく唸ってしまう。

　事情は分かった。必要なことだというのも理解している。

　それでも羞恥が消え去る訳ではない。

　心の中で悶絶するばかりの俺へ、アグイロスが口端を上げて息をつく。

「お気持ちは分かりますが、どうか陛下に愛されるお覚悟を」

「……覚悟はできている」

「すべてが終わった後も、ですか？」

「無論だ。陛下のお気持ちが変わろうとも、俺は――」

「その言葉が聞けて嬉しいですよ。よろしくお願い致します、イメルド殿」

　そう言ってアグイロスは不敵な笑みに切り替わる。

「一日も早くこの事態を終わらせましょう」

「ああ。すべては陛下のために」

「そしてこの国のために……まさか私の愛しい者を取り上げたこの国を守り、消えぬことを望む日が来るとは思いませんでしたよ」

　アグイロスはネフを想っている。それは彼女も同じ。

　詳しい経緯は知らないが、この二人も苦しみ抜いてきたのだろう。

　心が強したたかな人間は見ていて好ましい。

　俺はしっかりとアグイロスの目を見て頷いた。

「彼女のためにも、お前のためにも、この力を惜しまずに振るおう。約束する」

「頼みましたよ。では、私はこれで」

　踵を返したアグイロスの背は、いつになく真っすぐに伸び、秘めた意気込みが覗いていた。
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　後宮に戻された俺だったが、ディルワムの副官という立場は変わらずだった。

　だから昼間は主に兵士たちの訓練を仕切っていた。

「一対一で交互に技をかけ合え。やるからには相手を完全に負かす気で。始め！」

　俺の指示で各々に相手と組んで向かい合っていた兵士たちが、一斉に仕掛けていく。

　ひと組ずつ動きを見て、皆の調子や練度をうかがっていると――。

「……っ！」

　唐突に真横から拳が飛んできて、咄嗟に俺は身を捻ってよける。

　拳の主は――ディルワムだ。

　俺と視線が合い、ニィィッと歯を剥き出して笑う。

「久しぶりに俺の相手をしろ、イメルド」

「待て、今は訓練中だ。お前の暇つぶしは後に――」

「会議で疲れたんだ、気晴らしと癒しに付き合え。それも副官の役目だ！」

　何も言わず俺に従えと言わんばかりに、ディルワムが強固な脚で蹴りを入れてくる。

　副官にそんな役目があってたまるか。

　……上等だ。本気でやろう。今まで陛下の後ろ盾でもあり、いくらか借りを作ってしまったからと我慢していたが、本音を言えば打ち負かしたくてたまらなかった。

　ディルワムは全力を出し尽くした俺を負かした男。

　このまま負けたままでいるのは面白くない。俺は腰を落とし、軽く構えを取る。

　身を守る鎧や胸当てはなく、軽装である今、少しでも攻撃を受ければ致命傷になりかねない。防戦に回れば、その時点で体力を消耗させられて終わってしまう。最初の攻撃を相手に当てたほうが圧倒的に有利。ディルワムを相手にする時は、攻撃こそ最大の防御となる。

　俺は地を蹴り、距離を縮めてきたディルワムへ自分から向かい、瞬時にその懐へ潜り込む。

「フン、乗ってきたな？　また狩らせてもらうぞ、猛火の獅子よ」

　敢えて自分から距離を消した俺へ驚くことなく、ディルワムは一笑してから俺を掴もうと両手を繰り出す。

　大きく凶悪な手に挟まれる直前――スッ、と身を屈めてその手をかわし、俺は肩でディルワムの胸を強く押す。

　ドンッ、と。わずかに後退したディルワムへ、さらに拳を伸ばして追い打ちをかける。

　体勢を崩した状態で当てれば、踏ん張りが利かず、無様に天を仰ぐことになる。だが、

「甘いぞイメルド！」

　ディルワムは拳を繰り出した俺の腕を両手で掴み、その勢いのまま俺を投げ飛ばしてしまう。

　突如として空へ浮き、視界がぐるりと回転する。

　こんなことは想定済み。

　俺はディルワムから視線を離さず、身を翻して地面へ降り立つ。そして即座に飛びかかる猛襲へ挑む。

　俺たちの戦いに兵士たちは手を止め、成り行きを見守り始める。

　互いに調子は上がり、体も温まり、そろそろ本気でぶつかり合おうとした頃だった。

「イメルド、ディルワム、そこまでだ」

　苦笑気味なマクウス王の声がして、俺たちは瞬時に戦いを止めた。

「陛下……っ、失礼しました」

　慌てて拳を下ろした俺とは違い、ディルワムは不敵に腕を組んで陛下へ歩み寄る。

「わざわざ訓練場まで足を運ばれるとは、珍しいですな陛下」

「イメルドとの手合わせを邪魔して悪かった。しかし、このままいけば熱くなり過ぎて、どちらかが血を流す勢いだったからな」

　俺とはもちろん、ディルワムと深く関わるようになって月日が経っている。俺たちの性格をよくご存知だ。

　昔のようにゴリ押しできる存在ではなくなったマクウス王へ、ディルワムは不本意そうにしながらも「失礼しました」と引き下がる。

　それを見てから陛下は俺へ目を向けた。

「予定が早く終わったから、イメルドに会いに来た。今から私のために時間を割けるか？」

　にこやかな顔をしながら、陛下の視線は熱い。

　思わず濃密に絡み合う時のことが脳裏を過り、不覚にも俺の頬へ熱が集まる。

「あ……兵の訓練を終えてから――」

「ここは俺が受け持つ。お前は陛下にお応えしろ」

　元々シュウノとザワトはディルワムの部下。すでに一連の事情を聞き、ディルワムは陛下の狙いを知っている。

　この男なりに協力しているらしかったが、不本意そうにこめかみを引きつらせていた。

「やり足りないなあ……おい、お前ら。全員俺と戦え。直接稽古をつけてやるから、ありがたく思え」

　ざわざわ、と兵士たちが動揺を見せる。中央あたりから、訓練に参加していたシュウノとザワトが他の兵士たちに、お前が行ってくれと背中を押されているのが見えた。

　大勢いても、ディルワムと喜んで手合わせしようとするのはこの二人だけらしい。

　その様子を見ながら、ディルワムは俺たちに手を払う。

「ほら、俺の気が変わらない内に行け。イメルド、しっかりと陛下にお応えして来い」

　一瞬ニヤリとディルワムが笑って俺を見やる。

　……事情を知っているだけにタチが悪い。

　また機会を作って戦えたらと考えていると、陛下が恥ずかしげもなく俺の手を掴んだ。

「行くぞ、イメルド。こっちだ」

　わずかに悪戯げな笑みを浮かべながら、マクウス王は俺を引っ張っていく。

　人前で見せるにはあまりに近い距離。

　陛下が周囲に構わず、俺へ夢中になっているという演技――という名目で、ここぞとばかりに遠慮なく寵愛ぶりを見せつけている。

　事情を知らない兵士たちから見れば、さぞ異質で不安を覚える光景だろう。新たな困惑でざわつく声を聞きながら、俺たちは訓練場を後にした。







　陛下に引かれるまま歩いていけば、後宮の俺の部屋へと連れ込まれる。

　朝の清掃以外は立ち入らないよう頼んであるため、ここへ近づく者はいない。

　昼間は陛下の寝室よりも、人が近づかない部屋。

　密やかに戯れるにはうってつけだった。

「イメルド……」

　扉を閉じた直後、甘やかに陛下が俺を呼ぶ。

　振り返り、俺の腕に手を添えながら懐へ入ると、首を伸ばして唇を重ねてくる。

「……ぅ……ン……っ」

　体が夜に教え込まれた淫らさを思い出し、すぐに熱と疼きを覚えてしまう。

　そもそも昨夜は陛下の腕の中で一晩を過ごしている。呆気あっけなく体が反応してしまうのは当然のことだった。

　唇が離れてすぐ、俺は陛下をやんわりと押し戻す。

「陛下……ぁ……今は、お控えを……汗をかいて汚れておりますので……」

　欲情の火を点けられた俺を覗き込みながら、陛下が悪戯めいた笑みを浮かべる。

「どうせ汗をかくのだから構わぬだろ」

「そ、それはそうですが……」

「フフ……さあ、こっちへ。私に身を委ねて欲しい」

　俺の手を引いて陛下は寝台へ向かうと、俺の唇から理性を奪いつつ押し倒してくる。抵抗せず敷布に背中をつければ、マクウス陛下の舌と手の愛撫が激しさを増す。

「ぁ……ッ、ぅ、んん……っ」

　頭の片隅になるべく冷静さを残しつつ、俺は陛下の背へ手を回し、己の体が訴えるままに喘ぐ。ずっと耐え続けた日々の分だけお互いを欲してしまう演技――のはずだが、ここぞとばかりに膨れ上がった熱情を見せ合っているのが分かってしまう。

　本気を交えながら快楽へ溺れていく演技。何度も忘れそうになりながら、俺は陛下が望むままに身を委ね、昂ってしまったものを陛下に愛でられる。

「マクウス、さま……っ……ア……――」

「そのまま聞いてくれ……動きがあったぞ、イメルド」

　俺の耳元へ唇を寄せ、陛下が睦言のように甘い声で囁く。以前よりも低くなった男らしい声に、淫らな痺れが背筋を走り抜けていく。

　行為に溺れているようにマクウス陛下の頭を抱き締め、俺も陛下の耳へ囁き返す。

「では、近いのですか？」

「おそらく数日内に。もしかすると明日にでも……ディルワムには伝達済みだ」

　お互いのことしか見えていない距離感で伝えられる、国の大事。

　思わず陛下を抱き込む腕に力を込める。

「ついに、動きますか……ぁ……エケミルが」

「ああ。三国同時の侵攻……挙兵に向けての動きがあったと、アグイロスが情報を掴んでくれた」

　愛でられながら告げられる、重く恐ろしい話。いくら事前に知っていたとしても、被害を間違いなく出してしまう。下手に動けばエケミルの狙い通りになり、最悪国は崩壊し、陛下を失う可能性も――。

　この腕の中にいる愛しい人の苦しさを思うと、今すぐ宰相の元へと向かい、その身を裂いてしまいたくなる。

　怒りで身を震わせてしまう俺の頬へ、落ち着けと言いたげに陛下が唇を落とす。

「イメルド、顔に出ているぞ。私も同じ気持ちだが、表には出さないで欲しい。気づかれてはいけない」

「は、はい……っ……く……ぅ……」

　顔の力みを緩めると、体に溜められてしまった快感にすぐ溺れてしまう。それどころではないと分かっていても、達することを許してもらえず、もどかしさも混じり始める。

　快楽と理性の間で浮き沈みを繰り返す俺を、マクウス陛下は心苦しそうに目を細めて呟く。

「……もう離さぬと言いながら、イメルドがここを離れる前提で作戦を練っている……すまない」

「分かっております。一番近くで陛下をお護りしたいところですが、そうなれば宰相は尻尾を隠し、新たな策を練ってくるでしょう。今ここで確実に失脚させなければ……陛下、どうか躊躇せず私を最前線へ配置して下さい」

　いくら証拠を掴んで突きつけたとしても、未だ絶大な権力を握っているエケミルを退けることはできない。誰かの陰謀だと言い出し、犯人を仕立て上げ、疑惑のもみ消しを図るだろう。

　言い訳が立たぬよう宰相には企たくらみごとを実行してもらい、この国の宰相に相応しくない姿を晒させ、討つための大義名分を手に入れる――そのために今は餌をまいているのだ。

　だから俺は一旦ここを離れる。

　宰相が動くよう、陛下を囮おとりにして。

「……俺の代わりにザワトとシュウノをここへ置いていきます。あの二人はもう強い――そして陛下。貴方にも戦い方を授けて参りました。どうか御身を必ず守り抜いて下さい」

「ああ、約束する。だからイメルド……必ず生きて私の元へ戻れ。王命だ」

　強い言葉を滅多に使わないマクウス王が、俺に命じてくる。

　王命――必ず果たさなければならぬ、絶対の命。

　抱き締めながら俺が「はい」と頷けば、陛下は腕を緩めて少し体を離す。

　そして信じているぞと伝えるように、俺へ熱い口づけを与えた。

　……貴方のためにこの力、出し尽くしましょう。

　これからも強くなっていくだろうマクウス様を、一番近くで見ていられるように。

　恋人の口づけとは違う、無事と切望を乗せた陛下の唇。

　俺は心から承るように口内を弄ってくる舌をゆっくりと捕らえ、どこまでも深く吐息を絡める。

　話すために動きを鈍らせていた陛下の手が、服の間に滑り込み、直接俺の昂りを捕らえた。

「ン……っ、ぅ……あッ……ぁ」

　手を上下される度にピク、ピク、と俺の全身が限界を訴えて小さく跳ねる。そんな弱さを晒した俺の体に気づいたのか、陛下は俺に顔を近づけたまま優しく微笑む。

「もう私たちに残された時間は少ない――このままイメルドを愛することを許して欲しい……」

　穏やかに告げながら、陛下の眼差しはいつになく熱い。

　命令ではなく懇願。いつまで経っても変わらない心根を嬉しく思うと、陛下の熱意に流され、頷く俺がいた。







　――そんな日を過ごした二日後、狙い通りの動きがあった。

　ほぼ同時に、国境付近へ南以外の三方向から、それぞれの国の軍が押し寄せてきた。

　俺は暫定的に将軍の地位を与えられ、軍を率いて出立することになった。

　祖国である北方の国の軍と対峙するために――。
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　兵五千人を引き連れて北の国境へ到着すれば、すでに祖国の兵たちが準備を終え、こちらを待ち構えていた。

　祖国の最前列の兵数は、引き連れてきた兵とほぼ互角。

　その後ろに第二陣、三陣と控えていることを考えれば、あまりに不利な人数差だ――本当に戦うとしたら。

　俺はディルワムから借りた副官に、相手が動くまで待機という指示を出し、前線の指揮を譲る。

　そして俺が育成してきた兵の中で精鋭の者たちを五百人ほど呼び出し、特別隊を組んだ。

「今から我が隊は重大な任務に就く。決して後れを取るな」

　俺の話に、皆が緊張の面持ちで耳を傾ける。

　一旦、見える範囲の兵たちをすべて見渡し、それから俺は声を張り上げた。

「これより我が隊は、全速力で城へ帰還する。そして陛下をお守りする！」

　俺の話に兵たちがざわつく。実情を知らない彼らからすれば困惑は当然だ。

　その動揺を鎮めるため、俺はさらに腹へ力を込めて声を通す。

「この度の戦を陛下は事前に察知されていた。手短に説明するが――」

　俺は今の真の状況を伝える。

　北の国とは話がついており、攻めてはこないこと。

　この混乱に乗じて宰相エケミルが反旗を翻し、マクウス陛下から王の座を奪い、この国を三方の国に奪わせようとしていること。

　そして二度と亡国の危機を招かぬため、宰相に敢えて行動させ、倒すための大義名分を作ったこと。

　俺の話は伝わったようで、後ろのほうまでざわつきが広がっている。

　急な話をされて戸惑うのは当然だ。だが、今すぐ腹をくくってもらわなければ困る。

　俺は馬上から大声で本音を晒す。

「知っての通り、俺はこの国の生まれではない。だが、俺は陛下に忠誠を誓っている。陛下のためなら、祖国で猛火の獅子と謳われた力をすべて捧げ、命を賭としてこの国を守る！」

　戦場で敵へ叩きつける覇気を込めて言えば、俺の勢いに呑まれて皆のざわつきが止まる。

　声が通りやすくなり、俺は声を和らげた。

「陛下は幼少の頃からこの国を、民を愛し、ずっと戦い続けてこられた。その姿を俺は間近で見続けてきた……陛下の長き戦いを無駄にせぬために、お傍へ駆け付けるぞ！」

　俺の声かけに「おおっ！」と兵たちが応えてくれる。

　戸惑いはまだありそうだが、どうやら受け入れてくれたようだ。

　馬を歩かせて兵たちの最後方へと回った後、「行くぞ！」と声を上げて走り出す。

　後ろから聞こえてくる、馬たちが織り成す地響き。

　俺が馬の足を速めれば、それに合わせて背後の音もついてきてくれる。

　この調子でいけば、戦用に手配した替えの馬がある街まで一日半。そして王城へ一日ほどで着く。

　陛下やアグイロスからは、宰相が挙兵すればすぐに後宮へ立てこもり、俺の帰還を待つと言われている。十分な食料も隠して蓄えており、十日は余裕でもつ。

　ただ、予期せぬことは起きるもの。

　これで安心だと思わず、最速で向かわなければ――。







　込み上げる焦りを押し殺しながら、半日ほど移動した頃だった。

「……？　煙……？」

　進行方向から右側にずれた所から、白い煙が立ち昇っているのが目に入る。

　……嫌な予感がする。

　俺は手綱を引き、進路を煙のほうへと変える。

　そして駆け付けてみれば――小さな村が、俺の祖国の防具を着けた兵士たちに襲撃されている最中だった。

「まさか、そんな……！」

　俺は騎乗したまま村へ入り、泣き叫ぶ村人たちに剣を向ける兵を目がけて突撃する。

「狼藉をやめろ！　貴様らはいったい――」

　剣を抜いて兵の兜を弾き飛ばせば、驚いた顔が露になる。

　顔立ちが祖国の人間ではない。

　おそらく宰相の私兵が祖国の兵を騙り、村を襲い、戦の火を点け回っているのだ。

「なんということを……っ」

　剣を振るい、村を襲う兵たちを蹴散らしながら俺は考える。

　たまたまこの一か所が襲われていた訳ではないだろう。他の近隣の村も襲撃され、理不尽に戦を煽る燃料にされているはずだ。

　陛下の無事を考えれば、まずは城へ駆け付けるべきだ。

　だが、内情を知らず、穏やかに生活をしている人々を犠牲にするなど、陛下は望まない。料理を作った者が責を負わぬようにと、毒入りだと知りながら黙してその料理を口にし続けたほど、民の命を優先するような方なのに――。

　村から兵を蹴散らした後、俺は副官や小隊長を呼んだ。

「事態は見ての通りだ。このまま被害を見過ごす訳にはいかない。編成を組み直すぞ」

「分散するのですか？　それでは城へ着いたとしても、力不足で王のお役に立てないのでは――」

　俺の隣から中年の副官が難しい顔で進言してくる。他の小隊長たちも副官と同意見らしく、一様に心苦しそうな表情を浮かべていた。

「すまないが、誰か地図を持ってきてくれ」

「はっ、ここに……」

　すかさず副官が持って来てくれた地図を広げ、俺は現在の場所を指さす。

「小隊を二つ、分離させる。もしこの周辺の出身者がいれば、優先してその隊へ入れてくれ。そして俺を含む本隊は――」

　俺の話を頷きながら聞いていた副官たちが、次第に顔色を変え、俺を驚愕の眼差しで見てくる。

　無理は承知だ。だが、やらねば民の命が――国の宝が無用に奪われる。

「本当に、それでよろしいのですか？」

　息を呑みながら尋ねてくる副官へ、俺は大きく頷いた。

「ああ……街道が通るすべての町や村を通過し、敵を蹴散らしながら城へ向かう」

　どう考えても陛下の元への到着は遅くなる。

　しかし、ここで見捨てれば後に民を見捨てた王として、恨みを買うことになってしまう。

　これが終わりではない。

　陛下がこれから歩んでいく王の道が荒れぬよう、俺はこの力を振るわなければ――。

　息をつき、俺は空を見上げる。

　不安は募るばかりだが、今は陛下の強さを信じるしかない。

　そう自分に言い聞かせ、俺は腹をくくる。

　嫌な動悸が胸から全身へと響いていたが、それを覚悟と戦意に変え、俺は力を蓄えていった。
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　主力の将と大量の兵士たちが出陣した後、すぐに動揺で気分が優れないように見せかけ、私は後宮へ向かい、寝込んだふりを決め込む。

　それから二日ほど経過して、宰相は動き出した。

　密やかに挙兵し、王宮を取り囲み、一斉に踏み入ろうとしてきた――だが、

「今だ、矢を放て！」

　シュウノの合図で王宮内に待機させていた兵たちが、事前に用意していた拳ほどの丸い塊を取り付けた矢を放つ。

　ピュンッ――ベチャ、と。

　その塊は賊兵たちの足元で割れ、ねっとりとしたものが下で広がる。

　そして間もなく、兵たちが低く濁った声で唸りながら悶絶し始めた。

　この日を迎えることを事前に知ったその時から、ネフと侍女たちに作らせていた物――強烈な臭いを放ちながら相手を痺れさせる、アグイロスが開発した代物。

　シュウノの後ろから様子を見ていたが、その効果に少し同情を覚えてしまう。

「よく効いておりますね、陛下」

「う、うむ……あの臭い、こちらには来ないのか？」

「アグイロス殿から、すぐに臭いは消えると聞いておりますが……やはり不安になりますね」

　私の問いかけにシュウノが複雑そうな顔をする。心の底から共感して、思わず大きく頷いてしまった。

　この攻撃を受け、宰相側の兵はすぐに作戦を変え、突撃をせずに後宮を取り囲んだまま待機し続けた。私たちが蓄えた食糧が尽きるまで待つ作戦に出たようだ。

　しかし何も仕掛けてこない訳ではない。昼でも夜でも、こちらの隙を突いて少数の兵を向かわせ、攻撃を仕掛けてくる。そんな時は、

「よっし！　待ってました！」

　戦い好きのザワトが嬉々として賊兵たちに挑み、部下の兵とともに叩きのめし、追い返してくれた。

　あくまで追い返すのみ。こちらからは殺めてはいけない、と皆には厳重に言い聞かせていた。

　相手もこの国の人間。同邦の者を手にかけ、新たな遺恨を作りたくはない。

　なるべく相手を殺めず、援軍が来るまで耐える――甘いと言われて当然の提案を、皆は快く受け入れてくれた。







　膠着こうちゃく状態じょうたいが五日ほど続いた後の昼過ぎだった。

　――カッ。宰相側から矢文が届いた。

「陛下、こちらを……」

　シュウノから見せられたその手紙には、宰相自ら直接話をしたい旨が書かれていた。

　私は剣を携え、シュウノとザワトを供に連れ、城と後宮を結ぶ小路を歩いていく。

　すると中ほどに宰相エケミルと、顔を隠した黒衣の大男が待ち構えていた。

「ご機嫌いかがですかな、陛下」

　謀反を起こし、私に刃を突きつけているとは思えない優美な笑みでエケミルが尋ねてくる。

　前々から分かっていたが、彼の人を煽る性格はあまり好ましく思えない。

　こちらを揺さ振る目的の言葉に動じてはならぬ。

　そう己に言い聞かせ、私は平静を保ちながら尋ねる。

「この状況で健やかになれるような心は持っていない……何用だ、エケミル？」

「少々陛下のお考えを伺いたいと思いまして」

　取り囲んでいる兵たちと、私を守るために後宮へ立てこもる兵たち――明らかに数はエケミル側のほうが多い。

　人海戦術に出れば、数多の犠牲を出しながらも後宮を制圧し、私を捕らえることは可能だろう。しかし、時間をかければ食料が尽き、降参するしかないと踏んでいるから、強引な手段には出ていない。

　膠着状態を続けるのか、短期決戦で終わらせるのか。選択の鍵を握っているのはエケミルのほうだ。

　彼のほうが誰がみても有利な状況。それを分かっているからこそ、こうして私を呼び出し、余裕を持ちながら話しかけることができる。

　力の差を痛感しながら私は尋ね返す。

「何を聞きたいというのだ？」

「陛下はこの状況で勝ち目があると思い、立てこもりを続けておりますが……よろしければその勝ち目を私に教えて頂けますかな？」

「なぜお前に教えなければいけない？」

「もしかすると、無駄な努力をしているかもしれないと思いまして……被害を大きくしたくないと考えるのは私も同じですから」

　こちらの狙いを聞き、それが不可能だと説き伏せ、心を折るつもりなのだろうか？　腹立たしいことこの上ない。

「無駄かどうかは、これからの結果で知ればいい。お前に教えてもらわずとも――」

「大方、イメルド殿がこちらへ引き返し、駆け付けるまで時間を稼いでいる、といったところでしょうか」

　狙いを言い当てられ、危うく息を引いて動揺を見せかけてしまう。もし情報を掴んでいたとしても、馬鹿正直にそうだと言う必要はない。

　相手にしない態度を取ろうとする私を無視して、エケミルは話を進めてくる。

「彼はよく陛下のことを分かっていらっしゃる。陛下のお考えも、お心も、何もかも……」

　何か物言いたげな眼差しを私に向けながら、エケミルが口端を引き上げる。

「民が理不尽な目に遭っていると知って、放置できるような人ではないでしょう、お二人とも」

「……何をしたんだ？」

「北部を中心に、村を私兵に襲わせました。良い足止めにも、戦を大きくする燃料にもなりますから」

　思わず私は目を見開き、息を止めてしまう。

　本気でこの国を壊そうとしていることが伝わり、怒りで背筋がざわつく。そして同時に強い困惑を覚え、思わず私は口を開いた。

「なぜ国を滅ぼそうと企む？　私が生まれる前から、先王だった父とともにこの国を育み、豊かにしてきたというのに……」

　エケミルの狙いが見えた時から、ずっと気になっていたこと。

　私に反旗を翻すまで、表向きは善政を行ってくれていた。昔に比べて飛躍的に国は発展し、豊かになった――その実績があるから、彼は私よりも皆の信頼を得てきた。

　最初から壊すために政をしていたとは思えない。

　ふとエケミルの顔に、物悲しげな色が浮かんだ。

「そうですね……確かに最初から、こんなことは望みもしませんでしたね。先王陛下のため、この国のため、人生すべてを捧げてきましたから」

「では、どうして――」

「……先王陛下を愛していたからですよ」

　冗談でも戯れでもない、素の言葉がエケミルの口から零れる。

　まさか、と驚くよりも、ああそうか……と納得する私がいた。

「幼い頃からともに過ごし、腐敗していた城内をともに正常へと戻し、国のために尽くし――繋がれずとも目的に向かい、支え続け、私たちの精神は何よりも強固に結ばれていました」

　エケミルの言葉に偽りはない。父王はエケミルと力を合わせ、民のための政に力を入れていた。

　物心ついた私に父はよく宰相のことを褒め称え、彼がいなければ今頃は反乱を起こされ、城を追い出されていたかもしれないと話していた。冗談めかしていたが、本音で言っていたのだろう。

　父に想いを寄せていたのならば、后となった私の母を面白くは思っていなかっただろうし、その子供である私のことも、快くは見られなかったはず。

　そんな私の考えを読んだように、エケミルは首を横に振った。

「陛下のことを、私から先王陛下を奪った女人の子……などとは思っておりませんよ」

　私へ向ける眼差しが和らぎ、温かくなる。

　心から慈しむような視線を送られ、ますます宰相の心が見えず内心首を傾げてしまう。

　エケミルがさらに本音を曝け出す。

「先王陛下の面影がある貴方様を、昔は心から可愛いと思いましたし、力にならなければという使命に燃えていたんですよ、これでも」

「エケミル……」

「もし先王陛下がご存命でなくとも、宰相として陛下の力になり続ける気でいました。しかし……陛下は死の間際、こう私に頼まれました……『マクウスを頼む』、と」

　この言葉を吐いた瞬間、エケミルの目元が歪んだ。

「私は先王陛下と結ばれなければ、子を宿すことも叶わない。だから国を育てることで、その代わりになると思って力を注いできました。なのに……私たちが育てた国ではなく、血の繋がった子を頼むと、真っ先に言ったのですよ。あのお方は……っ」

「そんな……理由で？」

「ええ……我ながら愚かだと思いますよ。先王陛下のことですから、病床から深くは考えずに私への願いを並べたのでしょうが……やはり親。血の繋がった我が子を優先したい思いが、素直に出てしまいましたね」

　二人で力を合わせた成果の結晶よりも、子である私を父が心配したがゆえに、こんな状況に――。

　呆然となる私へ、エケミルは柔和に微笑んだ後、静かに長い睫毛を伏せた。

「先王陛下が亡くなられ、私の心は完全に砕かれました。それでもしばらく理性を保ち、踏みとどまっておりましたが……限界でした。後のことは陛下がご存知の通りです」

　公私を混同し、国を乱したことに怒りを覚えてしまう。

　しかし、その心は理解できる。

　最愛の人を亡くし、完全に報われることがなくなったエケミル。

　その後から私へ行ってきた仕打ちは、父への恨みや慟哭どうこくをぶつけていたのかもしれない。

　なぜ置いていった。

　我が子を苦しめ、国を悪意で蝕むしばみ、壊そうとする私を止めに来ないのか――そんな嘆きが彼から聞こえてくる気がする。

　私も最愛の者を――イメルドを失えば、どうなるか分からない。

　エケミルの姿は、いつか私が辿るかもしれない末路。

　それでも私は――。

「……私もこの国も、お前とともに滅ぶつもりはない」

　私の声にエケミルが目を開く。

　そして力なく顔を緩めた。

「陛下が私に投降して下さるなら、国と後宮にいる者たちを助けますが、いかがですか？　道連れは先王陛下の面影を持った、貴方様で十分なのですが……」

「私と宰相を同時に失えば、国を攻められている最中に立て直すことはできぬ。滅ぶと分かっていながら、目先の甘露につられる訳にはいかない」

「……これから陛下を慕う者たちが、死ぬより辛い目に合うとしても？」

「そうならぬよう手を尽くす。脅しても私の心は折れないぞ？　私の手元に獅子はおらずとも、この身には獅子の教えがあるのだから」

　私は踵を返してエケミルに背を向ける。

　シュウノとザワトも少し遅れて私について来ようとした時、エケミルが声をかけてきた。

「分かりました。これより後、本格的に攻めさせて頂きます。陛下よりも民の命を優先した猛火の獅子を、どうぞお恨みなさい」

　そう言って間もなく、エケミルが離れていく足音が聞こえる。

　次に顔を合わせる時は、どちらかが相手の命を奪う時。そんな予感を覚えながら私は後宮へと向かう。

　完全にエケミルと離れた頃、ザワトが私の隣に来て顔を覗き込んできた。

「あ、やっぱり……陛下、なんでそんな嬉しそうな顔してるんですか？」

　ザワトの声にシュウノが「は？」と訝しげな声を出す。そして確かめようと彼も私の隣に並び、顔を見てくる。

「ええ……？　へ、陛下？」

　困惑する二人をそれぞれに見てから、私は込み上げる思いのまま笑みを浮かべた。

「非常時にこんなことを考えるのは不謹慎だと思うのだが……イメルドが私より民の命を優先してくれたことが嬉しいのだ」

　イメルドからは最速ならば三日ほどで駆け付けると聞いていたが、既にそれ以上経過している。

　だから何か仕掛けられたのだろうとは予測がついていた。

　宰相は私の心を折るためにイメルドが取った選択を教えてくれたのだろうが、やはり彼は私たちの繋がりをしっかりとは把握していない。

　イメルドが私より民の命を優先したということは――。

「イメルドは自分が駆け付けるまで、私が耐えられると判断してくれた……守るべき対象ではなく、ともに戦える存在だと認めてくれた。私の力を信じてくれた。誰よりも強い彼が、私を……」

　あまりに無力で儚かったこの身が、ここまでに成長できたのはイメルドのおかげとしか言えない。

　ずっと彼のような力を少しでも身に着けたいと思っていた。

　でもイメルドは言ってくれた。

　私の強さを磨け、と。

　守られるだけの存在ではなく、ともに駆けられるだけの存在。それを夢見て、イメルドと離れても磨き続けた――。

　まだ未熟なのは承知している。

　それでも少しは理想に近づけて胸が高鳴る。

「シュウノ、ザワト……これからお前たちには苦労をかけると思う。それでも支えて欲しい」

「もちろんですよ陛下！　思う存分本気が出せるんですから、望むところです！」

　強がりではなく、ザワトは本当にそう思っているのだろう。声が弾んでいる。

　そんな彼に呆れた息をついた後、シュウノが頷く。

「そう言って頂けて光栄です。陛下のために、この力を振るって参ります……そこの体力バカの分まで、頭も働かせますから」

「あっ、助かる。作戦は任せるからな」

「嫌味だ、バカ。真に受けるな。お前も少しは頭を使え」

　慣れたやり取りを見せる二人に、思わず私の顔が綻ほころぶ。本当に頼もしい。

　イメルドの教えを色濃く受けてきた二人。年若いとはいえ、実力は経験豊富な将にも負けていない。

　後宮にこもる兵たちは、ディルワムが選んだ優秀な者たちばかり。

　戦いと無縁で生きてきたネフや侍女たちも、腹をくくり、後方の支援を細やかにしてくれる。

　皆、とても優秀でかけがえのない者たちだ。

　彼らを生かすために、もっと私は強くあらねばいけない。

　後宮へ向かいながら、私は数歩進む間だけ目を閉じる。

　雄々しく強靭で、その身と心で包み込んでくれた後宮の獅子を脳裏に思い浮かべる。

　どうかその力を、強き心を、私に分けてくれ……イメルド。

　再びまぶたを開けた時、私の胸に重く安定した落ち着きが生まれる。

　この身に宿していた獅子が完全に眠りから覚め、力を授けてくれた気がした。
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　後宮を取り囲む兵たちが動きを見せ始める。

　私たちが蓄えてきた痺れと悪臭の玉をすべて使わせようと、なりふり構わず兵を後宮へ向かわせ、それを痺れさせ――何度も繰り返したせいで底をついてきた。

　厄介なものがなくなったと分かった途端、一斉に攻めようとしてきたが、

「こうなることも想定して、これを用意しておりました」

　ネフと侍女たちが私たちに与えてくれたのは、いくつもの大小様々な瓶。

　中には立てこもってから溜めていた食材の切れ端を腐らせたものが入っていた。

　そこに香水を加えて敵に投げつければ、あまりの腐臭で敵が悶絶した。

　風向きによっては味方側にも臭いが流れてきたが、直撃した敵側よりは臭いが薄く、相手と対峙する際は事前に布で顔を巻き、臭いを軽減して戦っていた。

　少しでも気を抜けば、後宮へ兵が雪崩れ込んで来る。

　そんな恐怖を覚えながらも、ネフは侍女たちに指示を出し、毅然と動き続ける。

　シュウノたちに師事して体を動かしていたこともあり、ネフは兵たちが疲れを見せるような多忙さでも、連日怯まずに後方を支えてくれた。

　いつもシュウノに体力バカと言われていたザワトは、相手が間近に迫れば率先して前に出て、相手を投げ飛ばし、倒れた者を積み上げていた。

　体力の底が無さ過ぎて、昼夜問わずに喜んで戦い続けるザワトに、皆が驚いていた。

　もしかすると体力のみならば、イメルドやディルワムを超えているかもしれない。すごい逸材だと唸らずにはいられない。

　そしてシュウノは兵たちの報告を受け、四方の兵の数を調節し、穴が開かぬよう指示を出していた。

　時には自ら剣を握って応戦することもあるが、その素早い動きと剣裁きに敵味方から驚きの声が上がった。彼もイメルドに磨かれて逸材に成長している。

　皆が心強かった。

　しかし――予想よりも手を緩めない攻め方に、こちらの備蓄が想定を超えて早く減ってしまった。

　最低でも十日もつはずの物資は、七日で消えそうになっていた。

　このまま何もしなければ行き詰まるだけ。

　そうなると分かっていて、手を打たずに耐えるだけという訳にはいかない。

　宰相エケミルは、私が援軍待ちだと思い込んでいるだろう。

　気づいていないから、言葉を交わす前まで衝突を控えていた。

　待つことしかできないという決めつけ。

　その隙を突くことが、私の最初からの狙い。

　私の狙いは時間を稼いでイメルドを待つことではなかった。







　七日目の夜、隠し通路の出入り口がある床の下から、コンコン、と音がした。

「陛下、お待たせしました。準備が整いました」

　タイルをずらし、アグイロスが顔を覗かせて吉報をくれる。

「予想通り、宰相殿の私兵は後宮に集められ、当の本人の守りは手薄になっています。ここを取り囲む兵たちはかなり疲れておりましたから、眠りの香で深い眠りについてもらいましたよ。仕掛けるなら今しかありません」

　私たちは耐え忍ぶことしかできないと思っている宰相――その裏をかき、こちらから攻め、隙をつく。

　失敗すればそれで終わり。

　しかしイメルドたちを待たず、私たちのみで勝つにはやるしかない。

　私は頷き、覚悟を決める。

「うむ。では手はず通り二手に分かれよう……アグイロス、ここの指揮を頼む」

「承りました。幾いくばくかですが、新たな材料と食料も調達してきましたので、今からネフたちと準備して参ります」

「頼んだぞ……この渦中に置いていくこと、心からすまなく思っている。必ず宰相を捕らえ、亡国の危機を終わらせる」

　隠し通路から抜け出たアグイロスへ告げると、彼は軽やかに微笑む。

「信じておりますよ陛下。私もネフも、陛下の無事を心から願い、ここで持ち堪えておりますから……」

　アグイロスとネフは、私が幼くして玉座へ就くよりも前からの縁。そして支えてくれた者たち。

　父も母も亡くした私に寄り添い、気遣い続けてくれたネフ。

　二心があることを隠さず私に公言しながらも、王としての土台を教え、危ない橋を渡り続けてきたアグイロス。

　もし私が失敗すれば、彼らの未来も終わる。

　重くなるばかりの覚悟を背負い、私は大きく頷いた。

「朝日が昇るまでに終わらせてくる……さあ、行くぞ」

　話している間に、私に同行するシュウノとザワト、少数の兵が駆け付ける。

　主力の二人をここから離すことに不安はあるが、これから速さが大事になってくる。少数精鋭で、確実に目的を果たしたい。

　彼らを見渡せば、どの顔も覚悟が決まっていた。

　ここからは時間との勝負になる。

　名残惜しいがもう発たなくてはいけない。

　私が目配せすれば、ザワトが真っ先に動いて隠し通路へ入っていく。その後ろへ私も続いた。

　完全に体が中へ入る間際、見送りに駆け付けたネフたちの姿に気づき、私は腕を大きく上げて手を振る。

　必ず戻ると心で誓いながら――。
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　街道で繋がっている村や町で襲撃があれば撃退し、城へと向かう――それだけなら話は早かった。

　東西の将たちにも、周辺で宰相の私兵が暴れている旨を伝えるよう伝達の兵を向かわせたのだが……西から戻って来た兵が、俺に悲痛な顔をして報告してきた。

「イメルド様……ディルワム様が……」

「どうした、何があった？」

「西の国より猛攻を受け、苦戦しておられます。現在、戦況は非常に劣勢……このままでは全滅の恐れすらあります」

　当初から、西の国が今回の戦いに最も力を入れていると報告を受けていた。だからこの国一番の将であるディルワムが向かうことになった。

　連れ立った兵の総数も一番多い。それなのに苦戦しているとは……。

　厳しい戦いになることは予想していたが、ディルワムがこんなにも早くに危うくなることは想定外だった。

　それだけ相手の力の入れようが凄まじいということ。

　報告を聞いた副官や部隊長たちがざわめく。

　ここにいる者はほとんど、ディルワムの下で戦ってきた者たちばかり。動揺するのは当然だ。

　このまま西の守りが崩れてしまえば、一気に侵略の波が押し寄せ、この国が呑まれてしまう。

　一刻も早く陛下の元へ向かいたい。

　だが、ここでディルワムを失えば――。

「……小隊を一隊だけ、これまで通りのやり方で城へ向かってもらう。残りは進路を西へ転換。ディルワムの援護へ向かう」

「援護へ……！　しかし、それでは陛下が――」

「一次的な援護だ。ずっとは加勢できない……横へ回り込み、主力の将や隊長を狙い討つ」

　数を減らすより軍全体を弱体化させたほうが、ディルワムは助かるだろう。頭のない鶏なぞどれだけいても、脅威にはなるまい。

　俺の決定に周りが頷く。そして進路を変更し、西の国境へと急いだ。







　北から西までの地域は平野が多く、移動は苦労しなかった。ただ、移動の時間がもどかしくてたまらない。

　西へ向かい始めてから半日も経たずして、軍の野営が見えてくる。怪我人ばかりが集まっているが、数は多く、苦戦の様相が色濃かった。

「イメルド様……？」

「本当だ、イメルド様だ……なぜここに？」

　俺に気づいた負傷兵たちがざわつく。

　気弱そうな彼らを奮い立たせるため、俺は声を張り上げた。

「北の戦いはもう終わった。だからここへ俺が先行して来た。後で残りの兵も駆け付ける。苦しい戦いだと聞いているが、本隊が合流すれば立て直せる。気をしっかりと持て！」

　俺の声に周囲から歓声が上がる。

　今の彼らに援軍は心から嬉しいものだろう。

　士気を高めたところで、俺はすぐに前線へと向かう。

　相手とぶつかり合っている隊を見つけ、俺は一旦馬を止め、互いに息を整える。

　そして上体を前に傾け、土煙が舞う戦の渦中へと身を投じた。

「まだ体力のある者は、俺に続け！　この猛火の獅子が横から相手の隊へ割り込み、敵将にこの刃をぶつける！」

　俺の声に気づいた兵たちが振り返り、目を輝かせる。

　端の隊は総崩れになっていたようで、導く将を切実に欲しているのがすぐに分かった。

　俺は気づいた兵たちにできるだけ目を合わせ、ついて来いと促してやる。それだけで彼らは俺を将と認め、すぐに従い始めた。

　優勢で気が緩んでいるのか敵の動きは変わらない。こちらの兵を深追いし、雑に攻めている。

　俺が横へ並び、刃を届かせようと駆け出しても、相手はすぐに気づかない。

　抜いた剣を握る手に力が加わる。

　お互いに姿が確認できるまで近づいて、ようやく敵将は俺に気づいた。

「援軍か！　誰が来ても変わら――」

「猛火の獅子の牙が届くぞ。それでも同じことを言ってみろ」

　俺の刃が敵将を穿つ。

　大きく振りかぶり、勢いよく払った剣が敵将を討つ。

　圧倒的に有利だと思っていた敵兵たちが、唐突に将を失いどよめく。

　すかさずその中へ入り、俺は剣を振り回して敵兵たちをなぎ払って倒していく。

　今度は敵兵が慌てふためく番だった。

　俺の後方からワァ……ッ！　と歓声が上がる。

　それから負けてたまるかという気概が生まれ、背後の兵士たちは俺に続けと突っ込んでくる。

　混戦へと発展してきたが、つい先ほどまでの敗戦一色の空気は消える。おとなしくやられてたまるか、という熱意と高揚がひしひしと伝わってきた。

　戦は兵の練度や装備、戦術など、様々な要因が勝敗を分けるが、心の持ちようだけで大きく変わる。

　士気を高め、逃げ腰にならないよう希望を与える。

　そうして隊を立て直したところで、また違う隊の元へ出向き、同じようなことを俺は繰り返す。

　隊の動きが変わったことに気づいたのか、敵が後退を始めた。

　背を向け、逃げなければと焦る相手ほど狩りやすいものはない。しかし罠の可能性もある。深追いはしまい。

　俺の狙いは一般兵ではなく、隊の支柱となる将を減らすこと。

「その槍、借りるぞ」

　近くにいた兵から槍をもらうと、俺は馬を走らせ、勢いをつける。そして大きく腕をしならせて投げ飛ばす。

　なるべく弧を描かぬよう、馬上で退却の指示を出している将の背へ放った槍――しっかりと穂先が当たり、落馬する姿が見えた。

　そして敵歩兵の中を駆け、落ちた将にとどめを刺す。

　呆然となる敵兵たちを無言で睨めば、俺に怯えすくむ。安易に素が覗くあたり、練度の足りない徴兵された民衆なのだろう。

「数を集めれば勝てると思ったか？　笑止。この猛火の獅子、千や万の弱者など霞も同然。この国に手を出すならば、すべて食らい尽くしてくれる」

　俺は辺りを見渡しながら、殺気を乗せて言葉を散らす。

　この相手には敵わないと思わせ、心を手折る。そして生まれた動揺と恐怖は全体に広がっていく。

　間もなく日が落ち、空が夜を迎える。

　宿営へ戻っているだろう敵兵たちの数は、未だ俺たちの兵数を圧倒的に超えている。

　しかしその背はどれも小さく、狩られることに怯える獲物にしか見えなかった。







「イメルド……まさかお前が駆け付けるとはな」

　夜を迎えて拠点の要塞へ帰還したディルワムが、作戦室で待機していた俺を見るなり苦笑した。

「……俺も、まさかお前を助ける日が来るとは思わなかった」

　形式上は俺よりもディルワムの立場が上だ。しかし二人だけしかいないこの場で、上下はない。

　椅子から立ち上がらず、敬意を示すこともない俺に対し、ディルワムは何も言わない。すでに慣れた関係だということもあるが、疲れ切った体を少しでも休ませようとしていることに気づいているのだろう。

　断りもなく俺の隣へ座ると、ディルワムが机に腕を置き、長息を吐き出した。

「来てくれて助かった。こう率いる数が多いと、なかなか思うように動かせなくてな」

「それも織り込み済みで戦える人間だろ、お前は。苦戦の原因は内通者か？」

「こちらの兵数、作戦、全部筒抜けだ。この人数では裏切り者を探すことも難しい……だから予定外のイメルドが来てくれてありがたい」

　戦い好きの戦上手でも、今回ばかりはいつになく危うかったらしい。ディルワムの精悍な顔に疲れが見える。

　わずかに口元を緩めた後、ディルワムは目を細め、俺に厳しい視線を向ける。

「……なぜ陛下の元へ向かわない？　今頃は宰相の私兵に囲まれ、苦戦しているはず。優先すべきは陛下ではないのか？」

「優先すべきだからこそ、だ。悔しいかな、異邦人である俺ではお前の代わりにはなれない。もしお前に何かあれば、この危機を乗り越えたとしても先はない」

　ディルワムはマクウス王の後ろ盾でもあり、国を守る剣でもある。俺は陛下の剣になることで精一杯だ。

　クッ、とディルワムが押し殺して笑う。

「随分と俺を高く買ってくれているようで光栄だ。欲を言えば、陛下の都合を抜いて、俺を必要として欲しかったがな」

「……こんな事態の時まで戯言を言うな」

「戯言？　いつだって本気だぞ、俺は……お前のことに関してはな」

　軽く呆れる俺へ、ディルワムは真顔で俺に視線を送ってくる。

「今すぐにでもお前を喰らい、何度でも味わいたい――捕らえた時から、ずっと焦がれている」

「それだけは全力で拒絶させてもらうぞ。いくらお前に大きな借りがあったとしても……俺が身を捧げるのは陛下だけ」

「分かっている、だから抑えてきたんだ。陛下を傷つけ、激昂させる真似はしたくない」

　ディルワムから陛下を気遣う言葉が飛び出し、俺は思わず目を見張る。

「陛下のため、か。正直なところ、こんなにずっと陛下を支え尽くしてくれるとは思わなかった」

「俺だってこうなるとは思わなかった。遊戯盤の上とはいえ、俺に勝てる人間はなかなかいない……陛下は俺を熱くしてくれる」

　俺が力と強さを教えている間、ディルワムは遊戯盤を通して戦い方を教えてきた。負ければ俺を返してもらうという条件をつけての勝負。未だに負けを理由に陛下の元から引き離されたことはない。

　未だに続いている真剣な遊戯。ディルワムが手加減しているとはいえ、マクウス王は勝ち続けている。

「ひとつ言っておくが、俺は猛火の獅子を手元に置くことを諦めていないからな。陛下が少しでも気を緩め、王の道から逸れるなら、その時はお前を奪う」

「陛下の性格を考えれば、それはないだろう。万が一にもそうなりかけたなら、俺が引き止めて王道へ戻す」

　俺の話にディルワムが苦笑する。

「ぜひそうしてくれ。俺はイメルドのことも、陛下のことも気に入っている。支え合って変わらずにいてくれるなら、それでいい……美味い飯を目の前で延々とちらつかされて腹は立つが」

「……いい加減俺を狙うのは諦めて、別の奴を見ろ。例えばシュウノとか。一途に想い続けているぞ、彼は」

　シュウノの名を出した途端、ディルワムが頬を引きつらせる。そしてなぜか頭を抱えた。

「うう……体の相性は悪くないんだがな……俺の下になるだけでは足りないらしいからな。そっちは勘弁してもらいたいんだ」

　狙われてるのか、尻を。物好き過ぎるぞシュウノ。

　この男をここまで翻弄する存在になるとは……と、シュウノの成長にある意味感心していると、ディルワムが苦笑を浮かべた。

「あまり無様なことをしていたら、シュウノに愛想を尽かされるな。それは俺としても面白くない。早く敵を追い払い、戻ってやらんとな」

　言いながらディルワムの顔つきが武人へと変化する。

「イメルド、明日だけ陛下からお前を借り受けるぞ。少し立て直した後は俺がどうにかするから、お前は陛下の元へ急げ」

「悪いがそうさせてもらう。陛下が心配だ。今頃は籠城戦で疲弊していると思うと――」

「お前を待たず攻めに出ているかもしれんぞ。陛下は待つより、攻めの道を探るお方だ」

　確かに陛下は耐えるだけでは終わらない。耐えるだけでは後がないことを、幼い頃から身をもって味わってきたのだから。

　俺はディルワムに頷いてみせる。

「そうだったな。早く駆け付け、加勢せねば」

「頼んだぞ。お前の強さと陛下への想い、信じている」

　おもむろにディルワムが拳を伸ばしてくる。

　純粋な激励ならば避ける必要はない。

　俺も手を握り込み、腕を伸ばして拳を当て合う。

　猛火の獅子を狩ったこの男を、心から受け入れる日はないだろう。

　だが陛下を守る同志としては、頼もしいことこの上ない。

「守り抜くぞ。陛下と国を」

　俺の決意にディルワムは「ああ」と口端を引き上げた。
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　翌日、ディルワムは隊を再編し、自分とほぼ同じ規模の兵を俺に預けてきた。

　同じように大軍を率いて戦わせる――ように見せかけ、俺と背格好が似た赤毛の男に俺のフリをしてもらい、俺自身は小隊を組んで敵の将を狙い討つ。

　昨日の戦いから一夜明け、俺が来ていることは相手に知れ渡っている。

　ただの寄せ集めの隊では敵わないと思わせたおかげで、ぶつかる前から敵の士気は下がっていた。

　気持ちで負けている者が戦いに勝てる訳がない。

　戦が始まれば昨日の勢いはまったく見受けられず、俺たちに押し負かされていった。

　昨日失った将の代理と思しき者たちを俺が狩れば、敵は瞬く間に崩れた。

　総数だけで見れば、未だ敵の兵が多い。

　しかし中身の濃さは圧倒的にこちらが上だった。

　日が沈むのを待たずして、ディルワムは俺に伝令を寄こして指示をくれた。

『もうここは大丈夫だ。陛下の元へ』

　あの男が大丈夫と言うのなら、信じてもいいだろう――ようやく陛下の元へ行ける。

　俺はすぐに要塞へ戻って馬を替えると、休む間もなく城へと向かう。

　北から連れて来た兵たちには、既に指示は出してある。

　今日の戦を終え、行けるようになった者から城に向かえ、と。

　各々の最速で向かう。今は一人でも陛下を支える人間が駆け付けることが重要だ。

　ディルワムに特別な馬を貸してもらった。おそらく普通の馬よりも速いだろう。

　上手くいけば夜明け前に後宮へ到着できるかもしれない。

　陛下も、陛下を守るために踏み止まっている者たちも、無事でいれば――。

　まだ他の兵は来ていない。俺だけ城を目指す。

　俺の焦りへ馬は応え、より速く駆けてくれた。







　北側に比べて、西の戦地と王城との距離は近かった。

　一人で先を急ぐことが叶い、俺が王城へ到着したのは夜明け近くだった。

　祖国から陛下とともに戻った際、使用した隠し通路を利用して俺は後宮へ入ろうとする。

　蓋となっている床タイルを外し、抜け出ようと顔を出した瞬間、

「あ……」

　俺に向けて瓶を持ち上げ、ぶつけようと構えていたネフと目が合う。

　相手が俺だと分かった途端、ネフは慌てて瓶を置き、その場へしゃがみ込んだ。

「イメルド様ぁ……っ……お待ち、しておりました……っ」

「待たせてすまなかったネフ。よく耐えてくれた」

　後宮の中へ這い上がると、俺は嗚咽を漏らし始めたネフの頭をクシャリと撫でて労う。

　ネフの声に気づいた者たちが、次々と部屋に集まり、俺の姿を見て目を輝かせる。

　そしてアグイロスも現れると、薄っすらと目を潤ませながら、普段通りの笑みを浮かべた。

「待っていましたよイメルド殿……来てくれると信じていました」

「少し寄り道をしていて遅くなった。今は俺だけだが、間もなく少数だが援軍も到着する。あと少しだけ堪えてくれ」

「猛火の獅子の貴方が入れば、もう勝ったも同然ですよ。ただ――」

　アグイロスの顔が翳かげる。

　そして俺はあるべき姿がないことに気づく。

「アグイロス、陛下はどこにおられる？」

「陛下は……今、シュウノやザワトたちを連れて、宰相殿の元へ向かっています」

「な、なんだと……？」

「つい二刻ほど前に出立されました。恐らく今頃は宰相殿の屋敷に到着している頃でしょう」

　なんてことだ、一足遅かったか……しかし手元にある力で、道を切り開こうとするその姿勢には感心する。本当に強くなられた。

　少なくともまだ健在。それだけでも朗報だ。

　となれば、俺の選ぶ道は決まっている。

　俺が告げるよりも先に、アグイロスが口を開いた。

「間もなく援軍が来るならば、ここはもう少しどうにかなります。ですからイメルド殿は、今すぐ陛下の元へ」

「分かった……文官のお前にも、非力なネフたちにも、まだ戦わせることになってすまない。必ず陛下を無事に守り抜く。だから、まだ身の危険と向き合っていてくれ」

「もちろんです。私たちのことは私たちでどうにかしますから……ああ、ささやかですが、これを」

　そう言ってアグイロスは俺に黒い小瓶を渡してくる。

「その中には腐臭漂う痺れの液が入っています。敵に囲まれ、急ぐ際にはこれをお使い下さい。あ、必ず息は止めて下さいね」

　いつの間にこんな物を作っていたんだ？　痺れて動けない状態のまま腐臭を嗅ぎ続けることになるのか……容赦ないな。

　俺でもこれは耐えられないかもしれない。手中の小瓶を見つめていると、アグイロスが柔らかに微笑んだ。

「ではご武運を。陛下を伴っての帰還、心よりお待ちしております」

「ああ、行ってくる。お前たちの武運を願っているぞ」

　再び隠し通路へ足を入れていく最中、ネフや他の者たちが手を振って送り出してくれる。

　もし陛下に何かあれば、彼らの命もない。

　絶対に死なせはしないと皆の命運を背負い、俺は元来た道を戻っていった。







　宰相が住まう屋敷は、王城からほど近い街の外れにあった。

　広い敷地に建てられた屋敷は後宮よりも大きく、過去の栄華を誇っている。

　本来なら正面の大きな門前に見張りが立っているのだろうが、今は何人も地面に転がっていた。

　どうやら陛下たちはここから入ったらしい。

　陛下にこんな危ない橋を渡らせるとは……と歯痒く思いながら、俺は開かれたままの門を馬に乗ったまま潜くぐる。

　そして屋敷に向かっていけば、戦いの喧騒が聞こえてきた。

　息ができなくなりそうなほどの動悸を覚えながら馬を走らせれば――そこではシュウノやザワトたちが、宰相の兵たちと刃を交えていた。

「陛下――っ！」

　叫びながら馬を戦いの渦中へと突っ込ませれば、双方が俺に驚き、目を丸くする。

　素早く並んだ顔を見渡すが、一番見たい顔がなかった。

　すぐに馬を降りて剣を抜き、隙だらけの私兵たちを払い倒していく。

　一通り倒し終えて息をついていると、真っ先にシュウノが駆けてきた。

「イメルド様、ご無事で何よりで――」

「シュウノ、陛下はいずこに？　行動を共にしていたのではなかったのか？」

　急かすように尋ねる俺へ、シュウノは表情を曇らせながら屋敷の中へと目を向ける。

「陛下は中へ……宰相の申し出を受けて、二人で話をしに……」

「お一人で行かせたのか！」

「申し出を受けねば屋敷の使用人を殺すと脅されて、仕方がなく……事情を知らない市井の人間を犠牲にはできないと、陛下は判断されて……」

　マクウス王の優しさを逆手に取られたか。

　ギリ、と歯軋はぎしりしてから、俺は屋敷を顎で指す。

「陛下の元へ行くぞ！」

「はい……っ！」

　シュウノたちと顔を見合わせてから、全員率いて屋敷へと躍り込む。

　その直後、待ち構えていた私兵たちが俺たちを取り囲み、剣先を向けてきた。

「怯ひるむな。俺がどうにかする」

　俺が先陣を切って道を開こうとするよりも先に、シュウノとザワトが前に出る。

「いえ、ここは俺たちで。イメルド様は陛下を！」

　他の者たちと違い、まったく疲れを見せず勇ましいザワトが俺に申し出てくる。シュウノも同じくと短く頷き、颯爽と私兵たちへ挑んでいく。

　確かに事は一刻を争う。

　ザワト以外、疲れを隠し切れない彼らを置いていくことに後ろ髪は引かれるが。

「……分かった、ではこれを預けておく」

　俺はシュウノに黒い小瓶を投げ渡す。

　それを見た私兵たちが、あからさまに動揺して後ずさった。どうやらアグイロス特製のこれを、既に味わい済みらしい。

　受け取ったシュウノがニヤリと笑った。

「ありがとうございます。大切に使わせて頂きます」

　早速シュウノは蓋を開ける素振りを見せ、私兵たちを慌てふためかせて隙を作る。しかしフリだけで、開けずに剣を閃ひらめかせて活路を開いてくれた。

　頭が柔軟で何よりだ。ディルワムが翻弄されてしまうのも頷ける。

　戦いはシュウノたちに任せ、俺は近くに倒れていた私兵の胸倉を掴んで上体を起こす。

「陛下とエケミルはどこへ行った？　早く教えろ」

「クッ……主様のことを言うぐらいなら、殺された方がマシ――」

「今ならシュウノに渡した物を、お前の鼻と口に直接垂らして地獄を見せるが？」

「……西の尖塔せんとうへ……」

「嘘ではないな？　もし間違いならば、その時は覚悟していろ」

　念を押して脅してみれば、ケガで血の気が引いていた顔色がさらに白くなる。それでも小刻みに頷くばかりで否定しないところを見ると、どうやら本当らしい。

　俺は彼から手を離し、西側を目指して屋敷内を駆けた。

　まだ夜明け前。屋敷の中は暗く見えにくいが、闇に慣れた目のおかげで移動に支障はない。

　早く……早く陛下を――。

　ずっと戦い、動き続けている体は、そろそろ悲鳴を上げ始めている。

　それでも力を振り絞り、息を忘れて廊下を駆け抜ける。

　すべてが終わった後、二度と体が動かなくなってもいい。

　その覚悟で俺は持てる力をすべて使い、活かしていった。

　走りながら不意に、屋敷内へ邪魔が入らないことに違和感を覚える。

　私兵は宰相の居場所を知っていた。それなら尖塔へ向かう通路に待機し、行く手を阻んで当然のはず。なのに誰もいないなんて。

　階段を駆け上がり、尖塔の渡り廊下への扉を見つけながら、敢えて誘い込まれているような気がしてならなかった。

　そして扉を開けて、違和感は確信へと変わる。

　人が一人通れるほどの通路に、頭から黒い外套を被った男が待ち構えていた。

「お前は……以前、庭園で俺に襲い掛かってきた奴だな？　エケミルの護衛……悪いが通らせてもらうぞ」

　俺は剣を構え、硬い石床を蹴って黒衣の男へ向かっていく。

「退けぇ……っ！」

　大抵の者は俺が怒声を吐けば、その気迫で怯んでしまう。だが、黒衣の男は怯むどころか迷わずに剣を向け、地を蹴り、向かい出る。

　ギィン……ッ！

　刃がぶつかり合い、互いを押し合う。

　以前は俺に呆気なく取り押さえられた男。

　しかし今、全力を出した俺に押し負けず、俺の全身を食い止める。

　俺に力負けしない相手など、ディルワム以来だ。

　それだけ鍛え、ここまでの強さを身に着けたのかと思っていたが――。

「ウゥ……っ……ガァァ……ッ！」

　唸り声を上げながら、男は俺の剣をかち上げる。

　一瞬無防備な胸を晒しそうになり、俺はすぐ構えを取って飛び退く。

　男が荒い息とともに、涎を垂らして石床へと落とす。

　どうも様子がおかしい。まるで獣を相手にしているような気分だ。

　もしかすると強さを得る薬を服用したのかもしれない。

　理性を犠牲にして強さを増す薬。使えば力と引き換えに、その後は廃人になると聞いたことがある。

　そこまでしてエケミルを守ろうとする覚悟を、男から感じずにはいられなかった。

　軽く息を吸って吐き、俺は集中力を高める。

　そして再び黒衣の男へとぶつかっていった――。






　　　◆　◆　◆





　尖塔へ連れていかれる間に、何かしらの襲撃を受け、始末されるかもしれないという危惧を私は覚えていた。

　しかしエケミルから何も仕掛けられず、尖塔の最上階の小部屋へともに向かう。

　ずっと無言だったエケミルが、中に足を踏み入れてからようやく口を開いた。

「まさかこんなにあっさりと私の元へ来るとは……国の大事よりも、なんの肩書きもない私の使用人の命を選ぶなんて」

　国の民である使用人の命と引き換えに、私の元へ来なさい――そう言われて私は従った。

　エケミルはまだ自分が圧倒的に優位だと思い込んでいる。私にとってそのほうが都合は良い。

　呆れた視線を送ってくるエケミルの目を、私は静かに射抜く。

「民の命を落とさせる訳にはいかない。今は国の大事ではあるが、国を失うことにはならない。人は国を営むための大切な宝。たかが少数と切り捨てることなどできない」

「……私の望み通りにはならぬ、と？」

「宰相エケミル……お前の狙いがこの国を滅ぼすことなのは知っている。だから手を打たせてもらった」

　自ら指揮を執っているためか、エケミルはいつものゆったりとした服ではなく、紺の軍服に身を包んで私と対峙している。

　いつになく彼に威圧感を覚えながらも、呑まれてたまるかと私は脚に力を入れ、踏ん張りを利かせた。

「密かに北方の王と、今回の同時侵略は行わない約束をした。この国をすべて呑み込むまでにはならぬぞ。領土を奪われて今よりも国が小さくなるやもしれんが、滅ぶことにはまずならぬ」

「随分と北の王トゥザス陛下を信じておられますな。口約束だけして、陛下を裏切らぬとも限らないというのに」

「あの方は裏切らない。私の元にイメルドがいる限り――」

「猛火の獅子、ですか……捕らえられて何年も経つというのに、取り返そうと動くほど彼の国はイメルド殿を求めていますからね。しかし、挟み撃ちにされて隙だらけの好機を見逃すほど、甘くはないと思うのですがね」

　確かにエケミルの言う通りだ。

　ただの一将としてなら、約束などしないだろう。

　しかしイメルドは特別だ。そして私はもちろん、北の国にとっても重要な存在。なぜなら――。

「イメルドは我が国と北の国を強固に繋ぐ切り札。お互いにとって、失う訳にはいかない存在だ。それに私たちが奪った領土を返す約束もした。反故ほごにして戦い、犠牲者を出すよりも、何もしないほうが利は大きい」

「その口約束をトゥザス陛下が信じ、守っているのですか？　なんとも信じがたい話ですね。陛下はこの国では、なんの成果も出してはおらぬというのに……」

「私への信はなくとも、イメルドへの信は大きい。彼が私を認め、受け入れているからこそ、トゥザス王は私を信じてくれた。苦しみ続けた日々が今や私の武器となっているんだ……お前がイメルドを弱点に変えようとしたことも、私たちの繋がりを色濃くし、北と新たな繋がりを結ぶ良縁を生んだ。事態はお前が思った通りにはなっていないんだ、エケミル」

　私は軽く腰を落とし、体術の構えを取る。

「私がお前について来たのは、お前を逃がさないため。このまま私が生き残るとしても、倒れるにしても、お前の存在は国の脅威。捕らえさせてもらうぞ……っ」

　思い切り床を蹴って飛びかかれば、エケミルの目が驚きで丸くなる。しかし、すぐに腰の細剣を抜き、切っ先で私に狙いをつける。

　薄弱の身だった私が、武を選んで仕掛けるとは思わなかったのだろう。エケミルの動きは素早かったが、動揺と焦りで手がぶれている。

　ビュンッ、と突きを繰り出しても腰に力が入っておらず、腕の力だけの攻撃。イメルドに鍛えられ、シュウノやザワトと訓練し続けた私にとって、脅威ではなかった。

　身を翻して細剣を避け、エケミルの伸び切った右腕を内側から払う。

　カララララン……ッ、と細剣が床に落ち、回りながら壁へぶつかっていく。

　攻めの手段を失ったエケミルの胸倉を掴もうとしたが、彼が飛び退くほうが早かった。

「成長なさいましたね……こんなに戦えるようになられていましたか」

　エケミルの目が細まる。

　思い通りにならず腹立たしいだろうに、なぜか眼差しが柔らかい。

　本当に彼のことが読めず、私の方が眉をひそめて困惑の色を出してしまう。

「これもイメルドのおかげだ。お前に負けたくないと足掻いた結果……なぜそんな成長を喜ぶ親のような目で私を見るのだ？」

　私に指摘されて、エケミルは微笑を浮かべ、喜びをはっきりと表に出した。

「フフ……貴方の父である先王陛下は、とてもお強い方でしたから。その面影を陛下の中に見出せて嬉しいのですよ」

　私の父に特別な想いを寄せ、父ふ王おうのために国へ尽くし続けてきたエケミル。

　もし父王が病で亡くならなければ、素晴らしい宰相のままでいてくれたのだろう。

　父王が亡くなり、期待とは違う遺言を聞かされ、何かが狂ってしまった哀れな人――そんなエケミルへ、わずかに正気が戻ったように見えた。

「私が何もしなければ、もっと早く陛下の中に先王陛下を見出せたのでしょうね」

「エケミル……」

「あのお方を失って、もう一度会えたならばと願っていたのに……ああ、でも当時の私がそれを見出していたなら、発狂して陛下を殺していたかもしれません。やはり私の王ではないと嘆いて……」

　正気と狂気の間を漂って生きているような危うさを覚えながら、私はエケミルに注視する。

　どう出てくるのか本当に読めない。本人ですら自分の心の動きがまったく読めていない気がする。

　気まぐれで私を殺すかもしれないし、助けるかもしれない。己の命を絶つかもしれないし、生きようとするかもしれない。

　私にできることは、気を許さず彼を見張り、身を守りながら援護を待つだけ。

　エケミルが動き出さない内に、私は落ちた細剣の元へ走り拾う。そして構えて出方をうかがっていると、彼がおもむろに私を見た。

「陛下、ひとつ賭けをしませんか？」

「賭け？」

「この扉を開けて最初に現れるのは誰か――陛下が当てれば、私はおとなしく引き下がります。しかし外せばお命を頂きましょう」

「……私の味方であったとしても、答えを違えば負けになるのか」

「ええ、そうです。いかがですか？　……もし賭けをされないのでしたら、今すぐ陛下のお命を頂きます」

　そう言ってエケミルは尖塔の壁に手をつき、わずかにへこんだ石を指でトントンと叩く。

「この石を押せば、天上から毒の煙が出てくる仕掛けです。私は前もって解毒剤を服用しておりますゆえ、もしこれを押せば陛下は毒に悶絶しながら命を落とすことになります」

　つまり私の選択肢は、賭けをするしかないということ。

　あまりに不利な内容だが受けざるを得ない。

　私は「分かった」と頷き、選ぶ相手を考える。

　今ここに来ているのはシュウノとザワト、そして複数の兵たち。しかしエケミルの私兵が彼らの行く手を阻み、足止めしているのは分かっている。

　一番可能性が高いのは、この屋敷で働き、エケミルに仕えている誰か。何かあって報告に駆け付けるということも考えられる。

　そもそもエケミル側の人間をすべて把握できていない以上、この賭けはあまりに理不尽だ。

　いったい誰を選べば――。

　目まぐるしく頭を働かせる中、ふと目前のエケミルが引っかかる。

　彼の攻め方は、ジワジワと相手を苦しめ、自分が直接前には出ず、裏で仕切るやり方。

　なぜ今、エケミルは直接動いて私と対峙している？

　解毒剤を飲んだと言っていたが、私とここへ来るまでの間に何かを飲んだ素振りはなかった。つまり私と対面する前に口へ含んだということ。

　私を始末するなら、あの場で取り囲み、私兵たちをけしかけ続ければ良かったのでは？

　なのにわざわざ人質を取り、エケミル自ら私をシュウノたちから遠ざけ、ここへ連れて来た――。

　――援軍と合流されたくなかったから？

　そして援軍が間に合うということは、イメルドが後宮へ帰還を果たし、現状を知ってこちらへ駆け付ける――。

「……イメルド……」

　思わず私はぽつりと呟いた。

「それが答えですか？　この屋敷へ陛下とともに来た者の名ならばまだ分かりますが、来るかどうかも分からぬ想い人の名を答えるとは――」

「イメルドは来る。そういう人だ……もしかすると、既に来ているかもしれない」

「その自信はどこから来るのですか？　……まあ良いでしょう」

　そう言ってエケミルは軽く肩をすくめる。

「もしイメルド殿がここへ来たとしても、ここへ来る途中に、私が最も頼りにしている者が守りについております。私を絶対に守るためにと、力を増幅させ、痛みを覚えぬ秘薬を飲んで……疲労を重ねた獅子では敵わぬかもしれませんね」

　いくら強くともイメルドは人。ずっと戦い続ける彼を思うと胸が締め付けられる。

　それでも信じたい。

　イメルドが私の強さを信じてくれたように。

「猛火の獅子は必ず私の元へたどり着く。誰がなんと言おうと、絶対に――」

　動揺を見せない私に呆れたのか、それとも感心したのか、エケミルが息をつく。

　しばらく沈黙が続き、かすかに窓の外から喧騒が聞こえてくる。

　あまりに小さくこもって聞こえるため、誰の声かは分からない。ただ複数の低い声が聞こえ、どれも男のものだということは分かった。

　窓を開ければ声の主も分かるのだろうが、私もエケミルも動かなかった。

　ただ互いに見合い、望む者の訪れを待つ。

　しばらくしてエケミルが口を開いた。

「陛下、ひとつお尋ねしてもいいですか？」

「……なんだ？」

「もし陛下が賭けに勝った後、貴方はイメルド殿をどうされるおつもりですか？」

　戯れに聞いているのかと思ったが、エケミルの目は真剣だ。

「奇しくも彼は私と同じく、王を愛し、愛されています。そんな彼をどう扱うのか、個人的に気になりまして……」

　何か狙いがあるのか、本当に興味があるだけなのか、やはり私にはエケミルの考えは読めない。

　しかしどちらにしても関係はない。知ったところでエケミルには何もできないのだから。

「王の役目を果たすため、彼を側室にしつつ、子を成すために后や女人の側室を招きますか？　それとも彼のみを寵愛し、王の役目を降りますか？　どちらも彼を苦しめることになるでしょうね」

「……いや。私は――」

　エケミルに私の考えを伝える。

　話を聞くにつれて彼は目を見開き――吹き出した。

「本気でそれをするのですか？　フフ、その発想はありませんでしたよ……しかし、それなら確かにイメルド殿は切り札ですね。此度こたびの危機を終えても、しばらくは不安定な状況は続きますから、早期に安定できる材料があれば心強いですね」

　愉快そうに語るエケミルの顔が、やけに嬉しげだった。

　タタタタッ……と尖塔の螺旋階段を誰かが駆け上がる音がする。

　賭けの答えが間もなく明らかになる。

　思わず私は扉に目を向け、ゴクリと息を呑み込む。

　そして扉が――勢いよく真っ二つに割れながら暴かれた。

「陛下……っ！」

　現れたのは全身汗だくの赤毛の青年――イメルドだった。

「イメルド！」

　心から待ち焦がれた顔に、私の顔が思わず緩む。

　しかしエケミルの前で気を抜いては駄目だと、すぐに気持ちを切り替えて彼へ視線を戻す。

　毒を放つ仕掛けから手を離し、エケミルはイメルドへ対峙していた。

「倒したのですか、あの者を……」

　息を切らせながらイメルドはエケミルを睨みつける。

「ああ……しつこく食い下がられたが、理性が利かなければ獣も同然。手強かったが俺の脅威ではない！」

　戦い終えた直後のせいか、イメルドの気がまだ立っている。無遠慮にエケミルへぶつける気迫に、思わず私の足がすくみそうになる。

　捕らえようとイメルドが伸ばした手に、エケミルがまったく身じろがずにおとなしく捕まる。すべての終わりを確信し、足掻くのを諦めたように見えた。

「さあ、陛下を返してもらおうか。そしてこの国も陛下に――」

「お返ししますよ。何もかも……でも、彼だけは返して頂きます」

　唐突にエケミルはイメルドの足を払い、体勢を崩してその手から逃れる。激戦だったのか、いつもなら微動だにしないはずのイメルドだが、掴んでいた指が緩んでいた。

「待て、逃げるな！」

　エケミルが部屋から出て行く。

　すぐに立ち上がってイメルドは私に駆け寄ると、「失礼します」と抱き上げた。

「イ、イメルド……？」

「少し私に掴まっていて下さい。すぐに終わりますゆえ」

　何をする気なのだろうと首を傾げながら、私は言われた通りにイメルドの首へしがみつく。

　深く抱き締める形になった私の耳元で、イメルドが呟いた。

「ご無事で良かったです……マクウス様」

　ずっと耳にしたかった声。

　思わず感極まって私の目が涙で滲む。

　イメルドこそ、無事で良かった――と感動に浸らせてはくれなかった。

　早足で尖塔の窓を開けてイメルドは下を覗き込む。

　私も視線だけ下に向ければ、渡り廊下がチラリと見えた。

「陛下、少し我慢して下さい……っ」

　そう言うなりイメルドは窓から身を乗り出し、飛び降りた。

「わぁ……っ！」

　思わず声を出し、私はギュッとイメルドにしがみつく。

　――ダァンッ！　と着地の衝撃がイメルドの体から響いてくる。そしてバクバクと激しく脈打つ自分の心音も響いて聞こえた。

　階段を降りるエケミルの先回りをするため、尖塔を飛び降りたらしい。

　イメルドにとっては無理なことではないのかもしれないが、正直心臓に悪い。それでも離れたくない人だ。

「立てますか？」

　様子をうかがいながらイメルドが私を降ろそうとしてくれる。

　短く頷いて自分の足で立ち、尖塔への出入り口へ目を向ければ、そこにはボロボロに朽ちた黒衣の男が倒れていた。

　尖塔の中から駆け足が聞こえ、エケミルが姿を現わす。

　そして倒れている男に気づいて、即座にしゃがみ込んだ。

「大丈夫ですか？　……私のためにその身を犠牲にして……馬鹿な子ですね」

　エケミルはそっと外套越しに男を撫でる。すると完全に動かなくなっていた男の体が、ピクリと動いた。

「もう終わりましたよ。だから……私を奪い、貴方のものにしなさい」

　話しかけられた途端、男は「ガァァァ……ッ」と獣のように吠えながら体を起こし、小刻みに震え、浅く荒い呼吸を繰り返す。

　ギョッと目を見開いたイメルドが即座に私の前に立ち、黒衣の男から庇おうとする。

「まだ動けたか！　陛下、どうか私の後ろへ。あの男は薬であり得ない怪力を手にしています。私の隙を突いて陛下を襲うやも――」

「その必要はありませんよ、イメルド殿」

　男が被る外套のフードへ手を差し込み、彼の頬を撫でていたエケミルが笑う。

「彼は間もなく死にます……命と引き換えに薬を飲み、私を守ろうとしてくれたんです。もうこれ以上は戦えません」

「同情を引くつもりか？　そうはいくか」

　気を緩めないイメルドへ、エケミルは首を横に振る。

「そんな惨めな手段は選びませんよ……陛下、今からお見苦しいことをさせて頂きます。どうか背を向けてはくれませんか？」

　何をするつもりなんだ？　と首を傾げてから、エケミルの狙いを察する。思わず私は口を開いていた。

「待て、勝手に――」

「さあ約束通り、私と永遠を手にしなさい」

　エケミルが優しい声で黒衣の男に命ずる。

　その直後――男は勢いよくエケミルに抱きつき、最後の力を使い尽くすように抱き締めた。

「見てはいけません、陛下！」

　唐突にイメルドが私の頭へ手を回し、抱き締め、その身で私の視界を遮る。

　聞こえてきたのは、エケミルが短く濁った息を詰める音。

　そして……タッ、と蹴り上げる音がしてしばらく後――下から低く鈍い音が届く。

　エケミルが国を道連れにせず、自分たちだけで逝った音なのだと分かった瞬間、私の全身から力が抜けた。

　やっと返ってきたのだ。

　王が王として歩くことのできる道が。

「……陛下……」

　わずかにイメルドが私を抱く手に力を込める。

　ようやく取り戻した実権を喜んでいるというよりも、ただ私に寄り添い、支えてくれているような抱擁。

　分かっているのだ。本当にすべてが終わったと実感できず、私が戸惑っていることを。

　そしてこれからは決して楽な道ではなく、王としてすべてを背負わなくてはいけないことを。

　強くあり続けなければいけない――その険しい道を、王である限り私は歩き続け、立ち止まることを許されない。

　きっと今までのほうが楽だったと嘆きたくなる日もあるのだろう。

　それでもイメルドが私とともに歩いてくれるなら――。

「……行こう。皆に終わったことを知らせねば」

　私は一瞬だけイメルドに寄りかかり、すべてを預ける。

　そして再び力を入れ、自分の足でしっかりと立ち、己を支えた。


















　エピローグ　獅子は王と並ぶ














　すべてを終えた後、俺は後宮――ではなく、一時的に祖国へ戻された。

　窮地は脱したが、いきなり平穏が戻る訳ではない。

　後宮や城内は戦いの後始末に追われ、宰相エケミルが築き上げた体制を大幅に変える必要もあり、人手がどれだけあっても足りない状況だった。

　それなのに俺は手伝えない。

　心苦しくてもどかしかったが、仕方なかった。

　俺は重大な役目を背負うことになったのだから――。







　祖国の神を崇あがめ奉たてまつる神殿にて、俺はトゥザス王と祭壇へ向き合いながら並び立ち、神官が延々と並べる古しい言葉を聞いていた。

　大切な儀式。気を抜いては駄目だと分かっているが、眠気が何度も俺を襲う。

　欠伸を押し殺し、言葉の終わりを待ち望んでいると、

「――これより彼の者が王の血族となることを、神は承認致しました」

　ようやく告げられた宣言に、俺は密かに胸を撫で下ろす。

　隣で同じような思いをしていたであろうトゥザス陛下は、私に顔を向けて一笑した。

「よもやお前を我が養子にする日が来ようとはな。年がさほど離れていない子がいると知って、私に嫁ぐ者が現れぬかもしれんな」

「ト、トゥザス陛下……その、申し訳ありません」

「ははっ、冗談だ。明日にはマクウス王の元へ行ってしまうのだからな。式典はまだ先だが、必ず祝いに駆け付けよう」

　トゥザス陛下と話をしていると、コホン、と神官が咳ばらいをする。俺と陛下はすぐに口を閉じ、改めて神妙な顔をして厳おごそかにひざまずき、首を垂れる。

　ザッ、ザッ。それぞれの頭上で常緑の神樹の枝が振られ、その枝がバサリと祭壇へ捧げられる音がした。

　動きを合わせてともに立ち上がり、トゥザス陛下の歩幅に合わせて祭壇を離れていく。

　通路に入り、完全に儀式が終わってすぐ、トゥザス陛下は俺に近づき背中を叩いた。

「これから二国の未来を背負ってもらう……重圧はすさまじいと思うが、マクウス王とともに背負い、支え合ってくれ」

「はい。末長く両国が手を取り合い、発展させていく未来を築き上げるため、生涯をかけてマクウス陛下とともに生きて参ります」

「うむ、信じておるぞ……まだ子を成しておらぬ身で、私よりも先に我が子となったお前の婚姻を見届ける日が来るとは思わなかった」

　ニッとトゥザス陛下に悪戯めいた笑みを向けられ、俺は思わず羞恥で目を逸らしてしまう。

　マクウス陛下自らが祖国へ俺を迎えに来た日、トゥザス陛下と取り交わされた約束があった。

　宰相エケミルの反乱を押さえた後、俺を祖国の王族にし、マクウス陛下へ嫁がせ、二国の繋がりを確かにしようという約束。

　――俺は正式にマクウス陛下の伴侶となった。

　世継ぎは陛下の血縁者と、祖国の王族の血縁者を結ばせ、その子を俺たちの養子とし、次の王として育てるという話になっている。

　王の直接の子ではないという反対意見はあったが、城にいる大半の者は元宰相派。現在の地位を守ることを条件にされ、声高に反対を叫ぶ者はいなかった。何より、

「大切なのは私たちの意志を継ぎ、揺らがぬ王道を築き、堂々と歩く王になること。ただ子を成せば良いというものではないだろう」

　マクウス陛下の意見に反論できず、古参の者たちも異例の事態に文句は言えなかった。

　祖国で儀式を終えた後も、城で宴が開かれたり、親族に報告をしたりと忙しい日々が続いた。







　そうして必要なことを済ませ、俺がマクウス陛下の元へ戻ったのは半月ほど経過した頃。

　祖国へ発つ直後は荒れていた城内も後宮も、見違えるほどきれいに整っていた。内乱があった事実を消しそうなほどに。

「お帰りなさいませ、イメルド様」

　後宮へ行くと、晴れやかな顔でネフが出迎えてくれた。

　彼女はもう陛下の側室ではない。

　しかし後宮のしきたりや作法などを一番熟知し、陛下の信も厚いということで、後宮の侍女長として仕えることになった。

　立場は以前よりも下になったが、ネフはまったく未練を覚えていない。むしろ彼女にとっては以前よりも自由であり、望みを叶えることができて都合が良かった。

「そっちはどうだった、ネフ？」

　俺が尋ねるとネフは頬を染め、はにかみながら頷いた。

「次の休日、正式に婚姻を結ぶことになりました」

「次の？　それはまた早い話だな」

「これからお二人のことで準備が忙しくなるから、今の内にしてしまおうとアグイロス様が――」

　前々から想い合っていたアグイロスとネフ。

　晴れて公おおやけで関係を築けると、アグイロスは内乱の終わりを知った直後にネフへ求婚していた。

　好機を逃さない俊敏さ……なんともアグイロスらしい。

　ずっと二人の関係を知っていた身としては、正式に結ばれて良かったと心から思う。

　ネフは俺を新たな部屋へ案内しながら、嬉しそうに微笑む。

「この後宮でこんな日を迎えることができるなんて……夢のようです」

「……同感だ」

　俺は思わず大きく頷いてしまう。

　本当にこんな未来が待っているなどと、誰が想像できただろうか――いや、待っていたのではない。陛下の強さがこの未来を手繰たぐり寄せたのだ。

　足掻くことを諦めず、強くありたいと望み続けた結果が今だ。

　改めて陛下の強さを実感し、俺は口元を綻ばせた。

「身支度を終えたら、すぐに陛下の元へ参らねばな。早くお顔を拝見したい」

「ふふ……それでしたら――」

　ネフが俺の新たな部屋――陛下とともに過ごす寝所の扉を開けながら笑いを溢した。

「イメルド、待っていたぞ！」

「――もういらっしゃいますわ」

　部屋の中央に立っていたマクウス王が、俺を見るなり表情を輝かせ、駆け寄ってくる。

「陛下、ただいま戻りまし――」

　俺の言葉が言い終わらない内に、陛下は俺の唇を塞いでしまう。

　帰還を喜んでくれるのは嬉しいが、ネフの前でこんな……はっ、もういない？　いつの間に。

　視界の脇と気配でネフが離れたことを知り、俺は陛下の口づけを受け入れる。

　会いたくてたまらなかったという心を、唇に乗せてたっぷりと伝えられた後。

　陛下は名残惜しげに顔を離し、俺に笑いかけた。

「祖国でゆっくりしたかったと思うが、こちらでも必要な儀式が控えている。急かしてすまない」

「いえ……一日も早く陛下の元へ戻りたくて、たまりませんでした」

　俺もつられて笑いかければ、陛下の顔がますます笑みを濃くする。好意を包み隠さないこの表情に、出会った頃のあどけなさが覗く。

　強くなられたが、心の根幹は変わっていない。

　思わず愛おしさが増して、俺から陛下を抱き締める。

　こうして俺からも手を伸ばし、求めることができる――それが許される状況を手に入れられたことが心底嬉しい。

　俺の背に手を回し、抱き締め返しながらマクウス陛下が耳元で囁く。

「陛下はやめて欲しい。どうかその声で、これから私の名をたくさん呼んで欲しい」

「はい……マクウス様」

　望まれるままに名を呼べば、俺の胸がじんわりと熱を帯びる。

　こんな後宮入りにはそぐわない体をした男の身で、王と唯一並ぶことができる存在になれるとは……。

　抱き締め合い、互いが夢幻ではない確かな感触と息遣いが分かっているのに、これが現実なのだと未だに受け入れ切れない。

　夢のような現実が儚く消え、はぐれてしまわぬよう、俺はマクウス様の心へ言葉を絡ませる。

「マクウス様……愛しています」

「ああ。私も愛している、イメルド……これからもずっと」

　マクウス様からも俺の心へ絡み、互いの繋がりを強くする。

　そして、どちらともなく再び唇を交わせ合う。

　二度と離れることがないよう、深く、深く、俺たちは互いのすべてを結ゆいめていった。
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　これが后を迎えるならば婚姻の儀を華やかに行うのだが、俺という例外を迎えるにあたって、より厳かな儀式が行われた。

　王宮の大広間には正装した王侯貴族だけでなく、俺の祖国からも王であるトゥザス陛下をはじめ、国外にも名の通る貴族や将も儀式の証人として集まっていた。見たことのない人数が城内にひしめき合っている。

　玉座にはマクウス様が座り、今から大広間へ足を踏み入れようとする俺を真っすぐに待ち望まれている。開かれた扉から見えるそのお姿は、真白く眩い衣装に飾られ、遠目からでもその凛々しさに見惚れてしまう。

「静粛に！　これより聖認の儀を行う」

　扉の脇に控えていた神官の声が響き渡り、広間が一瞬で静まり返る。彼の小さな目が俺に視線を合わせ、小さく頷いたのを見て、俺は一歩ずつ踏みしめながら前に出た。

　歩く度にガチャ、ガチャ、と金属の音が鳴る。祭事用の鎧――赤金を基調とした豪勢な鎧。至る所に装飾が施され、機能のことは一切考えられておらず、戦い向きではない。それでも勇ましさは強調され、辺りから感嘆の息に混じり、恐れのような色も届いてくる。

　歓迎一色ではない。そんなことは百も承知だ。それでも俺はマクウス様から目を逸らさず、玉座の足元へと進み行く。

　玉座への階段までたどり着き、俺はゆっくりとひざまずいて首を垂れる。

　コッ、コッ……。玉座から階段を降りる靴音がして、俺の前で止まる。そして「面おもてを上げよ」と、老人のしゃがれた声――脇に控えていた大神官の言われるままに顔を上げた。

　目の前ではマクウス様が柔和な笑みを浮かべて俺を見つめている。その手には銀の鞘に入れられた長剣があった。よく見れば柄の先端が獅子の顔を模している。

「汝、これより王の半身となりて、その身と心を生涯捧げることを誓うか？」

「いついかなる時も、王のために生きることを誓います」

　大神官の問いかけに、俺ははっきりと答える。儀式で必要な言葉とはいえ、これは俺の本心。それを受けてマクウス様の唇が小さく『ありがとう』と動いたのが見えた。

「この国を統べる尊き王よ。この者を半身として迎え、ともに国を支え抜くことを誓われますか？」

「誓おう。我が王道は、彼なくしてあり得ない。生涯に渡り手を取り合い、ともに歩んでいく」

　力強くマクウス様が答える。薄弱の若王はもう俺の思い出の中にしかいない。それが何よりも嬉しい。

　完全に俺という庇護ひごから手を離れ、自立した王となったマクウス様が俺に長剣を差し出す。

　両手でそれを恭うやうやしく受け取れば、より大きな声で大神官が告げた。

「国の大事を救った彼かの勇者に、聖火の獅子の称号を与えん！　これより王の半身となり、国の絶対なる守護者となることを願わん」

　ワァァァァ……と周囲から歓声が上がり、歓迎の拍手が鳴り響く。

　心からなのか、上辺なのかは分からないが、異例の儀式は喜んでもらえているらしい。聖火の獅子という肩書きを作り、王と対になる存在――后に準ずる立場を俺は手に入れてしまった。

　王侯貴族たちへの説得は、今までマクウス様をないがしろにし、宰相を立てていたことを不問にすればそれで十分だった。加えて北の国の王トゥザス陛下の養子となった俺を迎え入れるという利もあり、認めざるを得ないという空気が流れた。

　城外の民たちの理解を得るのは難しいだろうと、時間をかけて受け入れてもらわねばと考えていたが――予測に反し、瞬く間に国中で歓迎の声が沸き上がった。

　三国同時に攻められた際、城へ向かいながら宰相の私兵に襲われていた町や村を助けていたことが広く知れ渡っていたことが大きな要因だった。同性を娶るという異質よりも、これからも獅子の加護を受けられるという喜びが勝ったようだ。

　こうなることを狙った訳ではないが、歯を食いしばり、頑張り続けたことが報われて嬉しく思う。本当に男が正妃でいいのか？　という戸惑いは未だに残っているが……。

　慣れぬ反応に気圧けおされていると、マクウス様が俺に立ち上がるよう目配せしてくる。促されるままに立ち上がれば、マクウス様は自然と俺の隣に立ち、周囲を見回しながらにこやかに手を振り出す。自然と王の振る舞いをしてみせる姿を横目で見ながら、その頼もしさに胸が詰まってしまう。

　これからは一番間近で、王の道を歩き続けるマクウス様を支え、眺めることが許される――叶うはずのない夢が現実になったことが未だに信じられない。目頭が熱くなり、瞳が潤みそうになっていると、

「……イメルド」

　おもむろにマクウス様が俺の空いている手を握ってくる。

「もう私から離れてはならぬぞ。これからはともに……」

「はい……マクウス様」

　小声で意思を確かめ合うと、俺はマクウス様の手を握り返す。

　すべてが繋がり合った俺たちを見て、より大きな歓声が俺たちを包んだ。







《ＥＮＤ》


















　番外編１　秘め事返し














　いつからだろうか。眠りにつこうと目を閉じた時、いつも強張った唇の感触を思い出すようになったのは――。

　俺の部屋へ逃げ込むように訪れ、寝台で隣り合って寝ていた日の真夜中。陛下が何度も俺への想いを込め、重ね続けていた秘め事。

　いつまで経っても固い口づけ。

　だから俺の心に届いたのだろう。

　直接ではなくとも、刻まれた想いと感触の記憶だけでも威力はすさまじい。刹那でも思い出せば俺の顔と体を熱くさせるのだから。

　どんな猛者も、激戦も、ここまで俺の心を揺さぶることはなかった。

　俺へと積み重ねられた、マクウス陛下の秘め事。

　だが思い出からの口づけは余韻が薄い。

　気づけば淡い幻のような口づけの感触を消すまいとして、俺の手は自分の唇を覆うようになった。陛下から頂いたものを失わぬように。

　応えられないからこそ、せめて陛下から与えられる想いを大切にしたかった。

　それは夜の教育係として、体を繋げることになった今も変わらない――。
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　互いにぎこちない交わりを繰り返した後、肌を合わせたまま眠りにつく。

　本来は周囲に気づかれぬよう、事が済めば早々に立ち去るべきなのは分かっている。だが、

「イメルド……どうか、しばらくこのまま……」

　俺を抱き締めながら、まだ落ち着かぬ息のまま陛下が囁いてくる。

　行為の余韻を引きずる俺の体がピクンと小さく跳ねる。マクウス陛下の切実な願いを突っぱねることなどできず、俺は頷き、気けだるい快感に身を委ねながら目を閉じた。

　陛下が眠りにつくまで――と思っていたが、気づけば外がかすかに朝の気配を帯び始めていた。

　目を覚まし、俺はゆっくりと体を起こす。

　小さく陛下が身じろいで、一瞬俺は息を呑む。しかしすぐに寝息を立て始め、その安らかな寝顔に思わず口元が緩んだ。

　こうして眠っていると、出会った頃のあどけなさが滲む。だが同時に精悍さも見て取れて、成長したという実感に胸が温まる。

「陛下……」

　思わず心のままに顔を寄せかけ、我に返る。

　今の関係は一時的なもの。ゆくゆくは陛下には后となる女性を選び、子を成してもらわなくてはいけないのだ。

　俺が軽はずみに心を見せ、万が一にも目覚めて気づいてしまおうものなら、マクウス陛下が前へ進めなくなる。王道を歩まれるために、俺の情を素直にぶつける訳にはいかない。

　気づかれなければ済む話。

　しかし知られたならば今が終わる。

　起きて口づけを交わし合うよりも、たった一度だけ唇を落とす行為が、これほど緊張を伴うとは……。

　――マクウス陛下は数え切れないほど、この秘め事を繰り返してきた。こんなことで陛下の強さを知ることになるとは思いもしなかった。

　まだ宰相エケミルの手によって毒を盛られ、弱体を謀はかられていた頃から、俺の唇へ重ね続けてきた陛下の秘め事。いったいどれだけの勇気ともどかしさを抱えていたのだろうかと思いながら、俺は労うように陛下の頭を撫でた。

　名残惜しさを覚えながら寝台から立ち上がり、厚い生地の腰巻を着けて扉へ向かう。

　部屋を出る間際、目覚めて俺がいないことを寂しく思う陛下が脳裏に浮かぶ。

　ずきり、と覚えた胸の痛みに顔をしかめながら、俺は陛下の寝所を出た。

　廊下の肌寒い空気に心の芯が冷える。これでも心身は丈夫なほうだと自負していたが――心は思っていたほど強くはないことを、受け入れるしかなかった。
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「もう一度来い、ザワト！」

「えっ、そんなすぐに……嬉しいですけれどっ！」

　朝食を終えた後、いつものようにザワトとシュウノに鍛錬を施す。

　本来ならば己の機嫌に振り回されず、冷静に稽古をつけていくべきだ。

　しかし、今日はどうしても心が乱れる。とにかく暴れたい衝動を鎮めるには、体力が無尽蔵のザワトをしごくのが丁度いい。

「イメルド様、私もお相手願いたいのですが」

「もうしばらく待ってくれ、シュウノ。ザワトが動けなくなったら、次はお前だ」

　不満げに声をかけてくるシュウノへ、俺は挑んでくるザワトの相手をしながら返答する。

「……もしかしてイメルド様、欲求不満？　でも――痛ぁ……っ！」

「ふざけたことを言うから、力の加減ができなかっただろ。稽古に集中しろ」

　反射でザワトの頭を小突いてしまった。

　誰が欲求不満だ。まったく……。

　半ば呆れていると、シュウノが目を据わらせながら俺を見つめてきた。

「よほどのことがないと動じないイメルド様が、動揺されているなんて……陛下のことだとしか考えられませんね」

　俺とマクウス陛下の事情を知っているシュウノの目はごまかせないらしい。確信をもった瞳で睨みを利かせてくる。

「陛下の想いに怖気おじけづきましたか？」

　心なしかシュウノから怒りを感じる。どうやら俺が陛下と関係を持つようになり、困惑していると思っているらしい。

　……お前が思うような困惑ではないのだがな。

　あけすけに言う訳にもいかず、俺は言葉を選ぶ。

「忠を尽くす者として、それは光栄であれど怖気づくものではない。むしろ俺は――」

「ていっ、ヤッ！　うう、全部効かない……ってか、適当にあしらわないで下さいよ、イメルド様ぁ」

　会話している間中、俺に挑んでくるザワトの拳や蹴りを払っていると、恨めしげな声が飛んでくる。

　確かにそれは面白くない。ザワトに悪かったと思いながら、俺は今日一番気合いの入った拳を振り抜く。

　多少は力を抜いていたが、それでも突き抜ける力というのは威力がある。

「はぐっ……ふ……ッ」

　詰まった声を上げながら、ザワトが真横へ吹っ飛ぶ。

　どうにか腕で俺の拳を防御したが、全身に力が響いてしまったらしく、地面に転がり寝てしまった。

「しまった……大丈夫か？」

「……息はあります。問題ありません」

　俺よりも近くにいたシュウノがザワトへ駆け寄り、様子を見てくれる。

　丈夫な体で良かったと胸を撫で下ろしていると、シュウノが眉間にシワを作りながらこちらへ近づいてきた。

「いったい何を考えていらっしゃるのですか？」

　心の乱れを見せてしまった以上、今さら何もないとは言えない。かといって本音をさらけ出すこともできず、俺は小さく首を振る。

「他愛のないことだ。気にしないでくれ」

「気になりますよ。陛下にかかわることならば余計に……若輩者に弱さを見せるのは不本意だと思いますが、教えて頂きたいです」

「……俺は自分で思っていたよりも、勇気がないと思い知らされた。ただそれだけだ」

　他の者ならば、戦いのことだと思って驚くのかもしれない。しかし俺と陛下の事情を知るシュウノは、軽く目を見張ってから、どこか呆れを滲ませながらため息を吐き出した。

「陛下の勇気に気づいて頂けて何よりです。分かったとなれば、これからその勇気を身につけるべきだと思います」

「い、いや、それは――」

「ずっと誤魔化し続けるのですか？　それが陛下のためになるとお思いですか？……口には出されませんが、陛下は傷つかれていますから」

　シュウノの気迫に押され、俺は無意識に後ずさってしまう。

　本気の言葉には迫力が宿るもの。シュウノの言葉も声も、荒々しさはないのに圧がすさまじい。まるで我が事のような――。

　彼もまた勇気を持ち、思うようになびかぬ相手を追い続けている。

　己の想いを、相手に届けるという勇気を持つ者。

　力や技ならば勝るが、色恋になるとシュウノや陛下のほうが俺よりも経験を重ねている。

　成人を迎える前から、己の心と向き合い、年が離れた意中の相手を求めてきたのだ。いざ自分がそれを考えた時、彼らの勇気に頭が下がってしまう。

「これから考えてはみる。陛下にお伝えすることはないだろうが」

　俺の言葉を聞いて、シュウノが苛立たしげに睨んできた。

「……イメルド様、手合わせを願います。今すぐ！」

　どうやら俺の態度が煮え切らないように見え、怒りを覚えたらしい。俺の了承を待たずにシュウノが飛びかかってくる。

　陛下を思い、我が事のように怒ってくれるシュウノ。

　俺以外にも陛下を理解し、支えてくれる存在に感謝を覚えながら、俺は軽く腰を落として構えを取る。

　陛下のための怒りは嬉しい。だが、挑まれて大人しくやられるような俺ではない。

　シュウノの拳に視点を定め、首を左に傾げて避ける。

　そして、その腕を掴んで思いっきり投げ飛ばす。

　地面へ打ち付けられる間際、シュウノは体を捻り、かろうじて足から着地する。体力や力はザワトに劣るものの、身のこなしや機転は彼のほうが上だ。

　キッ、と俺を睨みながら、シュウノは再び俺へ挑んでくる。

「ズルいんですよ。貴方がたは……っ！」

　……その苛立ちはディルワムにぶつけてくれ。

　こちらを呑み込みかねない感情を向けられ、思わず俺は半歩後ずさる。シュウノの気迫が凄まじい。これが戦ならば、大半の将は動揺して調子を崩すだろう。

　良い逸材が陛下の元に来てくれたものだと天の采配に感謝しつつ、俺も地を蹴り、シュウノを迎え撃つ。

　心の芯にシュウノの攻撃はよく響いた。
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　その日の夜も陛下は寝室に俺を招き、この身を抱いた。

　日を空けなければ、抱かれた余韻は残ったまま。さらに上乗うわのせされる快感に、俺は堪えようがなく喘ぎ、溺れてしまった。

　何度も交わって、陛下が力つきて二人で眠りについて――真夜中の月明りに起こされ、俺は目を覚ます。

　今日こそは自分の寝所で寝ようと体を起こし、深い眠りについているだろう陛下の顔を見下ろす。

　連日俺を抱けるほどの体力を身に着け、今も健やかに寝息を立てていらっしゃる。こんなにも夜が強いお方とは思わなかった。

　――いや、最初から限られた期間だと分かっているからこそ、今まで溜め込んだ想いを懸命に俺へ注いでおられるのだろう。そうでなければ、ここまで高い頻度で交わろうとはしないと思う。

　少しでも俺に想いが届いて欲しいと、必死に足掻くように俺を抱く陛下。

　もう陛下は一通りのことに慣れ、自然な営みができるようになった。そろそろ夜の教育係の役目は終わりだと告げるべきかもしれない。さもなければ俺との交わりに心を奪われ、本来の目的を果たせなくなる恐れがある。

　后を選び、子を成すという大役を陛下は背負っている。

　いつか正式な相手を迎えてもらうために、陛下を夢中にさせてはいけない。だから俺からの想いは何も見せず、告げず、ただ受け止めるだけ。

　それを自分に言い聞かせるほどに、俺の胸が痛みを覚える。この身が陛下に愛でられるだけ痛みは鋭く、鮮明なものになっていく。

　考えてはいけない。

　俺が陛下をどう想っているかなど、考えるだけ陛下の弱みにしかならない。

　それでも思考を止めれば、今度は胸の奥が熱く騒いで苦しくなる。頭で考えるよりも、勝手に吹き出して育ってしまうものなのだと理解して、心の中で頭を抱えてしまう。

　この昂りを陛下に伝えたくてたまらない。そんな衝動を自覚した瞬間、陛下の秘め事が脳裏をよぎる。

　マクウス陛下も、こんな気持ちになって秘め事を繰り返してきたのだろうか。苦しかっただろうと分かった気になっていたが、自分が似たような状態になって、その本当の苦しさにようやく気付けた気がする。

　俺はずるいとシュウノに言われたが、確かにその通りだ。考えないことで苦しまない道を選んできたのだから。

　口には出せない。気づかれてもいけない。だが表に出さなければ、いつか弾けて洗いざらい本音をぶちまけてしまう危うさがある。

「マクウス陛下……」

　今を壊さないために、貴方の道を遮らぬようにするために、どうか陛下に秘め事を作ってしまうことをお許し下さい。

　俺はゆっくりと陛下に顔を近づけ、自ら唇を重ねる。

　小さく押し当てるだけの口づけ。

　離れた直後、全身がカッと燃えた。

　どうしてこうも体を繋げるより恥ずかしく感じるんだ？

　バクバクと鳴り響く鼓動で陛下が起きてしまいそうで、俺は慌てて寝台から降り、早々に部屋を出てしまう。

　ずっと溜め込んでいたものを陛下に押し付けてしまった――そんな申し訳なさの裏側に、どれだけ俺が陛下を愛おしく想っているのか見えた気がした。
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　番外編２　英雄も、己が喰われる明日を知らず？　《後編》














　俺の手で熱く熟れたその体を貫けば、若くしなやかな背が大きく反る。

「アッ……ディルワム、さ、ま……ぁ……ッ！」

　上擦った甘い声。俺とは二回りも違う体格差でこの巨躯を受け入れるのはキツいはずだが、コイツは悦んでいやがる。未だに俺の昂りを強く締め付け、滑らかに動かぬほど慣れていないというのに。

　どこまで俺を受け入れてくれる、お前は？

　眼前の相手を深く抱き締め、繋がったまま体を起こす。互いに向き合い、座った体勢になれば、腕の中の体は自らの重みで俺を根本まで呑み込んだ。

「……っ……は……っ……」

「よく咥え込んだな、シュウノ……そんなにコレが好きか？」

　意地悪く笑いを溢しながら、真っ赤な耳へ顔を寄せて囁く。ぶるり、とシュウノが身を震わせ、俺の背にしがみつく。

「お慕いして、おります……っ……ディルワム様の、ことを――」

「勝手に想うのは構わんが、俺は何も返さんぞ？　優しくもしない……気が済むまで抱くだけだ。泣き喚いても止まらんからな」

　俺の滾りを鎮めるための代用――別の誰かで済ませてきたというのに、他の者を追い払い、自らその役目を望んだシュウノ。本気で俺に好意を持っていると分かっていたから、避けてきたというのに――。

　堪え切れず、収まらない熱を振り払うように俺はシュウノの奥を抉り、快楽に癒される。隙間なく埋まった中を体ごと揺さぶられ、シュウノは息苦しそうに喘ぐが、その口元から笑みは耐えない。

　次第に声が枯れ、体は弛緩していくが、シュウノの目はギラついたまま。

　快楽を与えられるだけでは足らない――抱かれるだけでは知ることが叶わない領域を望んでいる気がして、俺の背筋に寒気が走る。

　この獲物は俺に体を預けながら屈していない。

　快く俺を受け入れながらも、その目はいつだって俺の背を狙っている。

　喰うか喰われるかの緊張を、こんな夜の床で味わうことになるとは思わなかった。

「そんなに欲しいか……俺を……？」

　何度も体内を激しく脈動させ、完全に力が入らなくなった体のまま、シュウノは小さく頷く。

　ああ、まだ屈しないのか――ならば折れるまで喰らうだけだ。

　鎮まりかけた俺の胸奥が、カッと熱を宿す。

　誰でもない、シュウノに覚えてしまった熱。鎮めるには、この蕩け切って限界を超えた体を穿うがつしかない。

　勢いのままシュウノを押し倒し、脱力した腰を掴み、奥を小刻みに貫いていく。

「……ッ……ぅ……っ……ッッ――」

　シュウノから声はなく、詰まった息だけで快楽に啼く。

　なまじイメルドに鍛えられたシュウノの体と精神は、度重なる快感に壊れて意識を失うこともできず、俺の新たな熱に焼かれ続けた――。
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　マクウス陛下からイメルドを引き離し、俺の副官として傍に置いてから二年。

　ずっと手元に置きたかった男を屋敷に住まわせ、仕事を回し、兵士たちを鍛えさせ――陛下に忠義を誓い、情愛を向けられ続けていたイメルドは、この上なく使いやすい男だった。

　何せ俺と肩を並べる力を持ちながら、裏切る心配がなく、王のために力を尽くしてくれるのだ。疑う労力がいらないということは、宰相エケミルの対抗勢力の頭になってしまった俺にはありがたいことこの上ない。

　雑用から重要な要件まで押し付けて悪いな、とは思ったが、イメルドにとっては多忙な方が考え事をしなくて済むらしく、忙しいことに安堵の色を見せていた。

　俺はイメルドにとって上官でもあり、この国に居られるようにしている支援者でもあり、同じ王へ真の忠誠を誓う同志でもある。少しは心を開いてくれてもいいだろうという気はしたが、イメルドが俺に少しでもなびくようなことはなかった。警戒心を解かず、常に俺を牽制している感があり続けた。

　懐に招いても俺には素っ気なく、慣れ合わないイメルド。

　捕らえる前から、この獅子が俺になびくことはないだろうという予感はしていた。だからこそ欲しいと思った。常に俺が全力で押さえ続けなければ、飼うことはできないだろうと――。

　少しでも手加減すれば、俺を噛み殺しかねない存在。その獅子と向き合う時だけは、力を抑えなくてもいい。そんな日々が欲しくてイメルドを捕らえたのだ。少しも心を許してくれないことに、今さら腹など立たない。

　ただ手が届く所にいると、どうしても獅子を狩りたい衝動に襲われてしまう。

　体を繋げながら、俺に殺気をぶつけて抵抗するだろうイメルドを、この体と力で屈服させていく――厄介な心のクセだと自分でも思う。だが、本能がそう望んでしまうのだから仕方がない。

　その欲情を発散できる相手が欲しかったが、シュウノを選びたくはなかった。

　いくら俺との関係を望んでいても。体を鍛え、成長したとしても。俺が本能のままに抱けば、身も心も壊れていくしかない。夢中になれば力の加減ができず、無防備な体を強引に扱われ、ボロボロになった相手も過去にはいた。尽きぬ体力に付き合わせてしまい、執拗な行為と快感に心が壊れた者もいる。

　他の者ならば、それが望みならと拒まず関係を持つが、シュウノは別だ。

　十年以上前、孤児院で見込みのある者を国で育成することになり、武術を俺が軽く指導することになった。その時に幼子のシュウノと出会った。

　体つきは細く、どう鍛えても俺の力を超えることはできないと思った。しかし呑み込みが早く、力の使い方が上手かった。頭も悪くない。文武どちらも筋が良く、必死に俺から学ぼうとするその姿勢が気に入った。

　だから俺はシュウノを特別気にかけ、鍛えていた。妻を娶ることも、己の子を残すことも望んでいなかった俺は、この優秀なみなしごを後継にしたいと本気で考えていた。シュウノには言っていないが、半ば親になったつもりで面倒を見ていた。

　俺の性欲に付き合わせるために鍛えた訳じゃない。戦で壊すことばかりを繰り返す俺が、壊さないよう育ててきた若い芽――どうしてこうなった、と本命の変わり身として抱くようになった今でも内心呟いてしまう。

　そして抱き潰されて息も絶え絶えなシュウノへ、こう言わずにはいられない。

「しんどいだろ……いい加減に俺を見限ってしまえ。どれだけお前が愛を捧げても、俺は何も返さないぞ」

　俺を愛するだけ無意味だ――そう匂わせても、シュウノは力の入らない腕を伸ばし、俺を弱く抱擁しながら言い返す。

「それが、ディルワム様ですから……私ごときの愛を受け取って下さることが、どれだけ嬉しいか……」

　もらってくれるだけで構わない。そう告げるシュウノの想いが、俺の胸へと引っかかり、どんどん溜まっていく。今まで諦めさせるために突っ返してきたことが、裏目に出てしまったと認めざるを得なかった。







　本気で俺がシュウノを拒み、強引に別の相手を連れ込んで欲情のはけ口にすれば、渋々でもシュウノはそれを黙認しただろう。

　だが、どれだけ俺に激しく貫かれても心身を壊さず、辛いと逃げ出す気にまったくならないシュウノへ、俺が止まれなくなっていた。

　どこまで求めても許される存在。何度も快感の頂から突き落とし、叩きつけ、快楽のうねりが治まらぬ内に俺の昂りをねじ込んでも、より深く俺を招き入れようと手足を絡めてくるシュウノ。

　まだ足りないと、飢えを訴えるかのような仕草に俺の本能が煽られる。

　ただの獲物と思っていたら、誰よりも貪欲な獣だった。俺よりも業の深い獣だと認めたくなくて、押さえつけたくて、一度関係を持てば時間が許す限りシュウノを抱いた。

　喰い続けることを止めれば、俺が喰われることになる――壊したくないと本気で望んでいるのに、牙と爪が消えない獲物をどうにかせねばと躍起になる自分がいた。

　気づけば他の誰かを相手にする気は失せていた。

　シュウノでなければ俺を鎮めることはできない。もしかするとイメルドを相手に戦うより、俺はシュウノとの交わりに悦びを覚えているのかもしれない。

　そう気づき始めたのは、濃密に交わるようになって二年ほど経ってからのことだった。






　イメルドが俺の前から――この国から姿を消した。
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「ネフ姫、陛下の御前に通してもらおうか」

　夜の指導を終えて月日が流れても、未だご執心だと城内で囁かれているイメルドがいなくなり、その悲しみで伏せているマクウス王――という偽りに合わせ、様子をうかがいに後宮を訪れた俺はネフ姫へ声をかける。

　彼女も真実を知る一人。心配と不安と戸惑いを混ぜたような表情を浮かべながら「はい、こちらへ」と俺を陛下の寝室へと案内してくれた。

　中へ入るとネフ姫は「何かあればいつでも呼びつけて下さい」と早々に去り、俺を陛下と二人きりにしてくれる。姫という肩書きがある割には気遣いができる人間。この件がなければ彼女の強かさには気づかなかったかもしれない。

　頼もしい協力者がいてくれて良かったと心から思いながら、俺は寝台に伏せたままの陛下の元へと近づいていく。

　そして枕元にある椅子へ腰かけると、目の前に横たわる金髪の頭を撫でた。

「……シュウノ、俺だ。陛下の身代わりに伏せてばかりで大変だな」

　俺が苦笑していると、シュウノは体を起こして嬉々とした笑みを浮かべる。

「いえ、これぐらい問題ありません。体が鈍らぬよう、横になりながら鍛えておりますから……ただディルワム様のお姿を自分の足で見に行けぬことが辛いです」

　マクウス陛下がイメルドを迎えに行くと言い出し、シュウノに身代わりを頼み、陛下はシュウノのフリをして後宮を出てしまった――いくら狙いがあるとはいえ、王が一人で国を飛び出すなど前代未聞だ。普通の感覚があれば止めるだろうが、あいにく俺は安全を取るより、危険が大きくとも逆転の一手を打つ道を選びたい人種だ。陛下から宰相の狙いと三国同時の侵略という情報を聞かされ、全面的に協力することを決めた。

　シュウノは俺の判断を全面的に支持してくれたが、俺とは理由が違う。

　弱ったフリをしているせいか、シュウノが本当に熱でもありそうに瞳を潤ませながら口を開く。

「陛下から話を聞かされた時には驚きました。しかし、国もイメルド様も守れる道があるならば、少しでも力になりたいと思いまして……陛下が抱え続けた長年の想い、報われて欲しいものです」

　自分の意思でマクウス王の力になりたいとシュウノは望んだ。国の大事もあるが、年の離れた憧れの男に惹かれている者同士、応援したいという思いが溢れている。

　王とシュウノに面識だけでなく、心からの信頼関係が築けたことは嬉しい誤算だ。これで陛下が亡国の危機を乗り越えれば、将来的にシュウノへ俺の立場を譲った時、上手く立ち回りやすくなるだろう。

　そのためには、これから起こるだろう大きな危機に呑まれてはいけない。

　俺はシュウノの目を見つめる。非常時だからこそ覚悟を決め、冷静に物事を見定めようとしているのだろう。瞳の奥がひどく落ち着いている。

　頼もしく成長したものだと思いながら、俺はシュウノに告げた。

「お前も分かっていると思うが、陛下が戻られて間もなく大きな戦が起きる。その時に俺は三国いずれかとの国境へ出向き、進軍を止めにいく。一番厄介な相手とやり合うことになるだろう」

「ディルワム様はこの国で最も力のある将軍ですから、当然そうなるでしょう。できることならば、私も連れて行って欲しいとお縋りしたい。しかし――」

「ああ。お前はザワトとともに陛下を護るため、ここで護衛の兵たちの指揮を取ってもらう。恐らくエケミルの私兵が攻めてくる。そうなればここに籠って戦ってもらうしかない……下手すれば戦の最前線よりも厳しい事態になる。そして俺は助けに行くことは叶わないだろう――戦えるか、シュウノ？」

　何があったとしても、俺はお前を助けることはできない。実質、見捨てると宣言しているようなものだ。

　しかしシュウノは落胆どころか、嬉々として目を輝かせた。

「戦ってみせます！　ディルワム様に、こんな大事な役目を任せて頂ける日が来るなんて……私の夢は、貴方に背を預けて頂くことでしたから」

「……それで満足なのか？」

「いいえ。今はディルワム様に追いつき、貴方の前に立つことを許される日を夢見ています。大それた望みなのは分かっています……それでもいつか、ディルワム様が最も大事にしている場所を預けて頂ければ……」

　見た目の麗しさからは想像し難い、勇ましくも貪欲な望み。

　これは俺が本気をぶつけて壊してはいけないもの――そんな枷が、頭のどこかで外れた気がした。

「本気でそれを望んでいるのだな？」

「冗談で口にできるようなものではありません。ましてやディルワル様へ直接お伝えするなど……私は貴方のことで軽薄な言葉を口にはしません」

「そうか。ならば任せたぞ、王を。俺はお前が必ず護り切るものと考えて目前の敵を狩る。助けは期待するな。何をしてでも王を護れ」

　俺は手を伸ばし、シュウノの火照った手を掴む。

「王を護るのは絶対。だが、次に優先すべきはお前だ。何を犠牲にしてでも生きろ。王を除いて、最後に倒れるのはお前であれ。仲間の屍を踏み越えて、護り切れなかった命を背負いながら王が歩む道を切り開け」

「はい、その言葉の通りに――」

「忘れるな。二番はお前だ……俺ではない。必ず徹しろ。俺を本気で想っているのなら尚更な」

　わざわざ言葉にせずとも、この聡い青年はその覚悟を持っていただろう。それを確かなものにしたくて、俺は敢えて言葉にする。

　シュウノの顔が今にも泣きそうに歪む。

　しかし小刻みに震えながらも表情を引き締め、俺の目へより強い視線をぶつけた。

「……承知して、おります。ディルワム様の強さを信じておりますが、もし苦戦の知らせを受けたとしても、陛下の元を離れて駆け付ける真似はしません」

「頼んだぞ。お前と俺のどちらが倒れても、この国は終わる。必ず耐えてみせろ」

　嗚咽を堪えるようにシュウノは唇を硬く結び、大きく頷いて意思を伝えてくる。荒れ狂っているだろう感情を抑え、真剣に俺と向き合おうとする姿に、思わず俺の頬が緩んだ。

「ここまで大きな危機など、以降はそう起きないだろう。戦も少なくなる。代わりにお前で熱くなるのも悪くないな」

「え……？　あの、それは――」

「俺に本気をぶつけさせろ。どこまでお前が耐えてくれるか、今から楽しみだ」

　まだ理解が追い付かず、困惑したままのシュウノの唇を喰らう。

　ねっとりと舌を絡め、湧き始めた熱と欲情を味わってから唇を離す。すると弾かれたようにシュウノが俺を追い、唇を喰い返してきた。

　俺に体のどこかを合わせ、絡み合う時、コイツはいつも全力だ。日頃の落ち着いた姿からは、誰もシュウノが秘めた激しさを想像できないだろう。

　人の頭に抱きついて、このまま己の中へと取り込むような口づけ。いっそ誘いに乗ってやりたいところだが、王の寝所でそうする訳にはいかない。

　もう終わるぞと言う代わりに、俺はシュウノの頭をなだめるように撫でる。繋がった唇越しにハッと息を引き、我に返った気配がした。

　名残惜しげに俺から腕と唇を離したシュウノへ、紅潮した顔を見つめながら笑いを向けた。

「事が終わるまで、お前との時間はおあずけだ。呆気なくやられて俺を落胆させるなよ」

　話しかけてもシュウノから反応がない。まさか目を開けたまま気絶でもしているのかと、眼前で手を振ってみると――ガシッ！　両手で俺の手を掴み取り、力の限り握ってきた。

「必ず乗り越えてみせます！……ディルワム様の期待を裏切りません」

「ああ。その意気でやってくれ」

「やっと貴方の心に手を伸ばせる……やっと……」

　俺を見つめるシュウノの目がギラついていく。

　本気で向き合わなければ、一気に俺のすべてを呑み込んでしまいそうな気配。足元の感覚が薄れ、背筋がざわついて仕方がない。

　今まで生きてきて、誰かに臆するなどコイツが初めてだ。死闘の中ですら心躍ることはあれど、臆するなど――。

　だからこそ興味が向いたのだろうと思う。互いに本気でぶつかり合った時、どんな交わりになるのか、果たしてシュウノは壊れずにいるのか試してみたかった。反面、未知の世界を恐れる自分もいた。







　すべては事が済んだ後の話。

　この日を境にして俺は国の大事へ注視した。






　宰相に隙を見せぬよう注意を払い、戦いの準備を進めていたが――話はそう甘くはなかった。
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　マクウス王が北の国からイメルドを連れ帰って間もなく。陛下の読み通りに三国同時に国が襲われた。

　俺は今回の戦いに一番意気込んでいるとされた西の国の軍と対峙するために、兵を率いて王城を出立した。

　数では劣るだろうとは予測がついていた。

　だが隊を編制し、配置し終えてすぐ。西側の奴らはこちらの部隊すべての人数を上回る数で隊を編制し、配置を合わせてきた。

　この時点で情報が洩れているのは分かった。

　それでも相手に進軍され、隊を動かさなければ負けてしまうと戦い始めてみれば、予め罠を仕掛けていたのだろう。次々と味方が落とし穴や、前もって草むらに隠れていた伏兵にやられ、うまく統制も取れずに苦戦を強いられた。

　俺が率いる隊は歴戦の猛者揃いで、俺を護りながら統制を崩さずに善戦していた。しかし俺の隊から離れた左右の隊は早々に崩れ、ただ狩られるだけの獲物の群れと化してしまった。

　元より数では不利だというのに、兵を削られ、手の内を暴かれ……となれば、いくら俺でもここを凌ぎ切ることは難しい。

　王城ではシュウノが踏み止まっているはず。それなのに俺が倒れるなど――。

　せめて俺の声が届かない所でも、兵士たちの心を奮い立たせて士気を上げ、周辺の隊をうまくまとめてくれる将がいれば挽回が叶うというのに。

　……ないことを望んでも意味がない。今この場にあるもので戦うことを考えねば。

　ここで諦めてしまえばすべてが終わる。

　俺が今の地位を手に入れられたのは、どんな不利な状況でも心折れずに踏み止まり、勝ちを重ねてきたからだ。イメルドを制した力も、死線を何度もくぐり抜けてきたからこそ身に着いたもの。

　この事態は嘆くべきことではない。むしろ俺をさらに強くする糧。喜ぶべきことだ。たとえ俺一人になろうとも、俺だけで残った奴らを蹴散らせばいいだけの話。西の軍隊は人数をとにかく集め、数の暴力でこちらを黙らせようという狙い。育成された質の良い兵ならまだしも、村人に武具を着けさせたような輩など、どれだけ束になってかかってきても俺の敵ではない。

　現状に悲観し、さらなる士気の低下を招かぬよう、俺は頭の中で自分を鼓舞していく。厳しい状況をよく理解してしまい、脂汗が滲む。だが口元は自然と笑っていた。

　国境の砦を捨て、一度後退して新たな拠点で体勢を立て直そうか――と考えていた最中、戦場で指揮を執る俺の元へ朗報が届いた。

「ディルワム様！　イメルド様が……っ」

「イメルドがどうした？」

「援軍に駆け付け、崩れていた隊を立て直し、反撃に出ております！」

　報告を受けた瞬間、俺の思考が固まる。それから目まぐるしく頭が動き出した。

　なぜイメルドが来た？　王の元へ向かうのではなかったのか？　同じ陣営になり、副官となったとしても、俺を毛嫌いしていたというのに。

　――見過ごせないほど俺の戦況が厳しいということか。

　思わず自分に失笑してしまう。こんな無様な姿を猛火の獅子に見せてしまうとは。イメルドがこの状況を聞きつけたということは、シュウノたちも報告を受けているかもしれない。

「フッ……互いに無事で終えられたなら、アイツに詫びを入れなくてはな」

　こちらへ駆け付けたい思いを必死で押し殺し、奮戦しているであろうシュウノが脳裏に浮かぶ。

　アイツの肌の熱さと、俺を求める瞳のギラつきを妙に恋しく思いながら、俺は「全軍、攻めに転じるぞ！」と伝令に告げる。

　そして俺は精鋭たちを集め、最前線へ向かう。

　つい一刻前よりも足並みが乱れた数だけの敵軍へ、俺は剣を抜き、黒の愛馬を走らせた。







　日が沈み、この日の戦いも終わりを迎えた。

　拠点の要塞へ戻り、早々に俺は作戦室で待たせていたイメルドに会いに行った。

「イメルド……まさかお前が駆け付けるとはな」

「……俺も、まさかお前を助ける日が来るとは思わなかった」

　俺の顔を見て、イメルドが苦笑しながら告げる。

　気持ちは分かる。俺も同感だ。イメルドに助けてもらう日が来るなど、思ってもみなかった。俺の背を預け、心おきなく戦うという夢は見ていたが。

　上官である俺が現れても席を立たず、副官というにはふてぶてしく無作法なイメルドの隣へ俺は腰かける。

「来てくれて助かった。こう率いる数が多いと、なかなか思うように動かせなくてな」

「それも織り込み済みで戦える人間だろ、お前は。苦戦の原因は内通者か？」

「こちらの兵数、作戦、全部筒抜けだ。この人数では裏切り者を探すことも難しい……だから予定外のイメルドが来てくれてありがたい」

　今は二人だけ――平穏な一日の終わりに、俺の屋敷でイメルドの報告を聞き、意見を交わす時と同じ空気が流れる。そのせいでずっと張り詰めていた心が緩み、素直に感謝と安堵の気持ちをイメルドへ見せてしまう。俺が上だと示すための強がりは、さすがに疲れてやる気が起きなかった。

　イメルドの援軍はありがたい。だが、優先すべきは俺ではない。

　お前の判断は浅慮ではないか？　と問うように、俺は目を細めてイメルドを睨みつける。

「……なぜ陛下の元へ向かわない？　今頃は宰相の私兵に囲まれ、苦戦しているはず。優先すべきは陛下ではないのか？」

「優先すべきだからこそ、だ。悔しいかな、異邦人である俺ではお前の代わりにはなれない。もしお前に何かあれば、この危機を乗り越えたとしても先はない」

　私情ではなく、先を見据えた上での判断――これができるからこそこの男は強い。

　陛下と絆を育むことで手に入れた強さ。捕らえた時よりも強くなっている。その姿にどうしても俺の心はざわつく。

　だがその瞬間、頭の中のシュウノが俺を睨んでくる。

　……ここにおらずとも俺を見張るか。

　思わずクッ、と俺の口から笑いが漏れてしまった。

「随分と俺を高く買ってくれているようで光栄だ。欲を言えば、陛下の都合を抜いて、俺を必要として欲しかったがな」

「……こんな事態の時まで戯言を言うな」

「戯言？　いつだって本気だぞ、俺は……お前のことに関してはな」

　自分の中に住み着いてしまったシュウノに睨まれ続けながら、俺は本音をイメルドへ晒す。

　答えは分かっている。だが、俺の中で今まで抱えていたものを降ろし、新たな想いを抱え直すためには必要なことだった。

「今すぐにでもお前を喰らい、何度でも味わいたい――捕らえた時から、ずっと焦がれている」

「それだけは全力で拒絶させてもらうぞ。いくらお前に大きな借りがあったとしても……俺が身を捧げるのは陛下だけ」

「分かっている、だから抑えてきたんだ。陛下を傷つけ、激昂させる真似は――」

　まったく隙間のないイメルドの心を実感しながら、俺たちは互いに本音を交わし合っていく。

　表向きの立場はあるが、俺たちの間はどこまでも対等なまま。この関係が悪くないと思えるようになったのは、シュウノのおかげだ。

　自分ですら持て余す昂りを、アイツがすべて受け止めてくれるから――と考えていた時、

「……いい加減俺を狙うのは諦めて、別の奴を見ろ。例えばシュウノとか。一途に想い続けているぞ、彼は」

　イメルドの口からシュウノとのことを勧められ、思わず俺の頬が引きつった。

　シュウノにとってイメルドは武術の師だ。そんな人間に俺への想いを隠さず見せ続けて、師に勧めさせるとは……アイツ、本当に俺のことになると容赦がないな。

　今までは逃げる獲物を追い続けてきたが、これからは追い駆けてくる奴を真っ向から受け止めなくてはいけないのかと思うと、俺は頭を抱えていた。

「うう……体の相性は悪くないんだがな……俺の下になるだけでは足りないらしいからな。そっちは勘弁してもらいたいんだ」

　思わず言うつもりのなかった本音が漏れてしまう。

　ずっとアイツからギラついた目を向けられる度、覚えていた背中のざわつき――俺が獲物と見られることに、驚愕と恐れを感じていた。

　誰かを喰うことしか頭にはなかった。こんな図体が大きく、厳つい顔の筋肉男を、誰が喰いたいと思う？　シュウノが俺に抱く欲情は、野ウサギが群れを束ねる勇猛な獅子を喰いたいと思っているようなもの。普通ならあり得ない。

　……まあ普通ではないからこそ飽きずにいられる。どれだけ抱いても緊張感を伴うというのは、刺激的でクセになる。

　もうシュウノ以外で満足できない体になっていることを自覚して、俺は苦笑するしかなかった。

「あまり無様なことをしていたら、シュウノに愛想を尽かされるな。それは俺としても面白くない。早く敵を追い払い、戻ってやらんとな」

　アイツを抱くことはもちろん、顔を見ることも、すべてを終えなければ叶わない。俺の想いを告げることも――。

　俺は強欲だ。欲しいものは全部手に入れる。得たものは埃のかけらほどであっても失いたくない。

　沸き上がる昂りを戦意へと変えながら、俺はイメルドへ告げる。

「イメルド、明日だけ陛下からお前を借り受けるぞ。少し立て直した後は俺がどうにかするから、お前は陛下の元へ急げ」

「悪いがそうさせてもらう。陛下が心配だ。今頃は籠城戦で疲弊していると思うと――」

「お前を待たず攻めに出ているかもしれんぞ。陛下は待つより、攻めの道を探るお方だ」

　マクウス陛下――初めて遊戯盤を挟んで向き合った時から、攻めの資質を持っていた。それを俺は盤で相手しながら磨いていった。勝ちを待つ王など面白くなければ、いざという時に踏み止まれない。今回がいい例だ。

　俺の指摘にイメルドが頷いた。

「そうだったな。早く駆け付け、加勢せねば」

「頼んだぞ。お前の強さと陛下への想い、信じている」

　自然に俺の腕が上がり、イメルドへ向けて拳を作る。

　俺が見込んだ強者。目的が同じならば、これほど頼もしい存在はいない。

　陛下と同じく、俺もお前に信を預ける――その意図を汲んでくれたのか、イメルドは同じように拳を作り、俺の拳へと当ててくれた。

「守り抜くぞ。陛下と国を」

　イメルドの真剣な決意に、俺は「ああ」と答える。

　まだ劣勢ではある。しかし勝ちの目がはっきりと見えた気がして、自然と俺の口端が引き上がっていた。







　翌日、イメルドは半日ほど俺から借りた兵たちを動かし、戦況を有利に動かしてくれた。

　おかげで形勢は逆転し、予定よりも早くイメルドを城へ送り出すことができた。







　そして数日後に俺の元へ知らせが届く。

　陛下が宰相エケミルを討ち、すべてが終わったということを――。
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　シュウノが陛下のフリをしていた時から、ずっと交わらずにいた。

　その反動で再会したその日の夜から、喰らわずにはいられなかった。







「――ぁ、あァ……ッ、ディルワムさ……ァァ――ッ」

　連日の激戦の疲れが癒えていないと分かっていても、労うことを忘れて俺はシュウノの中を攻めた。

　長く交わることになると分かっていたようで、事前にシュウノは滑りを良くする軟膏をたっぷりと塗り込み、俺が服を剥いでやった時には既に準備は整っていた。シュウノも俺と抱き合う時が待ち遠しくて仕方なかったらしい。

　グチュッ、グチュッ、と俺が腰を揺らす度に淫らな音が部屋に響く。その度に快感を得ているのか、シュウノの中は締まり、溺れまいと俺にしがみついてくる。

　他に見せる冷静な顔とは真逆の、熱と快楽に浮かされるその様が愛おしくて、俺はさらに奥へと昂りを押し付け、深い所を小刻みに突いてやる。シュウノが悦ぶ刺激。久しぶりの交わりは、いつになくシュウノから堪え性を消していた。

「はっ、あ、ぁぁっ、もっと、ディルワムさまぁ……っ、あッ、あァァ……ッッ！」

　自らも腰を振り、大きく激しい脈動をシュウノの中に生み出す。その極上のうねりに引き込まれるように、俺も高まった快感を放ち、禁欲で濃くなった精を注ぎ込む。

　ハァ、ハァ、と互いの乱れた息遣いに合わせ、快楽の脈動をともに味わう。

　少しずつ落ち着きを取り戻し、シュウノの体から力が抜けた頃に、俺は寝台へと体を横たえる。隣で汗だくになりながら、ぼんやりと俺を見つめる目と合い、思わず笑いが零れた。

「ハハ……お前も強請るようになったな、シュウノ。この二年で見違えるほど淫らな体になったもんだ」

「……駄目、ですか？」

「いいや。気持ち良さそうな奴を弄り倒すのは面白いからな。もっと素直になればいい」

　言いながら俺はシュウノの髪をゆっくりと梳いてやる。ビクッと小さく跳ねた後、嬉しそうに目を細め、感じ入る吐息を吐き出した。

　俺から与えられる感触を、微塵も逃さず取り込もうとするシュウノの貪欲さが垣間見える。すべてを俺に差し出しながら、己の中へ俺という存在を詰め込みたがるコイツは脅威に思えてしまう。

　いつもならシュウノを抱き潰し、夜を越してしまうのだが――休息を挟み、身動きが取れるようになったシュウノが、俺に手を伸ばしてくる。

「ディルワム様……お顔に触れてもよろしいですか？」

「……ああ、好きにしろ」

　律儀に確認などしなくとも良いのに、と内心苦笑する俺の顔を、シュウノはまじまじと見つめながら触れた。

「お顔の傷痕が増えていないようで何よりです。苦戦の報せを受けた時は、どうなるかと思いましたが……」

「心配させたな。お前もよく自分の立場を貫き、王を護り通した……強くなったな」

　顔だけ見れば、成人しても武人らしくない美貌のまま。しかし剣の腕は部下の中では三本の指に入るまでに成長し、戦いの最中の視野も広い。そして何より籠城戦を乗り切ったという結果を得た――戦いが起きることを先読みし、事前に準備をし、兵の中でも手練れを置いていたという有利さはある。それでもネフ姫を含む侍女たちまで守り抜き、王の勝利へ大きく貢献したというのは事実だ。その武勇伝は既に城内に知れ渡り、城外でも噂が立ち始めている。

　力だけならば、まだまだコイツは俺に敵わない。

　だが今回の戦いにおいて、シュウノは明らかに俺よりも己の役目を果たした。俺はイメルドの援護がなければ、今頃は国の領土を失っていた――下手すれば西側の半分を、ごっそり奪われていたかもしれない。

　何より俺の苦戦は、シュウノの負担になっていただろう。本当ならば憂いなく戦いに集中させてやるのが、上に立つ者の義務だというのに。

　間違いなくこの戦いだけならば、シュウノは俺を超えたと認めざるを得ない。果敢に攻めるよりも、守りのほうが難しいものだ。絶対に負けてはならないのだから――。

「なあ、シュウノ」

「はい……なんでしょうか、ディルワム様？」

　コイツの酔狂な願いを受け入れるだけの理由はあるというのに、いざそれを伝えようと思うと言葉が出てこない。

　俺は何を恐れている？

　身を預け、喰われるだけの獲物になることが怖いのか？

　強者は喰らい、弱者は喰われる。ずっとそう思いながら生きてきたが――俺に散々食い散らかされたコイツは、どう見ても弱者じゃない。喰われることを糧にし、俺を丸呑みできる力を蓄え続けてきた強者だ。

　それに陛下を全身で受け止めてきたイメルドも、どれだけ体を重ねても強者のままだ。むしろ陛下の寵愛を受ける前よりも今のほうが、明らかに強さを増している。

　彼らは強い――ならば俺もコイツを受け入れた時、強さの深みが増すのだろうか？

　俺の中で未知への不安よりも、その先に見える強さを知りたいという思いが強まった瞬間、ようやく話を切り出すことができた。

「……結果を出したお前への褒美だ。俺を好きにしていいぞ」

　まだ事後の余韻を残して蕩けていたシュウノの目が、カッと力強く見開かれる。

　そして慌てて飛び起きると、仰向いたまま気恥ずかしさで瞳を泳がせる俺をのぞき込む。

「よ、よろしいのですか？」

「あれだけやって、まだそんなに元気なのか……若いな」

「元気も何も、今までずっと望み続けていたことが叶うのですよ？　このまま余韻に惚けてなどいられません！」

　顔はそこらの美女よりも整って、雄々しい欲とは無縁のようなのに、シュウノの目が今までにないギラつきを見せる。ああ、コイツも立派な雄なのだと改めて気づいてしまう。

　俺の気が変わらぬ内にと急いだのか、シュウノが俺に覆い被さり、荒々しい口づけを交わしてくる。いつもと上下が入れ替わっただけなのに、なぜこうも余裕がなくなるんだと笑いが込み上げてきた。

「ん……ふぅ……っ、こらシュウノ、落ち着け。そんなにがっつかれたら笑いしか出てこないぞ。雰囲気を作れ。そういうのはお前のほうが得意だろうが」

　クシャクシャと頭を撫で回してやれば、瞬く間にシュウノの顔が真っ赤に染まり、困ったように眉根を寄せる。

「すみません……嬉しくて、つい。頭の中では何度もこの日を想像して、ディルワム様に悦んで頂けるよう、優しく丁寧に準備を――」

「俺を相手にそんな柔な扱いはするな。もっと雑でいい」

「そうはいきません。私にしてみれば、神を抱くようなもの……ディルワム様の尊く美しいお体を、雑に扱うなどできません」

　……今、俺に当てはまらないことを言わなかったか？

　一瞬それが俺を指していると思わず首を傾げる。そして内容を理解し、シュウノに向けて顔をしかめてしまった。

「シュウノの目はかなりおかしなことになっているな……こんな傷痕だらけな筋肉の塊を、どう見れば美しいと思えるんだ？　お前のような見た目と体が美しいのであって、俺はせいぜい歪な岩だろ」

「ご自分の体をそんな風に思われていたなんて……ディルワム様は美しいです。この手も、腕も、首筋も、胸も――」

　言いながら口にした部分へ、シュウノが唇を落としていく。こそばゆさと落ち着かなさで、背筋がひどくざわついてしまう。

　おもむろにシュウノの細長い手が俺の腹部を滑る。反射で小さく体が跳ねた俺を見下ろし、鋭い目を細めて愛おしさを溢す。

「この血路を切り開いてこられた尊いお体を、無粋な岩になど称えないで下さい。確かにどこを撫でたとしても、筋肉の盛り上がりが幾重にもあり、なだらかな箇所はございません。しかし無駄なく鍛え上げられ、武神のごとき力を宿された……私には貴方の動きひとつひとつから覇気の輝きが飛び散り、眩しく見えます」

「……っ、そ、それ以上は言うな。落ち着かん。お前の気持ちはよく分かったから――」

「ディルワム様のお体は、この世に二つとない、金色の光を自ら放つ巨大な輝石の結晶です。どうかそのことをご自覚下さい」

　羞恥に耐え切れず言葉を制そうとした俺を、シュウノは無視して告げてくる。俺相手にそんな例えを出してくる奴など、今までいなかった。そもそも考えたことがなかった。体を何度も暴き、快楽を共有し、すべてを知り尽くしたと思っていた眼前の青年が、唐突に未知の存在に見えてしまう。

　あれだけ夢中になって貪ってきたというのに、俺はただ分かった気になっていただけなのか――今まで本気で向き合うことを避けてきた自分の愚かさに気づき、己に苛立ちを覚える。

　シュウノの言葉をすんなりとは受け入れられないが、ずっと見ないようにしていたコイツの想いと向き合う覚悟を決める。

　泳いでいた視線をシュウノの熱い眼差しに定め、俺は全身の力を抜いた。

「好きにしろと言い出したのは俺だ。お前が真にそう思っているなら俺は何も言うまい……が、ここまで稀有な見方ができるとはな」

「皆、見る目がないのですよ。ディルワム様の表の強さばかりに目を向け、その本質を見ようとはしないのですから」

　ぼやきながらシュウノは俺の手をそっと掴み、指を一本ずつ唇で挟み、舌を絡ませて愛でてくる。ずっと口端が引き上がったままで、心底喜んでいるのが分かる。

　俺は奪うことでしか喜びを得たことがない。だからこうして与えられると、嬉しさよりも違和感のほうが大きい。

　やはり丁寧に扱われるのは性に合わない。あのまま引き止めず、余裕なくがっつかれたほうがマシだった。

　次からはそうしてやろうと考えていると、シュウノが枕元に手を伸ばし、白くて小さな陶器製の軟膏入れを摘まむ。いつも繋がる際に使っている茶色い容器とは違う。

　白百合の模様が描かれた蓋を開け、白濁の軟膏を指ですくい取りながらシュウノが教えてくれる。

「少しでもディルワム様に負担をかけぬよう、初心者用の軟膏を用意しました。これを塗り込むことで早く中が弛緩し、挿入時の痛みを和らげる効果があります。どうか心配なさらないで下さい」

「待て……お前、いつの間に用意した？」

「いつ好機が巡ってくるか分かりませんから、ディルワム様と今の関係を持つようになった翌日から用意し、常に枕の陰や衣服に忍ばせておりました」

　それはもう迷いなく、清々しいシュウノの答えっぷりに俺は目を丸くする。

　初めて手を出した時、俺を超えたら抱くことを許してやる、といったやり取りを交わした覚えはある。だが、俺はしばらくそれを本気に考えていなかった。

　用意周到なシュウノから、改めてコイツの本気を思い知る。

　軟膏をすくった指が俺の無知な腰へと伸ばされ、一瞬身を強張らせてしまう。こちらの動揺を察したシュウノが、硬く閉じた肉門を揉み解しながら口づけを交わし、耳元で優しく囁いてくる。

「私に身を委ねて下さい。いつも自分の準備で慣れております……どこが好くて、どうすれば快感を重ねることができるのか、熟知しておりますから」

　散々コイツの中へ詰め込んで貫いてを繰り返してきた相手として、その発言が頼もしい反面、前はこうじゃなかったよな……と変えてしまったことへの罪悪感がわずかに滲む。

　内も外も俺しか知らない体になるのかと思うと、不憫になってくる。それでも拒む気にならないのだから、俺も大概だ。

　一瞬でも我に返るな。俺に酔ったまま、俺以外の道をすべて断ってしまえ。そのためなら中に招いて、他の誰も知らない俺を教えてやる。こんな良い年した可愛さの欠片もない男を抱くんだ。忘れたくても忘れようがないだろう。

　俺から首を伸ばして唇を合わせ、早くしろと煽るように舌を睦ませる。それに応えるようにシュウノの指先は、自分ですら知らぬ秘所へと沈んだ。

「……ぅ……」

　入り口だけでも違和感と圧迫感で、ぶわっ、と脂汗が吹き出す。思わず低く唸った俺の様子を察し、シュウノがわずかに顔を上げ、あやすように頬へ唇を送る。

「ゆっくり、深く呼吸して下さい……大丈夫です。一度中へ招き入れると、次第に慣れてきますから――」

　本当にそうなのか？　と半信半疑のまま、俺は言われた通りの呼吸を繰り返す。確かに始めは異物感しかなかったが、すぐに馴染み、中にあるのかないのかはっきりしない、ぼやけた感覚が訪れる。指がもう一本増えれば、また違和感を覚え、馴染んで――気づけばシュウノの指を、俺の体は三本も咥え込んでしまった。

　軟膏とシュウノの気遣いのおかげか痛みはない。感覚が麻痺しているのか、快とも不快とも取れない。だが心はもっと俺の中をコイツで詰めて、繋がっているという実感を味わいたくなってくる。

　じれったくてたまらない。俺は思わずシュウノの顔を見上げ、恥ずかしげもなく訴えた。

「もう、いいだろ？　早く挿れろ」

「駄目ですよ。傷つかぬよう丁寧に解し、柔らかくしなければ」

「待たされるのは性に合わん……早くお前を感じてみたい」

　ツゥ、と人差し指でシュウノの顎をひと撫でする。俺と視線を合わせた瞬間に笑ってみせれば、汗ばんだ喉がゴクリと鳴った。

　シュウノはゆっくりと指を抜き、無言で俺の脚を開く。そして間に体を割り入れると、硬直して長さが増した熱棒を俺に挿し込んだ。

「ふ……ッ……これ、は……クる、な」

「苦しくないですか？　辛いようでしたら、どうか無理せずに――」

「いい……息苦しいが、面白い」

　自分ではないものが埋まっていく感触は、違和感の塊でしかない。確かにこれは苦痛の類だ。呼吸もままならない。

　しかし気分は良い。今まで誰もついて来れなかった俺を捕らえ、どこにも行かせまいとしがみつかれているような感覚。俺から捕らえずとも、自ら捕らわれに来てくれることが、どうしようもなく嬉しくて気持ちが浮かれていく。

　シュウノのものは俺に比べて太さはないが、長さは勝っている。それがゆっくりと根本まで俺の中へと沈んだ時、笑いが込み上げて止まらなかった。

「なんだ、これは……ハハ……入るものだな。ジッとされているだけでも熱い。奇妙なものだ」

「少し、このままで……私のものを馴染ませた後、ゆっくりと動いて参りますので……」

「動いてくれ。そのほうがお前に抱かれていると体が理解する……教えろ。お前の熱情を……想いを……俺を満たせ」

　俺から腰を揺らしてみれば、シュウノの息が詰まり、体が跳ねる。整った顔が、俺に抱かれて見せる時のように甘く歪む。どうやら俺で感じてくれたらしい。

　そうか、こうやって与えることもできるのか。そして――ああ、シュウノの腰が揺れ出す。俺に熱と快楽を与えようとしてくる。

　体の奥がどんどん疼き、火照りを覚えていく。それが気持ち良いことなのか分からないが、

「ハ……っ……ぁ……」

　シュウノの息が弾み、乱れていく様が楽しくて胸が躍る。俺を深々と咥えながら、上になって自ら腰を振ることは何度もさせてきたが、それとはまた違う反応だ。

　いつもの快楽に溺れて喘ぐ姿ではなく、どこまでも深く俺の中へと沈もうと、息継ぎを堪えるかのような表情。耐えて、耐えて、俺の最深で熱を放ち、想いを確実に届けようとしている――そんな必死な顔に見えてくる。

　少しでも俺が動き、貪り付いてくる唇と舌に応え、吐息を吹きかければ、シュウノが悦びを滲ませる。中はさらに昂り、悩ましくも甘い吐息を返し、瞳が歓喜で潤む。それでも目に宿したギラつきは治まるどころか、より強い輝きを見せ、俺は間近で欲望の塊をぶつけられていく。

　初めて見るシュウノの一面。しかも互いを味わうごとに変わっていくのが見て取れる。俺に苦しい思いをさせまいとする遠慮が、俺をもっと寄こせというワガママに塗り替えられ、悦びに満ちて――無邪気な子供に戻っていやがる。孤児院育ちで、小さい頃から大人びた姿しか見せてこなかったあのシュウノが。

　こざかしい理性が崩れ、焼け付きそうなほど熱くなる胸の奥に、柔らかな温かさが灯る。敵を打ち払い、力だけでのし上がってきた俺らしくないもの。気を抜けば壊すことしかできない俺が、シュウノを優しく包み込んで、好きなように暴れさせてやりたいという気になっていく。

　抱こうが抱かれようが、俺に本気をぶつけ続けてきたシュウノを愛してやりたいという気持ちはある。だが、愛おしさが溢れて止まらない、ということは抱いている時にはなかった。

　これは本当に俺なのか？　と頭の片隅で戸惑ってしまう。

　それ以上に変わっていくシュウノも俺も興味深くて、面白くて、心の快感と高揚が際限なく膨らんでいく。受け入れる側になるというのは、どこか屈服させられている気分になるものだと思っていたが――相手がコイツだからだろう。どこまでも気分良くなれる。

「ふ……ぅ……イイか、俺の中は？」

　俺から手を伸ばし、シュウノの両頬を挟みながら顔を引き寄せれば、整った顔が幸せそうに笑顔で歪む。

「はい……っ、このまま溶けて、ずっと中に留まりたくなります……ハァ……っ」

「それは俺が面白くない。もっと動いて、俺に教えろ……っ。シュウノのことも、奥で覚える快楽も、何もかも全部――くれることを惜しむなよ？　貰うだけお前を愛したくなる」

　素直な声を告げてやれば、シュウノの瞳が歓喜に潤む。そして弾かれたように首を伸ばし、より深く繋がりながら俺の唇を食い散らかす。

　揺らされていく内に、むず痒さとは違う妙な感覚を体の奥が覚え始める。勘弁してくれ、と逃げ出したくなるこそばゆさと、もっと与えてくれとせがみたくなる快さ。勝手に息は乱れ、思うように口を開くことができない。

「ぁ、ア……ッ……なんだ、この変な声は……ハハ、萎えるだろ？」

「まさか。興奮します……っ……私で感じて下さるなんて……あぁ……ディルワム、さま……ッ」

　シュウノの腰が小刻みに揺れ出す。そろそろ限界が近いと分かった途端、俺の奥に溜められた疼きが脈打ち、コイツのすべてを取り込みたい衝動が込み上げる。

　思わず俺よりも小柄な体にしがみつき、脚をシュウノの腰に絡めて抱えてしまう。逃げ場なく奥を刺激され、目の前が白黒に点滅する。

　熱い。頭の中が焼き付いて、何も考えられなくなる。

　ただ全身でシュウノをどこまでも感じ、昇り詰めていく――立場も、年の差も、肉体すらもない。互いに積み重ねてきた感覚の塊だけが、俺たちのすべてになっていた。

「ディルワムさま……ぁ……ディルワム、さまぁ……ッッ！」

　俺の名を掠れた声で呼びながら、シュウノは俺の最深に昂りを押し付けながら、急に体を強張らせる。

　かすかな熱を体の奥で感じた直後、全身がざわつき、あらゆる感覚が俺から一斉に吹き出す。苦しいような、気持ちいいような、訳が分からない感覚。思わずシュウノを抱く腕に力を入れ、この感覚に呑まれまいとしがみつき続けた。

　目を固く閉じ、しばらく暗い世界の中、シュウノの脈動と息遣いに感じ入る。

　そして――ギュッ。シュウノが俺を抱き締めた。

「はぁ……はぁ……すみ、ません……途中から、何も考えられませんでした……大丈夫ですか、ディルワム様……？」

　いつものシュウノが戻ってきた。遠慮と敬意で本質を包み隠した、俺が慣れ親しんだシュウノ。なぜか少し残念な気がしてしまう。

　どうやら俺に身を捧げるシュウノも、俺をすべて奪いたがるシュウノも俺は好きになれたらしい。

「大丈夫だ。いつもと違う目線も、また面白い――」

　俺は息をつきながら頭を枕へ沈め、脱力しながらシュウノの顔を見る。

　――俺の味を覚えたシュウノの顔に、雄の凛々しさが宿っていた。

　変わるもんだな……と感心した直後。俺の胸奥が脈打ち、限度を見失った欲が騒ぎ出す。

　ガシッ！　俺の中から半勃ちのものを抜き、離れようとしたシュウノの腕を、俺は無言で捕まえる。

「デ、ディルワム様？」

「……かせろ」

「え？　今なんと――」

　勢いよくシュウノを引っ張り倒し、すかさず俺は覆い被さった。

「抱かせろ、シュウノ。俺で男になったお前の味を知りたい」

「少し、お待ち下さいっ。体の準備がまだ――」

「俺に啼かされながら準備しろ。お前をもっと愛したい」

　鼻先が触れ合うほどに顔を近づけワガママをぶつければ、シュウノの顔があっという間に赤く染まる。

　達したばかりの気だるさよりも、喜びのほうが上回ったのだろう。シュウノは満面の笑みで「はい……っ」と答え、俺の首へとしがみつく。

　本気を出すことが許される――その歓喜に胸を沸かせながら、俺はシュウノの唇へ剥き出しの熱情をぶつけた。
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　スペシャルストーリー　　月下の宴













　宰相エケミルの謀反が失敗に終わった後、しばらく王宮は誰もがせわしなかった。

　長年国を取りまとめていたエケミルがいなくなり、誰が政を仕切るのかという論争はいつまでも続いた。そんな中でもマクウス様が場を仕切り、褒美も兼ねて宰相としての素質を備えたアグイロスを選んだ。

　二人とも目が回りそうなほどの忙しさだった。

　ネフや侍女たちも、ひどく荒れてしまった後宮を片付け、きれいにすることで精いっぱい。

　俺は聖火の獅子として、未だ小競り合いのある国境へ行き、剣を振るって場を鎮めることに集中した。

　だから落ち着いて話ができるようになったのは、マクウス様との婚姻の儀式から一か月ほどが経っていた――。




　満月が美しい夜。

　公務を終えた俺は、身を清めてから後宮の中庭に足を踏み入れる。

　いつもは静まり返っている後宮の庭だが、今夜は穏やかな賑わいに包まれていた。ふと俺はポツリと呟く。

「もう宴が始まっていたか」

　マクウス様が無事に王宮を取り戻し、俺を伴侶として迎えたことを仲間内で祝う宴。見知った顔ばかりが並び、思わず口元が綻んだ。

「来たかイメルド。早く飲め。俺の腹にすべて収まる前にな」

　木の下で酒瓶を抱えたディルワムは杯に移さず、豪快に直接口をつけて酒を楽しんでいる。俺は冷ややかに見つめた。

「加減を知れ、ディルワム。酒豪のお前に付き合ってられん」

「それには激しく同意いたします、イメルド様。いくら喜ばしい宴の席とはいえ、ディルワム様は少し自重されて下さい」

　ディルワムの隣で丁寧に杯を持ち、上品に酒を嗜たしなんでいたシュウノが小刻みに頷き、ディルワムに非難の眼差しを向ける。将軍と副官という上下関係だが、恋人でもある二人のやり取りは心の近さが感じられる。

　安心してディルワムはシュウノに任せ、俺はマクウス様の姿を探す。キョロキョロする俺に気づいたネフが、小走りに近づいてきた。

「マクウス陛下は先ほど席を立たれ、間もなく戻られます。それまでこちらにどうぞ」

　ネフが指し示したのは、よくマクウス様が剣を素振りしていた所。背もたれのない木の椅子があり、俺はゆっくりと腰かける。

　すぐにネフは俺に杯を渡し、酒を注いでくれる。芳醇な香りの葡萄酒。忙しさで酒を楽しむ余裕もなかったことを思い出し、俺は小さく息をついた。

「ありがとう、ネフ。お互いに苦労したな」

「そんな……私の苦労など、イメルド様や陛下の足元にも及びません」

「苦労の種類が違うだけだ。どっちが軽いというものではないだろ。これからも陛下を支えていって欲しい」

「もちろんです。それが私の喜びですから」

　初めて会った時は、自信なさげな地味な娘だったのに。今はしっかりと前を向いて、心から笑っている。良い笑顔を見せるようになったと心の中で頷いていると、

「イメルド様、お疲れ様です」

　ネフの隣にアグイロスが並び、さりげなくネフの手から酒瓶を取ってしまう。宰相という立場になっても、この男の行動は以前と変わらない。

「今日のこの日のために、執務を前倒しして頑張りましたよ。他ならぬ陛下の頼みでなければ、無駄なことだと一蹴していたでしょうが」

「すまないな、アグイロス。マクウス陛下の滅多にないワガママだ。調整してくれて感謝する」

　軽く杯を持ち上げてから、俺は酒をひと口含む。ほのかな酸味と苦み、豊かな香りを味わってから喉に流し込むと、腹の底が熱くなった。

　そのまましばらく談笑しながら、マクウス様が戻られるのを待ち遠しく思う。

　今までマクウス様と酒を酌くみ交わしたことはない。忙しいゆえに二人で過ごす時間は限られてしまう。だから酒よりも肌の重ね合いを選んでいた。それも明日に響かぬようにと加減していることもあり、陛下は不満そうにすることもあるが。

　前に俺の祖国のトゥザス王とマクウス様が酒を酌み交わしたことがある。本人も多少は嗜めると言っていたが、どれだけ飲まれるのだろうか？　酒の飲み方を教えておいたほうが良かっただろうか？　もう立派な王になったことは分かっているのに、どうしても昔の薄弱さが頭から離れず、いらぬ心配をしてしまう。

　ネフとアグイロスは苦楽を共にした戦友みたいなもの。昔話に花を咲かせている中――ギュウッ、と背後から抱きつかれた。

　振り返らずとも、陽だまりのような匂いと伝わってくる筋肉の付き方で、相手が誰かはわかった。

「イメルド……っ！」

「マ、マクウス様？　いきなりどうされましたか？」

「早く来て欲しくてたまらなかったのだ。やはり私の隣にはイメルドがいなければ」

　言いながらマクウス様が俺の頭に抱きつき、頬ずりしてくる。

　……待て。これは明らかにいつもとは違う。

　慌てて振り返ってマクウス様を見れば、顔を赤くしながらとろけた笑顔を見せていた。いつもは凛々しく聡明な顔つきで、人柄通りの優しさも併あわせ持っている。しかし、こんな感情を表に出した顔は公では見せない。俺を存分に抱いている時ぐらいだ。

　もうこんなに酔っぱらっているとは。どうなっているんだ？

　さらに抱きついてくる陛下を受け止めながら周りを見渡した時、ふとザワトと視線が合い、サッと目を逸らされる。

　何をやらかしたんだ、と目を据わらせて睨みつけていると、ザワトは苦笑しながら白状してくれた。

「ごめんなさい、イメルド様ー！　さっき陛下に強いお酒を飲ませちゃいました」

「何をしてくれているんだザワト！」

「イメルド様が好きなお酒はどれかって聞かれたから、ちょうど手元にあってお渡ししたんです。そしたら顔が真っ赤になって、こんなことに……」

　確かに俺は葡萄酒よりも強い酒を好んでいるが、まさかマクウス様がこんなに酔われてしまうとは。

　どうしたものかと考えていると、ディルワムの笑い声が聞こえてきた。

「ハハハッ、こいつはいいつまみになる。陛下、皆の者に仲睦まじい姿を見せて、これからの安泰を約束して下さいませ」

　煽るなディルワム！　二人きりの時はともかく、こういうことは見せつけるものじゃない。俺を辱はずかしめて酒のつまみにするなど、やはりこの男は悪趣味だ。

　いくら宴の席でも悪ノリは控えてもらおう、と言いかけた俺の頬を、マクウス様が両手で挟む。

「愛している、イメルド。未だにイメルドを私の隣に迎えられたなんて、信じられない……どうか永遠に私とともに歩いて欲しい」

　マクウス様の想いをぶつけられて、思わず胸がいっぱいになってしまう。そして見惚れて隙だらけの俺の唇は、容赦なく貪られてしまった。

「……っ……ン……」

　やんわりと口づけを止めようとするが、力が抜けて拒めない。もうこうなったら気が済むまでやらせてしまおうと割り切り、されるがままになる。

　酒で火照ほてった舌に口内を弄られながら、周囲から視線が集まってくるのを感じてしまう。恥ずかしいなんてものじゃない。このまま全身から火が出て消し炭になりそうだ。

　なかなか終わらない唇の交わりを見て、向こうからディルワムの笑い声が聞こえてきた。

「良いですなあ！　せっかくですから、いつもどのように獅子を愛でられるのか見せて頂こう」

　これ以上煽らないでくれ。マクウス様の舌の動きが艶めかしくなったじゃないか。酔いに任せて押し倒されては、明日から俺もマクウス様も恥ずかしさで外を歩けなくなるではないか。

　頼むから誰かディルワムの口を塞いでくれ――その心の底からの願いを、シュウノが叶えてくれた。

「ディルワム様っ、私というものがありながら……まだイメルド様に未練がおありなのですね！」

「いや、違う。落ち着けシュウノ。俺はこの場を盛り上げようと思って言っているだけで、もう未練は――」

「ないとは言わせませんよ。本当になかったのなら、イメルド様よりも私を弄られたでしょうに。いつまで経っても貴方はイメルド様が好きなのですよ」

　ただの思い込みで重ねられる嫉妬全開の言葉に、あのディルワムがたじろいている。少し前まではシュウノがディルワムに振り回されてばかりだったというのに。

　ようやく唇が解放された俺は、マクウス様に頭を抱き締められながらディルワムたちを見る。ついさっき俺がされたように、今度はディルワムがシュウノに熱烈な口づけを見舞っていた。

　ああ酔ってるな、シュウノの奴。酒が入るとこうなってしまうのか。マクウス様もそうだが、感極まりやすくなって暴走してしまうのは厄介だ。

　互いの無事と今までの苦難を労うための宴のはずなのに、いつの間にか酔い任せに想いを全力投球される妙な場になっている。参加している侍女たちや兵士たちが戸惑う中、不意にアグイロスがネフを抱き締めた。

「ア、アグイロス様！」

　驚くネフに笑いかけながら、アグイロスはさらに深く抱き込む。

「ようやく心置きなく愛しい人を愛せるようになったんです。愛の大きさでは負ける気はしませんよ」

「おい、お前まで酔ったのかアグイロス!?」

　赤面してされるがままのネフに代わって、俺がアグイロスに突っ込んでしまう。だが、

「酔ってはいません。素面しらふです」

　平然とそう言い切られ、俺の頬が引きつる。酒ではなくで、マクウス様とシュウノにあてられて場に酔っていないか？　ますます厄介だ。

　収拾がつかなくなったかと思いきや、

「ネフ様ーっ！」

「ずっと好きでしたものね！　幸せそうで私たちも嬉しいです！」

　後宮のまとめ役であるネフが宰相アグイロスに愛されるという展開に、侍女たちから歓声が上がり、宴は妙な一体感に包まれる。

　兵士たちはというと、

「シュウノ様ーっ！」

「ずっと好きだったもんな！　絶対に離さないでくれよ！」

「一生頑張ってくれ！　俺たちの心と体の平和はシュウノにかかってるんだ！」

　シュウノがしっかりディルワムを捕まえているおかげで、尻を狙われなくなったことに歓喜していた。よく見れば涙を浮かべて喜んでいる者までいる。

　こんなに伸びやかな宴は初めてで、思わず俺は吹き出した。

「どうかしたのか、イメルド？」

「いえ……平和は良いものだと思いまして」

　これからも気が抜けない日々が続くことは分かっている。しかし、それでも肩の力を抜いて心から今を楽しめることが嬉しくて仕方ない。

　周りがそれぞれ騒がしく楽しんでいることを確かめてから、俺はマクウス様の背に手を回し、耳に軽く口づけながら囁いた。

「……心から愛しています、マクウス様」

　一瞬、マクウス様の体が固まる。

　そして息を詰まらせながら、俺を抱き締める腕をさらに強めた。




　　　◇◇◇




　宴を終えて寝所に向かう頃には、俺たちの体から酒気は完全に抜けていた。

　寝台に腰かけてうな垂れるマクウス様に、俺は杯に入れた水を差し出す。

「マクウス様、眠る前にこちらを飲まれて下さい。でなれば明日は頭痛で苦しむことになるかもしれませんから」

「あ、ああ、すまない。わざわざありがとう」

　顔を上げて俺から杯を受け取ると、マクウス様はゆっくりと飲み干していく。

　ごくん、と喉を大きく鳴らした後、マクウス様の口から大きなため息が零れた。

「……イメルドの前で、あんな醜態を見せてしまうとは」

　正式な婚姻を結んでから、ずっと王として威厳のある姿を保ち続けていたマクウス様。寝所でも俺を包み込もうとする言動ばかりだったが、久しぶりに本音と隙が覗いて、思わず俺の顔が綻んでしまう。

「強い酒をいきなり飲んでしまうと、早く酔ってしまうものです。酒はゆっくりと嗜むもの。特に強い酒ならば、なおさらですよ」

「分かってはいたんだが……イメルドが好きな酒だと聞いて、つい嬉しくなって……」

　恥ずかしげに視線を落としてからマクウス様が俺を見上げる。はっきりと瞳に熱を宿し、俺に何を望んでいるかが伝わってくる。寝所ではいつでも応えられるよう、薄布の煽情的な寝間着を身に着けている。うっすらと肌が透けてしまうこれは、いつまで経っても慣れず、陛下に見つめられて全身を熱くしてしまう。

　俺はマクウス様からそっと杯を取り上げ、寝台の枕元に置かれた小さな机に置く。そうして、どちらともなく唇を重ねた。

「ん……」

　宴の時に覚えてしまった、体の奥の甘い疼き。あっという間に俺の全身に広がっていく。二人きりなら抑える必要もない。俺からも舌を絡め、マクウス様の息遣いを、熱を、感触を受け止めていく。

　唇を貪り合いながら、手をマクウス様の体に這わせていけば、既に熱い昂ぶりが立ち上がり、俺に繋がりたいと硬くなっている。早く迎えたいところだが、まだ俺の準備が整っていない。自らを解しながら、マクウス様のものを口淫で楽にしようと思ったが、

「イメルドは何もしないで」

　わずかに唇を離したマクウス様が囁き、俺の肩を押して倒してしまう。

　背中が寝台に沈み、薄布を着けただけの胸がマクウス様の目前にさらけ出される。ツン、と硬く隆起してしまった胸の突起が布に当たり、それだけでこそばゆさを覚えてしまう。

　マクウス様が俺の胸に顔を近づけ、小さく疼いてしまう胸の先を見つめてくる。

「今日は私の手で、すべてやらせて欲しい……いつも時間がないからと、イメルドがすべて準備してしまうから……」

「し、しかし、マクウス様の手を煩わせる訳には――」

「煩わしいどころか、嬉しくてたまらない。だって……」

　おもむろにマクウス様が薄布越しに、俺の乳首を甘くかじってくる。思わず俺の全身がビクンと跳ねた。

「アッ……」

「イメルドはここが好きだから、いっぱい愛でたいと思っていたんだ。最初から最後まで、ずっと……ん……」

　まくし上げる時間すら惜しいと言いたげに、マクウス様は薄布ごと昂った胸の突起を口に含み、舌で転がしてくる。さりさり、と布と舌の感触が合わさり、もどかしくも疼いて俺は頭を振ってしまう。

「マ、マクウス、さま……っ……ぁ……」

　念入りに両乳首を交互に口に含み、舌でも指でも弄り、俺の理性を壊していく。何もするなと命じられて、思わずマクウス様の体に触れたくなってしまう自分を押し殺し、敷布をギュッと掴む。それを感じた証拠と捉えたように、マクウス様の顔が緩む。

「これだけでもこんなになって……我慢はしないで欲しい。乱れた姿を私だけにさらして……」

　耳を舐ねぶりながら囁き、欲張りになってしまったマクウス様の手は、俺の両胸を揉みしだく。快楽ですでに崩れた理性では、声を抑えることなどできなかった。

「ぅ……ぐ、ぅ……ン……っ……」

　指が胸の形を変え、突起を転がす度に、俺の体は疼きを増していく。もっと他も触って欲しくて体を揺らしていると、マクウス様から熱い息が漏れる。

「もしかして、ここだけで達せるのではないのか？　よくイメルドが中で達する時、ここを弄っているから」

「そ、それは、さすがに……」

「試してみよう。時間はあるから」

　断れぬ俺の胸を、マクウス様は遠慮なく愛で続ける。全身が汗ばむ中、胸ばかり弄られてそこばかりが過敏になっていく。激しさはないのに息は上がり、次第に乳首をグリッと指で弄られる度に目の前が白く点滅した。そして、

「……アァッ……あっ、ん、くぅぅ……ッ」

　おもむろに薄布をまくられ、直接マクウス様が俺の胸の突起に吸いついた瞬間。体の中がヒクヒクと脈打つ。気持ちいい。まだ中に招いていないというのに、肉壁が蠢うごめいて刺激に悦んでいるのが分かってしまう。

　胸だけで淫らに変わっていく俺を見下ろし、マクウス様は感嘆の息を吐き出した。

「ああ……鍛え上げたイメルドの胸が、こんなに可愛くなってしまうなんて……もっと感じて……」

　チュバ、チュバ、と律動的に吸いつき、昂った乳首がマクウス様の唇で扱かれていく。今の俺にはその刺激に抗えなくて、思わず陛下の肩を掴み、首を振り乱してしまった。

「ど、どうか、ご容赦を……っ、あっ、マ、マクウスさま……ぁぁ……あぁぁァァァッッ」

　体の中央に集まっていた熱が、一気に弾け、俺の体内で脈動する。

　しばらく息を止め、体内の脈動に身を任せ――ようやく息ができる頃には全身が弛緩していた。

　自分の身に起きたことをすぐ受け入れられずにいると、マクウス様がゆっくりと俺の体に覆い被さり、緩みきった熱い体を抱き締めた。

「こんなに悦んでくれるなんて……嬉しくて頭がどうにかなってしまいそうだ」

「……マクウス様、あまり言わないで下さい。恥ずかしくて消えたくなります」

「それは許せないな。私の元から消えるなど、絶対……」

　まだ息が整わない俺の唇を塞ぎ、マクウス様が俺の臀部へと手を伸ばしていく。

　いつの間にか指に取っていた軟膏を俺の後孔こうこうに塗り込み、マクウス様は指で俺を解しながらも胸に吸い付き続ける。そこで達することを覚えてしまった胸は、恥ずかしげもなく刺激に悦び、鼓動を加速させる。

　そして陛下の熱棒が捻じ込まれ、胸を揉みしだかれた瞬間、

「……ッッ！　は……っ、ぁ、ぁ……ッ……」

　最奥へ届く前に俺は大きな快感に弾け、呑まれてしまった。

　肉壁はせわしなくマクウス様のものを何度も締め付け、情けない喘ぎ声を漏らすことしかできない。そんな俺でも陛下は呆れるどころか、悦びに声を弾ませる。

「もっと素直になってくれ……私を覚えて、私にだけ乱れたその顔を見せて……もっとイメルドが欲しい。どうかその温もりと悦びで、これが夢ではないことを教えてくれ」

　父王を失ってから、ずっと不遇を過ごし、いつ命を落としてもおかしくない半生を過ごしてきたマクウス様。

　俺が乱れることで、もうあの日々が終わったのだと安堵できるのならば、我慢などしていられない。

　そっとマクウス陛下の首にしがみつき、たくましくなった腰に脚を絡めると、俺は自らを揺らしてマクウス様の抽挿ちゅうそうを促す。

　俺の中でマクウス様の肉棒が、グンッ、と大きさと硬さを増す。そこから弾かれたように俺の奥を抉っていく。

　ギュッと抱き締めれば俺の胸はマクウス様に密着し、白い肌にこすれるだけで俺の中は甘く達した。

　何度も俺だけで絶頂を迎えてしまい、自分ばかりだと責めるが、どこまでも淫らになり果てていく俺を止められない。そしてマクウス様は俺を止めるどころか、もっと変わってしまえと促すように最奥を抉り続ける。

　マクウス様の息が短く切れていく。終わりが見え始めた瞬間、俺は成長して引き締まった体を強く抱き締めた。

「イメルド……イメルド……ッ」

　名前を呼びながら、マクウス様が俺の奥に熱を放つ。

　どれだけ王の子種を蒔いても子どもは授かれないが、マクウス様への想いが俺の中でさらに大きく育つ。

　ハァ、ハァ、としばらく互いに乱れた息と、俺の体内の脈動を感じ合い、ひとつになったこの時を噛み締めていく。

　もっとマクウス様が今を実感してくれるなら――。

　俺は自らの手を胸に運び、軽く寄せて上げるようにしてマクウス様に捧げた。

「マクウスさま……私に、もっとここの快楽を教えて下さいますか……？」

「……いいのか？」

「私の悦びが、マクウス様の悦びになるなら……喜んで」

　こちらからの提案に、マクウス様の喉が大きく鳴る。

　ゆっくりと顔を近づけて、性器よりも淫らに成り果てた乳首に吸い付かれた瞬間。俺の頭は喜びに弾けて、快楽の底そこ蓋ぶたを割っていた。




　そうして俺たちはどこまでも確かめ合う。

　これが現実なのだと幸せを噛み締めるために、ずっと――。




【ＥＮＤ】










後宮の獅子、雛に喰われる明日を知らず　下巻
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